
        
            
                
            
        

    






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　思ったんだけど、「誰だれかに話しているつもりになって書く」っていうのは、つまり、誰に話しているつもりになって書けばいいのかな。

　クレリックさんが日記の宿題を出すなんて初めてだし、わたしはそもそも日記を書くのが初めて。多分だけどね。

　だから、どんなふうに書いたらいいのか全然わからない。日記って聞いたときには、その日あったことをそのまま並べて書けばいいのかなって思ったんだけど、それじゃだめだってクレリックさんに言われちゃった。自分にしかわからないような書き方をしてはだめで、他ほかの人に見せられるように書きなさいって。「その日あったことを誰かに話しているつもりになって書くといいですよ」ってクレリックさんは言ったけど、そんなのむずかしいし、他の人に見せる日記なんてへんだと思う。おまけに、ノートとエンピツじゃなくて、コンピュータとテキストエディタを使わなくちゃいけなくて、毎日最低５キロバイトも書いて、一週間ごとにデータをまとめてクレリックさんに提出するきまり。もう夜中の十一時半。まだたったこれだけしか書けてないのに。

　つまり、わたしの目もつ下かの悩み事は三つ。

　まず、眠ねむいのを我が慢まんしてコンピュータに向かっていなくちゃいけないこと。

　次に、それでなくってもキーボードの操作だって危あぶなっかしいこと。

　そして最後が、「誰だれかに話しているつもり」の「誰か」っていうのが誰なのか、よくわかんないこと。

　要するに、宿題がちっとも進まないってこと。

　あーあ。

　なーんて行をかせいでみたりして。

　どうにかこうにかここまで書き進めてきたけれど、こんなの日記じゃないってクレリックさんに怒おこられちゃうかもしれない。でも、「誰かに話しているつもり」の「誰か」が誰なのかを決めないと、書き方も決まらないと思う。だって、その「誰か」っていうのがわたしたちのことを全然知らない人なら、いろんな説明をたくさんしなくちゃいけなくなる。その人はわたしの名前も知らないわけだし、「今日きよう、リーブスさんとトリガー君が発電風車の修理に行きました」っていきなり書いても、何のことか全然わからないだろうし。わたしたちが誰で、どこでどんなふうに暮らしているのかも全部知っている「誰か」が相手なら、そんな説明はひとつもいらない。そっちの方がずっと簡単。でも、それじゃ結局、クレリックさんにだめって言われた「自分にしかわからない書き方」をしてるのと同じになっちゃうような気がする。

　うーん。やっぱり、「誰か」っていうのはわたしたちのことを全然知らない誰か、ってことなのかなあ。

　うん。

　そうしよ。決めた。「誰か」はわたしたちのことを全然知らない誰か。文句はなし。はっきり言わなかったクレリックさんがいけないんだよ。だから今日は、説明しなくちゃいけないことを全部まとめて説明しちゃうことにする。それなら後あと々あと悩なやまずに書けるし、その説明だけで今日の分の５キロバイトの残りが全部埋うまっちゃうかもしれないもんね。しめしめ。

　んーと。

　まず、

　わたしは今、自分の部へ屋やでこの日記を書いています。

　わたしの部屋は、いつも「家」って呼んでる十階建てのおんぼろビルの十階のかどっこにあって、そのおんぼろビルは、いつも「街」って呼んでる無人の廃はい虚きよの東のはずれにあります。指でつついたら倒れちゃいそうなビルがいっぱいあったり、地面がズレてて通り沿いの川が真まっ二つに切れていたり、はがれて落ちてきた壁がアスファルトに突つき刺ささって迷路みたいになっていたりして、なかなか楽しい所です。

　わたしはそこで暮らしています。

　どうして無人の廃虚なんかで暮らしているのかっていうと、今、そうじゃない街なんてもう多分、地上のどこをどう探しても見つからないから。どうしてそんなことになっちゃったのかっていうと、三十年くらい前に大きな戦争があって、何もかも壊こわれちゃって、誰だれも彼かれも死んじゃったから。みんな死んじゃったのにどうしてわたしは生きてるのかっていうと、うーん、それはむずかしい質問。多分、頑がん丈じような地下シェルターと働き者のコールドスリープ・ヴァットと、それよりも何よりも、ラッキーだったおかげなんだと思う。

　そう。わたしは戦争前の生まれで、三十年間ずーっとコールドスリープしてた。

　目覚めたのはたったの一年前。

　これは、我ながらすごいと思う。ちょっと自じ慢まんしたい気持ち。コールドスリープ連続三十年っていうのは、ひょっとしたら世界記録なんじゃないかな。でも、そのおかげらしいんだけど、コールドスリープに入る前のことを全然思い出せなくなっちゃった。記き憶おく喪そう失しつって言うんだよね、こういうの。三十年もかちかちに凍こおっていたせいで、脳ミソがしもやけになっちゃったのかもしれない。

　そんなわけで、わたしは外見も中身も推定年ねん齢れい十三歳さいなんだけど、考え方によっては一歳の赤ちゃんってことになるのかもしれないし、四十代のおばさんってことになるのかもしれない。

　ついでに勢いきおいで書いちゃうけど、こんなことあんまり書きたくないけれど、そんなことないと思うんだけど、ひょっとすると、ほんとにひょっとするとだけど、わたしは、地球で最後の人間の生き残りかもしれない。

　さて、ここからが大事なところ。記憶喪失で推定年齢十三歳で、人類最後の生き残りかもしれないわたしが、無人の廃はい虚きよでひとりぼっちで寂しくて寂しくて死んじゃったりしないのはなぜかっていうと。

　わたしには、五人のロボットさんたちがいるからです。

　すごく真ま面じ目めで感激屋さんでちょっと心配症しようのスパイク君。

　女性型戦せん闘とう用口ボットのアンジェラさん。

　とっても物知りクレリックさん。

　大きな身体からだと女言葉がミスマッチなリーブスさん。

　利きかん坊ぼうで鉄てつ砲ぽうマニアのトリガー君。

　そもそも、地下シェルターのヴァットの中で冷れい凍とう人間してたわたしを見つけてくれたのも、レンジでチンして復活させてくれたのも、この五人のロボットさんたち。シェルターが戦争でやられちゃったりしなかったことも、ヴァットが三十年間故障しなかったこともラッキーだったけど、それよりもずうっとラッキーだったのは、みんながわたしを見つけてくれたこと。もし、みんながわたしを見つけてくれていなかったら、わたしは今でも冷凍人間で、これから先もずーっとずーっとず────っと冷凍人間で、ず────っと冷凍人間のまま、結局いつかは死んじゃう運命だったんだもんね。

　みんなのおかげ。みんながいなかったら、わたしは今ここにはいない。

　スパイク君はわたしの身の回りのことを色々してくれたりするし、アンジェラさんはいざっていうときにとっても頼たよりになるし、何でも知ってるクレリックさんはわたしの先生だし、リーブスさんは何だか大人おとなの雰ふん囲い気きで色々相談に乗ってくれるし、困った君のトリガー君は丸まっちくてかわいいし。

　以上が、わたしが寂しくて死んじゃったりしない理由。

　説明終わり。さーて５キロ埋うまったっと。今日きようはここまで。




　うそ。

　ここまで書いたのを読み返してみたんだけど、大事なことを説明し忘れてた。

　わたしの名前は、ハルカです。

　今度こそ本当に今日の分は終わり。明日あしたからは、もうちょっとちゃんとした日記を書きます。
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　手首からトランスポンダーを外すと、ベルトに隠かくれていた部分が日に焼け残って白かった。日に焼けたところと味が違うかもしれないと思ってちょっとなめてみる。どっちも汗あせの味しかしない。

　白線の消え果てたヒビだらけのアスファルト。ぐにゃぐにゃに曲がったフェンス。塗と料りようがすっかりはげ落ちて真まっ赤かに錆さびたゴールポスト。

　家から西に３００メートル。いつもローラーブレードの練習をするバスケットコート。

　トランスポンダーというのは、要するに発信機だ。女性用の腕うで時計くらいの大きさしかないくせに、強力に迷めい彩さいされた指示電波ビーコンを出している。一見、この信号はどんなセンサーにとってもただのノイズだが、家にある端たん末まつのデコーダーで解読すれば、半径30キロ以内の範はん囲いなら10メートル以下の誤差で電波の出所を特定することができる。

　というのが、リーブスの説明だった。

　仕組みを解説されたところで半分も理解できなかったが、つまりはこちらの居場所を知らせるための緊きん急きゆう用の装そう備びなのだ、ということは理解している。

　そして、それさえ理解していれば充じゆう分ぶんだった。

　このトランスポンダーをいつも通り身につけたままでは、行ってはいけない場所に行ったことがバレてしまうかもしれないわけだ。

　そこで、「分身の術」の出番となる。コツは、指示電波ビーコンの反応が長時間移動しなくても怪あやしまれないような場所に隠かくすこと。

「いい子にしているのよ」

　そう言い聞かせて、横よこ倒だおしになったジュースの自動販売機の取り出し口の中にトランスポンダーを隠した。

　ハルカは勢いきおいよく立ち上がる。放ほうり出してあったバックパックを拾ひろい上げて走る。電動バイクを起こし、サドルに飛び乗るよりも早く無む造ぞう作さにアクセルを開あけ、前輪が浮き上がりそうな勢いでバスケットコートから飛び出した。あのちっぽけな輪っかが手首に巻きついていないというだけで、身が軽くなったような解放感に満たされる。身体からだ中じゆうにエネルギーがあふれかえって、何か楽しいことに突とつ撃げきしなければおさまりのつかないような感じ。

　大通りをまっすぐ南なん下かする。目指すはベイエリア。

　絶対に近づいてはいけないと、いつもいつも言われているあの地下道。

　今日きようこそ、あの中を探検するのだ。

　バレたらきっと叱しかられる。外出禁止を言い渡されて、家にいる間はずっとオヤツ抜ぬきに居い残のこり勉強にバツ当番かもしれない。

　しかし、ハルカの決意は揺ゆるがない。獰どう猛もうな笑顔にはヒビひとつだって入らない。準備にも作戦にも抜ぬかりはない。どう考えたってバレっこない。今日は家にはトリガー君しかいない。他ほかのみんながカンヅメ鉱こう山ざんから戻もどってくるのは夕方ごろになるはず。それまでに家に帰っちゃえばかんぺき。

　無人の廃はい虚きよの、穴あなぼこだらけの大通り。逃げ水を追って全速力。

　もうすぐ夏で、おまけに午後で、しかもめちゃくちゃにいい天気。




　似にたようなことは前にもやった。実のところ、「やるな」と言われたことはすでにひと通り試ためしていた。まだ動きそうな車に燃料を入れてみたり、倒れたビルの壁面をローラーブレードで滑すべり降おりたり。バレたときには叱られたし、ケガのひとつやふたつはしたこともある。それでも、やめておけばよかったと後こう悔かいしたことはまだ一度もない。

　無理もない話。

　無人の廃虚で自給自足の生活をしていれば、常に何かとやることがある。スパイクもアンジェラもクレリックもリーブスもトリガーも、いつもハルカの相手をしていられるわけではない。この一年というもの、ハルカひとりで過ごさなければならない時間は山のようにあったし、推定年ねん齢れい十三歳さいの女の子は、二十四時間三百六十五日ずっとよい子ではいられない。

　一応のフォローをすれば、それでも、ハルカはずっとマシな方である。歳としのわりには分ふん別べつもあり、聞き分けもいい。普ふ段だんは言いつけをきちんと守っているし、ひとりで外を出歩くときも危険な場所は自分から避さける。しかし、ときには無む茶ちやをしたくもなるし、秘密の隠れ家がが欲しくなったりもするし、みんなを困らせてやろうと思ったりすることもある。何かきっかけがあったりすればなおさらだ。

　今日きようもそうだった。

　今日のきっかけは、スパイクとアンジェラとクレリックとリーブスの四人が、ハルカと掃そう除じ当番のトリガーを留る守す番ばんに残して、カンヅメ鉱山に宝探しに出かけてしまったことだった。

　べつに遊びに出かけたわけではない。早い話が、食料の調達である。

　この街の北には、かつて軍が管理していたとおぼしき地下施設がある。その奥おく深く、崩くずれかけた地下道や閉へい鎖さされた隔かく壁へきの向こうには、いくつもの階層に分かれた大規模な地下シェルター群があって、そこにはクリプトビオシス処理された永久賞しよう味み期限の保存食料コンテナが大量に眠ねむっている。つまり、「カンヅメ鉱山」というのは地下シェルター群の食料保管庫のことで、「宝探し」というのは、その中にもぐり込んで食料を掘ほり出してくることだ。

　ハルカは、以前からこの「カンヅメ鉱山で宝探し」というやつをやってみたかった。

　のだが。

　あの手この手でどんなに頼たのんでみても、今度もやっぱり連れていってはもらえなかった。

　理由はわかりきっている。ハルカだって、理り屈くつでは理解しているのだ。廃はい虚きよの街に残された地下施設の危険性については、何度説明されたかわからない。

　まず、真まっ暗くらであるというだけで充じゆう分ぶんに危あぶない。

　構造がもろくなっていて、ちょっとしたことが落らく盤ばんにつながるかもしれない。

　三十年以上も空調されていなかったために、空気より重いガスが充じゆう満まんしているかもしれない。

　そんな場所から食料コンテナを運び出すという大仕事は、ロボットだからこそできることなのだ。十三歳さいの自分がくっついていって、一いつ体たい何ができるというのか。

　カンヅメ鉱山に限った話ではないし、地下施し設せつ全般に限った話でもない。崩ほう落らくの可能性がある建物。陥かん没ぼつするかもしれない道路。ひとりで出歩くときも、そういう場所には絶対に近づいてはいけないと言われていた。

　わかってはいるのだ。

　わかってはいるのだが、理屈で好こう奇き心しんが満たされるものなら苦労はないのだった。

　それでも、やっぱり行ってみたいのだった。

　──つまんないの。

　未み練れんたっぷり文句たらたらでトリガーの掃除を手伝い、洗せん濯たくまで済ませると、昼前にはもう何もすることがなくなった。何もすることがなくなると、今ごろ宝探しの真まっ最さい中ちゆうの四人のことがますますうらやましくなった。家の屋上に上がり、衛星通信用のレーザードラムが落とす枕まくらの形の日陰の中に寝ね転ころがって、青空にはためく洗濯物をぼんやりと眺ながめた。

　突とつ然ぜん思いついた。

　カンヅメ鉱山でなくても宝探しはできる。

　連れていってもらえないのなら、自分ひとりで行けばいい。

　どの場所が安全でどの場所が安全でないかについては、ハルカにはハルカの見解がある。宝探しに出かけた四人が戻もどるのは、どんなに早くても夕方ごろになるはずだ。必要な物はすぐに用意できる。トランスポンダーはいつものやり方で始し末まつをつければいい。ルートと目的地は一秒で決まった。

　──いいですか、絶っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ対にダメですからね。

　スパイクは、いつもそう言うのだ。

　──でもでも、ちょっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっとならいいよね。

　ハルカは今、そう思うのだ。

　飛び起きて、わくわくする気持ちを抑おさえきれないような足取りでハルカは屋上を後あとにした。

　再度フォローしておこう。無理もない話である、と。

　ロボットと違って、人間は「行くな」と言われると行きたくなるのである。




　風の中に潮の気け配はいが混じり始めた。背の高いビルがまばらになり、大通りは海へと続く下くだり坂になった。

　ベイエリアに入った。

　バイクの前輪を持ち上げて歩道に乗り上げ、大聖堂前の広場を突つっ切って、ひとつ東の通りへとワープする。廃はい虚きよの街の特とく徴ちようは、特徴があり過ぎて特徴をつかみづらいこと。ある意味、ジャングルの中を歩いているようなもので、頭を切り替かえておかないと大人おとなでも簡単に迷まい子ごになる。

　しかしその点、ハルカは慣れたものだ。猛もうスピードで坂道を下り、交差点の数を数え、四つ目で目指す目印を見つけた。

　交差点の真まん中なかに置き去りにされた戦車の残ざん骸がい。

　ハルカは自信たっぷりに右に折れる。三十年前、爆ばく風ふうの通り道になったらしいその道路は、吹き飛ばされた車が路ろ肩かたに積み重なり、両側の建物がそろって同じ方向に歪ゆがんでいた。瓦が礫れきの散らばった路面はそれまで以上にでこぼこの荒あれ放ほう題だいで、ハルカはすぐにバイクを降おりた。モーターを止め、バイクをそっと倒してその場に残し、早足にぐんぐん歩いていく。

　目的地は、２ブロックほど行った先にあった。

　右側の歩道。ひっくり返ったケーブルカーのすぐそばに、屋根をもぎ取られた地下道の入り口がぽっかりと口を開あけていた。

　駆かけ寄って、乱らん杭ぐい歯ばのように歪んだ下りの階段を挑ちよう戦せん的てきな目つきで見み下おろした。階段の先にあるシャッターは大きなコンクリートの塊かたまりを嚙かんでいて、どうにかもぐり込めそうな隙すき間まを残している。シャッターにはさらに、赤いバツ印がスプレーで大書きされていた。心配症しようのスパイクが、街の危険な箇か所しよをひとつひとつ回って書き残していった、「立ち入り禁止」を示す標識である。

　ハルカは、ここには何度も来ている。

　ここに来るたびに、「ちょっとだけ中をのぞいてみようかな」と思い、階段を降おり、バツ印の書かれたシャッターを前にしてさんざん迷った挙あげ句く、結局は勇気がくじけてすごすごと引き返す──そんなことを繰くり返していた。

　しかし、今日きようのハルカはひと味違う。

　服装だって気合入りまくりである。[image: にじゅういんようふ]ALIEN DEFENSE FORCE[image: にじゅういんようふ]の黒いＴシャツと、ペンキ塗ぬりのときに使ったカーキ色のパンツと、丈じよう夫ぶ一点張りのトレッキングシューズ。腰こしまである髪かみを後うしろでまとめて、紺こんのキャップをぐいとかぶっている。背中のバックパックは緊きん急きゆう時じに備えていつも枕まくら元もとに置いてあるやつで、秘密兵器がいっぱい入っているのだ。

　バックパックを下ろし、勢いきおいよくファスナーを開あけた。

　キャップを脱ぬいでベルトにはさみ、使い方もよくわからない暗あん視しゴーグルを首に下さげ、工事現場用のぶかぶかのヘルメットをかぶった。歩兵用のサスペンダーに腕うでを通し、様さま々ざまな装そう備びを次々と取り付けていく。ナイフ、通信機、夜や光こう塗と料りようのスプレー、ディスポーサブルトーチを１ダース。通信機のストローマイクを喉のどに貼はりつけて電源をＯＮ。「味方の基地」の周波数に合わせ、セレクターを「受信のみ」にセット。こちらからの不用意な通信は、「悪わる者もの」に聞かれてしまう恐おそれがあるからだ。最後に、二本のチビたエンピツを十字架かの形に輪ゴムでとめて、調味料のガーリックパウダーのビンと一緒に、いつでも取り出せるようにポケットに収めた。ドラキュラに出くわしたときには、この二つが絶対に必要になるはずだ。
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　バックパックを背せ負おい、マグライトを片手に、ハルカは敢かん然ぜんと立ち上がった。

　ゆっくりと階段を降おり、シャッターに大書きされたバツ印の前に立った。すべての準備は完了した。あとは覚かく悟ごを決めるだけ。ハルカは目を閉とじる。ひとりで遊ぶとき、ハルカはいつも魔ま法ほうを使う。

　今、自分は、「悪の洞どう窟くつ」の前にいる。

　何がどう「悪」なのかよくわからないが、とにかくそうなのである。ものすごい財ざい宝ほうが隠かくされた悪の洞窟なのである。この洞窟から生きて帰ってきた者はひとりもいないのである。生きて帰ってきた者がひとりもいないのに、「悪である」とか「財宝が隠されている」とか、そんなことがなぜわかるのだという気はするけれどだまれだまれ、誰だれが何と言おうがとにかくそうなのだ。コウモリがバサバサ毒ヘビがウヨウヨ崖がけがガラガラ溶よう岩がんがブクブク罠わながゴロゴロ野や蛮ばん人じんがウホウホなのだ。

　もちろんドラキュラもいる。

　そして自分の任務は、たったひとりでこの中に忍しのび込み、知恵と勇気で財宝をかっさらってくること。

　深呼吸をひとつ。

　──よし。

　目を開あけた。身をかがめ、シャッターの隙すき間まをのぞいた。

　50センチ先はもう、墨すみを流したような闇やみがあるだけ。

　ディスポーサブルトーチをひとつ、ホルダーから引っぱって外した。サスペンダーに固定されているセフティリングが外れてトーチが点火され、透明なカバーの中の燃料が音を立てて燃え始める。シャッターの隙間にトーチを投げ込む。バックパックを押し込み、身体からだを横たえて地下道の中へと転ころがり込んだ。

　素早く立ち上がる。マグライトを振ふり回して油断なく周囲に視線を走らせる。

　砂っぽい床ゆかの上でトーチが燃えて、薄黄色が闇を頼たよりなく押しのけている。タイルのはがれた壁とベコベコにへこんでいるコインロッカー、頭上には今にも落ちてきそうな街路標識。そこは、地下の要所要所をつなぐ連絡通路のようなところらしかった。

　右は防火隔かく壁へきで行き止まり。左は光が届とどく限りにまっすぐに続いている。

　大だい丈じよう夫ぶ。コウモリも毒へビもいない。野や蛮ばん人じんやドラキュラの姿もない。

　今のところは。

　バックパックを拾ひろい上げて背せ負おった。シャッターの裏側に夜や光こう塗と料りようのスプレーで、ミもフタもなく「出口」と書いた。マグライトを点つけ、左へと向かってゆっくりと歩き出す。トーチの光が背後に遠ざかるにつれて、少しずつ心細くなってくる。突とつ然ぜん、めまいのようなものを感じて足がもつれ、何もない所で転ころびそうになった。壁に手をついて、周囲のあちこちをライトで照らしているうちに原因がわかった。水平だと思っていた床ゆかが、微かすかに傾かたむいたりねじれたりしているせいだ。

　最初の十字路に出た。

　悪わる者ものに見つからないように角かどに身を隠かくす。天てん井じようの街路標識を確認しようと思ってライトを向けたが、矢印が四方を指しているということがわかるだけ。三十年かけて色褪あせた文字は、そう簡単には読み取ることはできない。

　今なら引き返せる。一本道を、ただまっすぐに戻もどるだけで。

　分かれ道を前にして決断を迫せまられたためか、不意にそんなことを考えてしまった。心細さに魔ま法ほうの効力がぐらつき始めている。

　──恐こわくなんかないもん。

　気合を入れ直す。せっかくの分かれ道なんだから曲がらなければソンであるような気がして、ハルカは大たいした理由もなく右に曲がることに決めた。ポケットから方位磁じ石しやくとメモ帳を取り出し、十字架かエンピツで書きにくそうに地図を書く。角に夜や光こう塗と料りようの矢印を残して右へ。

　次の十字路に出た。

　少し考えて、今度は左に曲がることに決める。十字架エンピツで地図を書き、夜光塗料の矢印をスプレーし、左へ。

　その次の十字路に出た。今度はまっすぐ。地図。矢印。

　さらにその次。右。地図。矢印。

　暗くら闇やみの中でひとつ角を曲がるごとに歩調が速まっていく。力を取り戻した魔法に心細さが溶とけていき、無敵の笑顔が戻ってきた。財ざい宝ほうめがけて奥おくへ奥へと突つき進む。

　そして、息をもつかせぬ大冒険が始まった。

　足音を忍しのばせて角を曲がり、床ゆかの裂さけ目を飛び越こえ、階段を昇のぼったり降おりたりするたびにドキドキした。行動がどんどん大だい胆たんになる。地底のハイウェイを渡り、地下鉄の駅を通り抜ぬけ、床の裂さけ目にトーチを落としてのぞき込み、通路に染しみ出した海水の水溜たまりを突とつ破ぱした。目にうつるものすべてが、耳に聞こえるものすべてが、空気さえもが秘密の香りを孕はらんでいた。

　ダクトの風のうなりの中に、吸血コウモリの大群の羽ばたきを聞いた。

　化学火災の痕こん跡せきの中に、野や蛮ばん人じんの焚たき火の跡あとを見つけた。

　高圧ケーブルほども太さのある毒ヘビと遭そう遇ぐうし、死し闘とうの末に勝利を収めた。

　一いつ挙きよに３クラスもレベルアップした。

　冒ぼう険けん者しやの宿を見つけたので、ひと休みすることにした。折れて横よこ倒たおしになった大きな柱の陰かげでトーチを燃やし、ハルカは床にしゃがみ込んで、メモ帳の地図を見ながらチョコバーをかじる。地下道に入ってから、そろそろ一時間くらいになる。ずいぶん歩いた気がするが、財宝はまだ見つからない。手がかりを求めて、ハルカは地図をじっと見つめた。

　ふと疑問が浮かぶ。

　どうして、こんなにも複雑な構造をしているのか。

　こうして改めて地図を見てみると、意味のない分ぶん岐きや曲がり角かどがたくさん目につく。今まで歩いてきた道を思い浮かべてみるが、似にたような分かれ道をいくつも抜ぬけてきたせいで、どこをどう歩いてきたのかうまく思い出せない。地図を書いたり夜や光こう塗と料りようの印を残したりしていなかったら、最初の入り口にはもう絶対に戻もどれないだろう。まるで、わざとわかりにくい構造に作られているかのようだ。おまけに、どの道もただでさえ真まっ暗くらなのに、太い柱が通りの真まん中なかに並んでいたり、壁から張り出していたりするせいで、ライトがあっても見通しが悪かった。なぜこんな不便な作りになっているのだろうか。そんなの想像できないけれど、ここはかつて、何万という人々が毎日行き来する場所だったはずだ。

　チョコバーを食べ終わり、包み紙をポケットにしまう。

　そういえば。

　リーブスから、こんな話を聞かされたことがある。カンヅメ鉱山のような地下施し設せつが迷路のような構造になっているのは、市街戦を想定した一種の要よう塞さいとして設計されているからだ、と。壁がでこぼこしていたり意味のない柱があったりするのも、味方の兵隊がその陰かげに隠かくれて鉄てつ砲ぽうを撃うったりできるようにするためらしい。敵に簡単に占せん領りようされたりしないように、攻せめにくく守りやすい作りになっているのだという。

　あるいは、この辺りもそうなのかもしれない。

　だとすれば、気をつけなければいけない。

　悪わる者ものの本ほん拠きよ地ちは近い。

　さあ、冒ぼう険けんの日々再びだ。ハルカは出発することに決めた。親切な宿の主人はハルカの手当てをしてくれた上に、毒消し草まで分けてくれた。もう毒ヘビは敵ではない。夜光塗料の目印を残し、主人に別れを告げ、ハルカはバックパックを背せ負おい直して、

　足音などまったく聞こえなかった。

　立ち上がろうとした瞬しゆん間かんに、その犬に気づいた。

　そのとき、そいつはトーチの光の中、ほんの３メートルほどのところにいた。でっかくて瘦やせていて黒っぽくて毛並みがガサガサしていて耳のたれた、世の中の何もかもが気に入らないという顔つきの犬だった。

　声を上げることもできず、腰こしがくだけてその場に尻しりもちをついた。

　パニックの一いつ瞬しゆん、思考と行動がめちゃくちゃに混線した。とっさにマグライトを手て探さぐりし、犬にライトの光を浴びせ、やってしまってからそれが攻こう撃げきを誘さそうことになるかもしれないと思って小さく悲鳴をもらした。犬は光に顔をしかめ、飛びのくようなそぶりを見せたが逃げはしない。喉のどの奥おくから微かすかなうなり声を上げ、口のはしが少しだけめくれ上がって、凶きよう悪あくな牙きばがぞろりとのぞく。

　コンセントを抜ぬかれでもしたように、ハルカは身動きひとつできなかった。

　汗あせ一いつ滴てき落とせば、指一本動かせば、犬は即そく座ざに飛びかかってくるように思えた。

　トーチの光がちらつき、否いやも応おうもない、息が詰つまるようなにらみあいが続いた。

　自分を襲おそって食べるつもりなら、もうとっくにやっているはずだ──そう思えるようになるだけの時間が過ぎた。犬はハルカをじっと見つめている。体たい毛もうを逆さか立だて、警けい戒かい心しんを身体からだ中じゆうにみなぎらせてはいる。しかし、身体全体の表情のどこかに、何かに迷っているような、何かを確かめようとしているような、そんな雰ふん囲い気きがある。

　この犬には、積極的な攻こう撃げきの意志があるわけではないのだ。多分。

　なぜそんなことがわかるのかは、わからない。

　ハルカは勇気を振ふり絞しぼり、カタツムリにも劣るゆっくりとした動きで身体の向きをずらし、両足の間にバックパックを下おろした。バックパックのファスナーを開あける。

　手を突つっ込む瞬しゆん間かんが一番恐こわかった。

　チョコバーをつかみ、ゆっくりと引き出して、ほら、と差し出して見せた。

　犬の関心がチョコバーに集中した。長い鼻をチョコバーに向け、すん、空気の匂においをかぐ。犬によく見えるように包み紙をむき、半分に折って、片方をひと口食べて見せた。もう片方を犬の方にそっと投げた。犬の正面に投げるつもりで狙ねらいが左に外れたが、犬は、まるで糸でつながっているかのような熱心さで、転ころがるチョコバーを目で追った。すぐにハルカに視線を戻もどすのだが、チョコバーの存在を身体中で気にしている。

　ようやくハルカの恐きよう怖ふ心しんが薄れてきた。

「　　　」

　声がかすれていた。つばを飲み込み、小声で、

「あげる。チョコ好き？」

　犬がそわそわし始めた。自分は何か大切なことをしようとしていたのに、チョコバーが食べたくてどうしようもないという気持ちと、そんなもので懐かい柔じゆうされるものかという意い地じがごっちゃになっている。なぜそんなことがわかるのかは、やっぱりわからなかった。ひょっとすると自分は昔、犬を飼かったことがあるのかもしれない──ハルカがそう思った瞬しゆん間かん、

　犬がチョコバーに鼻を近づけ、ついに食べた。

　ほんの二、三度嚙かみ砕くだいただけで丸まる呑のみしてしまう。期待に満ちた目で見つめられて、ひと口かじった残りも投げてやった。ぺろり。他ほかに食べ物はないかとバックパックをあさっていると犬が近寄ってきて、手元に鼻先を突つっ込んでせわしなく鼻をならした。鼻息がくすぐったい。きつい毛皮の匂いも、不思議と不快には思わなかった。

　──この子飼かいたいって言ったら、みんな、何て言うかな。

　ふと、そんなことを考えた。

　微び妙みようなところだ。そこまで甘えてはいけないという気もする。あまりいい顔はされないかもしれない。

　でも、きちんと世話をすると約束すれば。

　食べ物は、自分の分をわけてやってもいい。

　いざとなったら、みんなには内ない緒しよで飼かうという手もあるし。

「一緒に来る？」

　頭をなでてやったら、お返しに顔かお中じゆうを舐なめ回された。現金な性格であるらしい。ついさっきまであんなにカリカリしていたのが噓うそのような、まるでずっと前から友達だったかのようななれなれしさだ。

「じゃあ、名前を決めなくちゃね」

　犬は答えない。バックパックに鼻はな面づらを突つっ込んで中身をあさるのに忙いそがしい。ハルカは名前を考え始めた。黒いからクロ。野や犬けんだったからノラ。うーん。名前名前。もっとかっこいい名前。犬がバックパックに顔を突っ込んだまま、わふ、と吠ほえた。まさか急せかされているわけでもないだろうが、ハルカは一いつ生しよう懸けん命めいになって考える。名前は、犬の名前は




　ひしゃまる




　自分に何が起こったのか、ハルカにはわからなかった。

　突とつ然ぜん、胸の鼓こ動どうが不規則になって、呼吸まで苦しくなった。正体不明の衝しよう撃げきに頭の中を埋うめ尽つくされて、一いつ瞬しゆん何も考えられなくなった。バットで頭を殴なぐられて、正確にその痛みだけを消去できるとしたら、ちょうどこんな感じがするかもしれない。

　ひしゃまる。

　それが、何なのか、わからない。

　それが名前であるという確信すらない。何のイメージも伴ともなわない、「ひしゃまる」という音だけがそこにある。考えたら出てきた、という気はしない。ずっとそこにあったものに今まで気づかなかった、という感覚に近い。

　少しずつ、

　収まってきた。

　呼吸が楽になってきた。鼓こ動どうも安定してきた。寒くもないのに身体からだが少し震ふるえていた。自分は病気かもしれないと思って恐こわくなった。帰ろう──そう決めて、折れた柱に手をつきながら立ち上がる。つけっぱなしで放ほうり出してあったマグライトを拾ひろい上げる。犬はまだバックパックで遊んでいた。手段と目的が逆転している。中に食べ物があるかなんてことはもうどうでもよくて、バックパックに顔を突っ込んでごそごそやるのが楽しいらしい。取り上げたら怒おこるかな──ハルカは少しためらって、ストラップに手を伸のばした。

　犬がいきなり顔を上げた。

　ハルカはびっくりして手を引っ込めた。しかし、犬はハルカの方を見てもいない。左手の通路の闇やみ、ハルカがやってきたのとは反対の方向をじっと見つめたまま、ぴくりとも動かない。人間には聞こえない、犬にしか聞こえない何かに耳をすましているようにも見える。何かあるのかと思ってライトの光を向けた。特別何があるわけでもない。ただ、柱の列と、瓦が礫れきと、苔こけの生はえた床ゆかと──

　犬が走り出した。

　あっと思ったときには、犬はもうライトの光がかろうじて届とどいている辺りまで行ってしまった。そこでハルカの方を振ふり返り、何かに強烈に迷っているようにくるくる回りながら地じ団たん太だを踏ふんでいる。追いかけようと思って大おお急いそぎで荷物をまとめ、もう一度ライトの光を向けた。

　犬はいなかった。

　犬の姿を求めて、ハルカは走り始めた。

　何度も転ころびそうになりながら、夢中でライトの光を追いかけて走った。こんな所で転ころんだら大ケガをするかもしれないとか、目印も残さずに動き回ったら迷まい子ごになるとか、そんなことは考えもしなかった。犬を探すことしか頭になかった。

　チョコバーをもっとどっさり持ってきていればよかった。

　鼻の奥おくに、涙なみだの気け配はいがわいた。

　あきらめきれなかった。

　やっと、やっと友達ができたのに。

　どのくらい走ったのかわからない。ハルカの行く手に、短い上のぼりの階段が浮かび上がった。ここまでは一本道、だったと思う。暗かったし、分かれ道のひとつやふたつは見落としたかもしれない。しかし、ハルカの勘かんは「犬はこの先にいる」と告げていた。

　ぐずぐずしているヒマはない。

　はあっ、と大きな息をひとつ。

　ハルカは階段を駆かけ上のぼろうとして、最初のステップに足をかけ、階段の先がうすぼんやりと明るいことに気づいた。

　階段の先で、犬がひと声吠ほえた。

　そして、それに答えるように、別の犬が別の声で吠えた。

　そして、それに答えるように、なに、どうしたのよ、と誰だれかが言った。

　言葉だった。

　女の子の声だった。




　それからハルカは、多分、階段を上ったのだろう。

　あの光景を見たのだから。

　何を期待し、何を恐おそれ、どんな気持ちで階段を上っていったのか──そんなことは、まるで憶おぼえていない。茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態で、出来の悪いロボットのように、ぎくしゃくと、危あぶなっかしく階段を上ったはずだ。その後あと、何カ月、何年という時間を経へた後あとにも、ハルカはこの光景を何度も何度も思い出すことになる。もうすぐ夏で、おまけに午後で、しかもめちゃくちゃにいい天気だったあの日の、名も知らぬとある地下道の光景を、

　イーヴァと初めて出会った、この光景を。

　階段を上のぼり切った先はショッピングモールだった。いかなる奇き蹟せきゆえか、まるでここだけは時間が止まっていたかのように、三十年前の姿をほとんどそのまま留とどめていた。天てん井じようにはいくつもの裂さけ目があって、斜ななめに差し込む午後の光が通路全体の闇やみを青く染そめ、ホコリの粒りゆう子しを孕はらんで幾いく重えもの帯おびとなり、床ゆかに散らばったガラスの破片をきらめかせていた。

　そこに、三匹の犬と、ひとりの女の子がいた。

　三匹の犬はいずれも不景気な体つきの複雑な雑種で、一匹はくすんだ白、もう一匹は白と茶色、最後の一匹は黒。その黒い犬は、さっきハルカのチョコバーを食べたあの犬に間ま違ちがいなかった。

　女の子は、ハルカとおおむね似にた格かつ好こうをしていた。雪せつ中ちゆう迷めい彩さい色しよくのパンツにジャングルブーツ。[image: にじゅういんようふ]ROACH KILLER[image: にじゅういんようふ]とロゴの入ったＴシャツの上に、そでをぶっちぎったパンツと同色の上着をだらっとはおっている。歩兵用の防ぼう弾だんヘルメットをあみだにかぶっていた。廃はい虚きよの地下道を探検しようというときには、みんな似たようなことを考えるのかもしれない。

　歳としの頃ころはハルカと同じくらいだった。

　背せ丈たけもハルカと同じくらいだった。

[image: ]

　髪かみの長さも色も、ハルカと同じだった。

　女の子と、目が合った。

　黒い犬が、階段を上のぼり切ったところで凍こおりついているハルカを見て、わふ、と吠ほえた。

　ひとりとひとりと三匹が、天てん井じようから差し込む光の帯おびをはさんで、無言で見つめ合っていた。

　ハルカを見つめる女の子の顔に、深い深い驚おどろきの色が浮かんだ。

　女の子を見つめる自分も、似にたような顔をしているのだろうとハルカは思う。

　時間が溶とけ始めた。

　最初に目が合った瞬しゆん間かんから、二秒も経たってはいなかったはずだ。その女の子は突とつ然ぜん踵きびすを返し、ハルカに背を向けて走り出した。三匹の犬がその後あとを追った。女の子と犬たちは通路の先の角かどを曲がって、幻まぼろしのように姿を消した。

　あっという間まだった。

　待って、と声をかけることもできなかった。自分は本心から待ってほしいと思っているのか、そんなこともわからなかった。

　人間だ。

　人間がいた。

　人間の女の子がいた。

　夢や幻ではない。絶対にいたのだ。女の子が。確かに。そこに。

　やはり、自分は、地球で最後の人間の生き残りではなかったのだ。

　ショッピングモールの入り口に、光の帯が幾重にも切り取る青い薄うす闇やみの中に、ハルカはいつまでも立ち尽つくしていた。

　あの子は、わたしと同じような格かつ好こうをしていた。

　あの子は、わたしと同じくらいの歳としだった。

　あの子は、わたしと同じくらいの背せ丈たけだった。

　あの子は、わたしと同じくらいの長さの髪かみをしていた。

　それに──




　あの子は、わたしと同じ顔をしていた。
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　トリガーには、他人ひとに自じ慢まんできることが三つある。

　ひとつ、いい男である。

　ひとつ、名ガンマンである。

　ひとつ、宙に浮くことができる。

　最初の二つはともかく、最後のひとつは誰だれの目にも明らかな事実である。トリガーの白くて丸まっちいボディはいつも、音もなく宙に浮いている。タネも仕掛けも無論ある。「リフレクションドライブ」というやつで、三十年前までは特に珍めずらしいものではなかった。プロセッサーの廃はい熱ねつをエネルギーとして利用し、特定の質量中に方向性をもった分子運動のフィールドを作って、いかなる重力場の中にあっても見かけ上の重量をゼロ、あるいはマイナスにするシステムだ。クレリックも同じ機構を持っているし、宙に浮けばエラいというものでもないし、量りよう子し力りき学がくの無む駄だ遣づかいと言われてしまえばそれまでであったが、少なくともトリガー本人は、宙に浮くことができる自分を気に入っている。

　そのトリガーは今、家の屋上で洗せん濯たく物ものを取り込んでいる。

　白くて丸まっちいボディが夕日をバックにぷかっと宙に浮かび、スペシャルメイドのスリングにゴツいスナイパーライフルをぶら下げて、頭の上にのっけたカゴに洗濯物をぽんぽん投げ込んでいる。トリガーはふと、その手を止めた。

　そう言えば、ハルカはどこへ行ったのだろう。

　昼過ぎ頃ごろに、弾だん丸がんのように飛び出していったきり戻もどってきていない。

　早く帰ってきてほしいとトリガーは思った。別に、ハルカのことが心配なわけではない。どうせ、そこいらで時間も忘れて遊んでいるのだろう。ただ、カンヅメ鉱山に出かけた四人がハルカよりも先に戻ってきてしまったら面めん倒どうなことになる。心配症しようのスパイクが、またごちゃごちゃぬかすに決まっているのだ。

　洗濯物が山やま盛もりのカゴをすとんと床ゆかに下おろし、夕日に染まった廃はい虚きよの街をなんとなく眺ながめた。

　もうすぐ日が暮れる。

　ちょっといやなことを思い出す。

　以前、軍用の対人ロボットの一団が夜や襲しゆうを仕掛けてきたことがある。三十年前の戦争で大量投入された対たい人じん機械歩兵の残党であり、戦時中のミッションプログラムに従うことしかできない亡ぼう霊れいのような手て合あいだ。ただの偶然か、それともなけなしの知恵をしぼった成果か、奴やつらはこっちの警けい戒かい網もうの盲もう点てんを突ついて、隣となりのビルからこの屋上へと飛び移り、「上」から侵しん入にゆうしてきた。

　あのときは、ちょっとヤバかった。

　あの事件以来、屋上からの見晴らしは抜ばつ群ぐんによくなった。あのすぐ後あとに、侵入の足がかりになりそうな周囲の建物を全部爆ばく破はして潰つぶしてしまったからだ。天気のいい日には、彼方かなたのビルの隙すき間まに海が見えることもある。

　そして、見晴らしがいいはずのその屋上からも、ハルカの姿を見つけることはできなかった。

　トリガーはその場で浮ふ揚よう高度を２メートルばかり上げ、くるりと縦たてに一回転した。ぶら下げていたスナイパーライフルを放ほうり上げるように振ふり回し、器用にグリップをつかむ。しがみつくような格かつ好こうでライフルを構え、スコープを望遠鏡代わりにして廃虚の街を見回してみた。

　──ったく、早く帰ってこいよなー。オレ様が怒おこられっちまうじゃねーかよー。

　目につく限りの道路や広場、ハルカのいそうな場所をひとつひとつ確認しつつ、トリガーは右回りに一回転、左回りに一回転、もう一度右回りに一回転した。

　ハルカの姿はなかった。

　トランスポンダーの反応を確認してみるか──そう思ったとき、大通りの彼方かなたの砂すな煙けむりに気づいた。ライフルを向け、スコープをのぞく。

　四つ目の装そう甲こうトレーラーが、まっすぐこっちにやってくる。

　──ちっ、やっぱりそっちが先に帰ってきちまったか。

　宝探し部隊のお帰りだった。




　スパイクと顔を合わせるのがうっとうしくて、洗せん濯たく物ものの残りを片づけるのに必要以上の時間をかけた。

　トリガーが地下のガレージに降おりてみると、リーブスとクレリックとアンジェラがいた。スパイクの姿だけが見当たらない。トリガーは少しだけほっとして、

「スパイクは？　埋うめてきちまったのか？」

「一階の倉庫に機材を取りに行ってもらってるわ。降りてくるときに会わなかった？」

　リーブスがぽつりと答えた。黒々とした無む駄だにデカい感じの身体からだ、そのてっぺんの髑どく髏ろを思わせる顔。トレーラーに背中をあずけ、腕うで組ぐみをして、コンテナの山をじっと見つめている。そのとなりにはクレリックの胸像のようなボディが浮かんでおり、そのとなりではアンジェラが床ゆかに座り込み、トレーラーのタイヤに寄りかかっている。

　それっきり、無言。

　何やら、妙みような雰ふん囲い気きだった。

「機材って、何の機材だよ？　何かあったのか？」

　落ち着かない気分で、トリガーは周囲を見回した。保存食料のコンテナをトレーラーから降ろす作業はすでに終わったらしく、中身別に、三つの山に分けて積み上げられていた。

　全部合わせて15ケース。

　たったの。

　あまりにも乏とぼしい収しゆう穫かくにトリガーは呆あきれた。

「おいおいおい、これで全部かよ!?　これじゃいつもの半分もねえぞ!?　お前ら丸一日かけて何やってたんだよ!?」

「予想外の事態に対応してたのよ」

「なんだそれ」

「周辺の調査とか、敷ふ設せつしておいた警けい戒かい網もうの強化とか、ＢＣ兵器汚お染せんのチェックとか、他ほかにも色々」

　いきなり物ぶつ騒そうな単語が飛び出したことでますます話が見えなくなり、トリガーは混乱して、

「ＢＣ兵器だぁ!?　おい──」

「──ＢＣ汚お染せんのチェックというのは、あくまでも念ねんのためです」

　クレリックが説明を引き継いだ。またいつもの長々とした前置きが始まると思いきや、クレリックは胸像のようなボディを空中でくるりと振ふり向かせ、その場にいる誰だれにとっても核かく爆ばく弾だんに等しい事実をごろりと無む造ぞう作さに口にした。

「カンヅメ鉱山に、何者かが侵しん入にゆうした形けい跡せきがありました。侵入者の数や正体についてはまだ不明です」

　聞き捨ずてならなかった。

　しかし、簡単に驚おどろいてしまうのもなんだかしゃくだった。トリガーはあくまで冷静を装よそおった。

「──。ふてえ野や郎ろうだな。どこのどいつだよ？　あれか？　いつぞやここを襲おそってきた対人ロボットみたいな」

「いえ、その可能性は極めて低いと言わざるを得ませんね」

　即そく座ざに否定して、講義をしているときのような口調でクレリックは続けた。

「ご存知の通り、我々がカンヅメ鉱山に敷ふ設せつしておいた警けい戒かいシステムは、各種のセンサーと母機で構成されています。何者かが侵入してきた場合、映像、音、熱、動きといった多面的なデータが、母機の不ふ揮き発はつメモリーに記録されるわけです。ブービートラップ的な、侵入者を攻こう撃げきする機能はありません。ここまではよろしいか？」

　クレリックの口調にイラつき、トリガーは空中でじたばたしながら、

「だー!!　わかってらぁんなこたあ!!」

「では、結論から言いましょう。母機には、映像、音、熱、動き、それ以外をも含ふくめて、侵入者の兆ちよう候こうを示すようなデータは一切記録されてはいませんでした」

「？　だったらよお、」

「ですが、母機のメモリーの何なん箇か所しよかに、外的な操作を加えてデータを消去したような痕こん跡せきがあったのです。恐おそらく、侵入者は当初──無論推測にすぎませんが──カンヅメ鉱山を何の変へん哲てつもないシェルターの跡あとだと考えていたのでしょう。警けい戒かいシステムの存在を予想していなかったのだと思います。当然センサーに探知されたはずですが、驚くべきことに、この侵入者は探知されたことに気づいて、母機を探し出して、実に巧こう妙みようにデータを消去して、今度はセンサーにまったく探知されることなく姿を消したというわけです。あの警戒システムのデザインを引いたのは私です。自分で言うのもなんですが、あれを出し抜ぬくというからには相当な実力の持ち主ですよ。以前ここを襲しゆう撃げきしてきたようなあんなチャチな連中には、とてもそんなマネはできない。もちろん──」

　そこでクレリックは言いよどみ、リーブスとアンジェラにちらりと視線を走らせた。

　リーブスは、軽く肩をすくめた。

　アンジェラは、無言、無反応。

　トリガーに視線を戻もどし、クレリックは、こう結んだ。

「ハルカ様のイタズラでもあり得ない」

「──おい、ちょっと待てよ。なんでそこでハルカが出てくるんだよ？」

　しばらくはトリガーの問いに答える者もなく、宙ぶらりんな沈ちん黙もくが続き、

「──トリガー、そもそも、私たちが、なぜ侵しん入にゆう者しやがいたことに気づいたのかっていうとね」

　リーブスが沈黙を破った。

「保管庫の中の保存食料が、大量に食くい散らかされていたからなの」

　ここに至って、トリガーは、事の重大さを理解した。

　ロボットは、物を食わない。

　野や犬けんは、母機のデータを消去したりしない。

「──勘かん弁べんしろよ、おい、冗じよう談だんごとじゃねえぞ、それじゃ、その侵入者っていうのは、」

　人間なのか？

　生き残りの？

　ハルカ以外の？

　その瞬しゆん間かん、年ねん代だい物もののエレベータがやかましい音を立てて動き出し、トリガーの言葉は途と中ちゆうで叩たたき潰つぶされた。誰だれかが降おりてくる。箱が到着し、格こう子し状じようの扉とびらが開き、ＢＣ汚お染せん分析のための機材を山と積んだでっかいワゴンがゆっくりとガレージに入ってきた。ワゴンを押しているのはスパイクだ。スパイクの少年型のボディにこの大荷物は、かなりつらい感じである。「ご苦労さま」とつぶやいて、リーブスがワゴンを引き取った。保存食料コンテナの前まで片手で押していき、機材を軽々と降ろし始める。

「あ、トリガー、ハルカ様は？」

　トリガーの姿に気づいたスパイクが尋たずねた。が、衝しよう撃げきいまださめやらぬトリガーは、ぽろっとミもフタもない答えを返してしまった。

「知らねえよ。昼頃ごろにどっか行った。そろそろ晩メシの時間だし、じきに帰ってくんだろ」

　トリガーが予想した通りであった。スパイクはあっという間まにおろおろし始めて、

「し、知らないって、お前なー！　どこへ行くとかいつごろ戻るとか、そういうことはちゃんと聞いとけって今け朝さあれほど言っといたのに！」

「うるせえな！　そういうこたぁオレより先にハルカに言っとけ！」

「言われたことちゃんとやれない奴やつがエラそうなこと言うな！　大だい体たいなあ、これだけ帰りが遅おそいのにどうして探しに行かないんだよ!?　あああああどうしようどうしよう、もうすぐ日が暮れるのに！」

　そのとき、それまでのすべてのやりとりに無関心な態度を決め込んでいたアンジェラが、ふいに顔を上げた。

　戦せん闘とう用ようロボットであるにも関かかわらず──いや、戦闘用ロボットだからこそ、であるのか──アンジェラの外見はかなり人間に近い。軍ぐん刀とうを肩にあずけ、トレーラーのタイヤに寄りかかって床ゆかに座り込み、両目をおおうｉシールドごしにあさっての方向を見つめたまま、そのへんに落ちていた小さなコンクリートの塊かたまり二つを拾ひろい上げ、

　無む造ぞう作さに、片手でいっぺんに投げた。

　ひとつはスパイクの頭に、ひとつはトリガーの頭に、見事に命めい中ちゆうした。すかーん、というバカっぽい音がした。痛くはなかったはずだが二人は猛もう然ぜんと振ふり向いて、まったく同時に、

「何しやがる!!」

「何すんだよ!!」

　音の方向に視線を向けたまま、アンジェラがつぶやいた。

「お姫ひめ様のお帰りだよ」

　その他四人は、言われてはじめて気づいた。聞き覚おぼえのある電動バイクのモーター音が、かなりの速度で近づいてくる。ハルカのバイクの音だった。

　バイクの音が止まった。続いて、バイクを乱らん暴ぼうに倒す音。

　続いて、正面ドアの開閉音。

　続いて、廊ろう下かを走る足音。

　続いて、「メイデイメイデイめいで──い!!　大事件大々々じけ──ん!!」と、力の限りに叫ぶ声。

　色々ある日だ、とアンジェラは思う。
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　今日の夕食は「社会主義カレー」である。

　ハルカが考案し、ハルカが命めい名めいしたメニューである。

　作り方は簡単。まず、当たり前なカレーの材料を用意する。次に、材料をすべてみじん切りにする。最後に、みじん切りにした材料を使って当たり前にカレーを作る。たったこれだけで、この崇すう高こうなる思想を持つカレーは完成する。

　このカレーの革命的な点は、ナベの中のどこをどうすくっても、全員に対して具ぐが見事なまでに均等に分配されることである。肉の割合の不ふ均きん衡こうに端たんを発する骨こつ肉にくの争いは、ついに過去の物となったのだ。ああ人民よ永遠なれ。称たたえよ社会主義カレー。

　とはいえ。

　スパイクもアンジェラもクレリックもリーブスもトリガーも、物を食べる機能を持っているわけではないのだけれど。

　結局は、ハルカひとりで、二日ふつかがかりで、ひとナベ全部食べる以外にないのだけれど。




「──それでね、その階段を上のぼったところにその女の子がいたの！　この目で見たんだから！　わたしだってびっくりしたし、向こうもきっとびっくりしたんだと思うな、その子はすぐに逃げ出しちゃって、話もなんにもできなかったんだけど、でも絶対見たんだもん！」

　ベイエリアで目もく撃げきした女の子の話だ。

　やっぱり叱しかられるかもしれないと思ったので、地下道の中を探検したことは伏ふせて、「バイクでツーリングに出掛けてベイエリアの公園でひと休みしていたときに女の子を見かけた」ということにしている。話すことで興こう奮ふんが増ぞう幅ふくされているのか、せっかくのカレーにもろくに手をつけず、ハルカは椅い子すから半なかば腰こしを浮かせ、夢む中ちゆうになって喋しやべっている。さっきから「見たんだもん」を何度繰くり返したか知れない。

　ハルカを落ち着かせようと、リーブスがことさらゆっくりとした口調で、

「どんな子だった？　服装とか、年ねん齢れいとか」

「ええと、待って、ちょっと待って──ええとね、歳としはわたしと同じくらいで、服装は、上も下もグレーと黒の迷めい彩さい模も様ようで、髪かみの毛もわたしくらいの長さで、顔は、」

　と言ってしまってから、一いつ瞬しゆんの間まがあって、

「わたしと同じような、普ふ通つうの感じ。──そう、ヘルメット！　ヘルメットかぶってた！」

「それで、話はまるっきりしなかったのね？　その子の話す言葉がわからなかったとか、そういうことじゃないのね？」

　それを聞いて「あ！」とハルカは顔を輝かがやかせ、

「そうそう！　階段を上がる前に、その子の声だと思うんだけど、何か話してたのが聞こえてきて、はっきりとは憶おぼえてないけど、確か──『どうしたの』とか、そんな雰ふん囲い気きの、何かそんなふうなそんなこと！」

　スパイクがそこで口をはさむ。

「え、でも、階段を上ってみたときには、その子ひとりしかいなかったんでしょ？」

　痛いところを突つかれた。一度は襲おそわれそうになった手前、犬がいたことを話すのにも、やはりためらいを感じていたのだった。

「あーっと、それは、つまり、ひとりごととか、そういうのだったんじゃないかな」

　ふむ──という空気が流れる。ハルカはそんな五人に追い討うちをかけるように、よく考えもせずに、ばんばん飛ひ躍やくしながらどんどん喋しやべる。

「絶対見たもん。間ま違ちがいないもん。だからね、さっきの、カンヅメ鉱山に侵しん入にゆうした誰だれかっていうのも、ひょっとしたらその子かもしれないなって思うわけ。だって、食料の食べかすが残ってたんでしょ？　てことは、あの子はやっぱりロボットじゃなくて、人間の女の子なのよ」

　それはどうかな──という空気が流れる。スパイクが全員の胸中を代だい弁べんするように、

「──あの、さっきも説明しましたけど、カンヅメ鉱山には僕ぼくらが仕掛けておいた警けい戒かい網もうがあったわけですから、ハルカ様と同じくらいの歳としの、しかも女の子にあれを突とつ破ぱできるかということを考えると、ちょっと──」

「ちょっと何よ」

「え？　いやあのその、つまり、カンヅメ鉱山の食くい散らかし跡あとは、その女の子が人間であるということの証明にはならないんじゃないかと」

　何となく挑ちよう戦せんされたような気分になって、ハルカは少し考え、

「わかんないよそんなの。すごくメカに詳くわしい子なのかもしれないじゃない。警けい戒かい網もうなんてへっちゃらなのかもよ」

「いや、まあ、それはそうなんですけど──」

　クレリックよりメカに強い女の子なんているかなあ──とスパイクは思うのだが、やはり口には出せない。それに、否定的な要素ならもうひとつある。リーブスがテーブルに少し身を乗り出し、そのことに触ふれた。

「これはまだ話してなかったけどね、保管庫の中で見つけた食べかすだけど、破れたパッケージとか空からっぽになった缶かんとか、そういうのを全部合わせると、半はん端ぱな量じゃないのよ。女の子がひとりで食べるなら、そうねえ──一日三食で、十日分以上はあったかしらね」

　むむ。ハルカはさらに考え、

「お腹なかがすいてたのかもよ。お腹ぺこぺこで、カンヅメ鉱山を偶然見つけて大喜びして、いっぱい食べて、すぐにはそこを離れる気になれなくって、しばらく居い座すわったのかもしれないじゃない。でもさすがに退たい屈くつしてきて、また戻もどってくるつもりで証しよう拠こを消して外に出て、それでわたしと出くわしたのよ」

　ちょっと苦しいなと自分でも思ったが、ハルカは意い地じになっていた。

「それとも、わたしが見かけたのがあの女の子だったってだけで、ほんとはひとりじゃなくて仲間がいるのかも。その中に、メカに詳しい人がいるんじゃないかな」

「──それはまあ、あり得ることです」

　クレリックがそう言った。可能性を無制限に広げていけば何だってあり得ることになってしまう──クレリックとしてはそういう含ふくみを持たせたつもりだったのだが、ハルカはそのひと言で勢いきおいを取り戻し、

「でしょ？　とにかく、明日あしたになったらもういっぺんベイエリアに行って、あの子を探してみるつもり」

「あ、じゃあ僕も一緒に行きます」

　スパイクがあわてて言った。そして、さっきからずっと言いたかったことを付け加える。

「──それとハルカ様、今度から、出掛けるときにはどこへ行くとかいつ戻るとか、そういうことをちゃんと誰だれかに伝えてからにしてくださいよ？　わかりましたね？」

「はーい」

　ハルカはようやくカレーに戻った。ちょっと冷さめてしまっている。いそがしく食べながらもあれこれと考えを巡めぐらせているらしく、どこか上うわの空そらな感じだ。五人のロボットは、そんなハルカをちょっとだけ心配そうに見つめている。

「──そうだ、クレリックさん、あの、」

　ハルカはスプーンを止めて、クレリックを上うわ目め遣づかいに見た。

「はい？」

「あのね、ちょっとへんなこと聞くけどさ、」

「？　はい」

「──ひしゃまる、って、何だかわかる？」

「？？　ひしゃまる、ですか？　何語ですそれは？」

「んんん、いいいいいいいい。わかんないならいいの」

　ハルカは追及を振ふり切るための言い訳を思いついて、

「おまじないの言葉だから。もとから意味なんてないのかもしれないし」

　この話はおしまい、という感じで、ハルカは再びカレーを消費することに専せん念ねんしはじめた。クレリックは肩かた透すかしを食くらったような気分でリーブスに視線を流す。リーブスは軽く肩をすくめてそれに応える。図ずう体たいにも面つらつきにも似合わず、リーブスはこういう人間くさいしぐさが得意である。




「どう思う？」

　ハルカが部へ屋やに戻もどり、食堂が五人のロボットたちだけになってから、アンジェラがようやく口を開いた。

「本当なんだと思いますよ」

　クレリックの答えに、アンジェラは珍めずらしく少し驚おどろいた顔をした。

「いや、ハルカさまが女の子を見たという、そのこと自体は本当だと思います。ただ──」

　リーブスがその後あとを引き継いだ。

「そうね。その子が本当に人間だったのかは疑問ね」

「ええ。ロボットだった可能性も、幻まぼろしを見たという可能性もありますから」

　唐とう突とつに飛び出した「幻」という言葉に、全員の視線がクレリックに集中した。クレリックはその凝ぎよう視しに応えて、

「──いえ、ハルカ様はむしろ、柔じゆう軟なんかつ強きよう靱じんな精神の持ち主であると言えるでしょう。記き憶おくを失っていることが緩かん衝しよう材ざいになっている部分はありますが、それを割り引いて考えても、これだけの異常な状況に実にうまく適応している。しかし、ハルカ様が自分でも気づいていない部分で人間の友達を求めていて、その願望が幻という形で現れるというのも、充じゆう分ぶんにあり得ることだと思います。心的ストレスに対する心的自じ浄じよう作用と言ってもいい。こと人間の精神においては、正常であることと幻を見ることは決して矛む盾じゆんはしません。──我々には想像しにくいことですが」

　全員をぐるりと見回して、こうつけ加える。

「それに、明るい材料──と言っては何ですけど。女の子を見たというさっきの説明の中でひとつだけ、ハルカ様が噓うそをついている部分がありますね」

　幻まぼろしの次は噓ときた。誰だれもが話の展開に振ふり回されていたが、スパイクとしてはハルカを噓つき呼ばわりされては到底黙だまってはいられない。猛もう然ぜんと口を開きかけた瞬しゆん間かん、

「もちろん、悪わる気ぎがあってのことではありません。しかし、女の子を目もく撃げきした場所がベイエリアの公園、というのは疑わしい。まず第一に、さっきのハルカ様の説明。あれだけ勢いきおい込んで色々と詳くわしく話していたにしては、公園の場所についての説明だけが妙みように曖あい昧まいだったと思いませんか？　第二に、さっきハルカ様が食事の用意をしているとき、トランスポンダーの反応の記録を確認したんですが、それによればハルカ様は、今日の午後はずっとバスケットコートにいたはずなんです」

　スパイクの開きかけた口が開きっぱなしになって、

「──それって、つまり、どういう、」

「つまりですね、ハルカ様は多分、トランスポンダーをバスケットコートに隠かくして、それからベイエリアに行ったんでしょう。反応をモニターする端たん末まつには、十二時間分の記録が十二時間保存されるということを知らなかったわけですね」

「でも、どうして!?　どうしてそんなことを!?」

「まあまあ。ハルカ様にはその必要があったんですよ。ほら、ハルカ様は昨日きのう、カンヅメ鉱山に連れていってくれって熱心に頼たのんできましたよね。おまけに、ベイエリアにはほぼ完全な形で残っている地下道がいくつもあることを考えれば、結論はひとつです。ベイエリアに行ったというのは本当で、女の子を見たのは公園だったというのは噓。ハルカ様は今日きようの午後、カンヅメ鉱山に連れていってもらえなかった代わりに、地下道の中を探検でもして遊んでいたんだと思います。そこで女の子を目もく撃げきした。そのことを話さなければいけないけれど、地下道に入ったことまで話してしまったら叱しかられるかもしれないと考えて、かといって丸っきりの噓をつくのもためらわれて、それで──」

「へえ。ハルカもなかなかやるじゃねえか。ちっと見直しちまったぜ」

　トリガーがそんなことを言った。普ふ段だんのスパイクなら即そく、「そういう問題じゃないだろ！」と嚙かみつくシチュエーションであるが、今のスパイクは衝しよう撃げきの事実に大ダメージを受けて呆ぼう然ぜんとしていた。ぶつぶつと、

「ど、どうしよう……ハルカ様が……どうして……」

　スパイクのいつもの病気である。真ま面じ目め一いつ辺べん倒とうの性格設定というのも良し悪しで、スパイクはハルカの事になると、いつも、たとえほんの些さ細さいなことでも、まるでこの世の終わりでも来るかのようにうろたえる。

「あのー、もしもし？　スパイク君？」

　クレリックに名前を呼ばれて、スパイクはまるでロボットのように、いや、本当にロボットなんだけど、ぎくしゃくとした感じで振ふり向いて、

「ど、どうしよう!?　は、ハルカ様どうしちゃったんだろう!?」

「どうもしてませんよ」

「なんで!?　どうして!?　だって、内ない緒しよで地下道に入るなんて！　危あぶないからダメだってあれほど言ってるのに！　だいたいそれのどこが明るい材料なんだよ!?」

「だから、過去の記き憶おくを失っていることはさておいて、ハルカ様は十三歳さいの女の子としては心身ともに正常だってことです」

「そんな！　だって、へんだよ、いつものハルカ様はそんなことしないのに！」

「十三歳の女の子に『いつも』なんてありません。あのね、危ない場所へは近づいてはいけないと言われてはいそうですかと素直に引き下さがって、一日じゅう遠い目をして景色を眺ながめていたり、棒ぼうきれでアリの巣をほじっていたりしたら、そっちの方が私はよほど心配ですよ」

「そ、それは──そうかもしれないけど、でも！」

　そこでリーブスがため息で割って入った。

「そうね、スパイクの言うことにも一いち理りあるわ。地下道が危険な場所であることは確かだもの。遠回しにそれとなくクギを刺さすくらいはしておいた方がいいと思うけど」

　クレリックはリーブスの言葉に「ええ」と同意する。

　スパイクはうつむいたまま、何やら落ち込んでしまったかのような雰ふん囲い気きだ。

「──なあ、そろそろ話戻もどしていいか？」

　つま先を見つめたまま、アンジェラが提案した。

「ハルカの見た女の子はともかく、カンヅメ鉱山に誰だれかが侵しん入にゆうしたってのはまぎれもない事実だろ。そいつは、」

　アンジェラはそこで一いつ瞬しゆんだけ言葉を切って、

「また現れるかもしれない。もう二度と現れないかもしれない」

　視線を上げ、

「──どうする？」

　リーブスは少し考えてから、

「相手の正体についてだけど、食べ散らかされていた食料の量からして、最低でも複数の人間を含ふくむグループ──っていう可能性が一番高いと思うの。ハルカ様の見たっていう女の子が実在するとすれば、ロボットであれ人間であれ、多分そのグループの中のひとりよね」

「そうですね、普ふ通つうに考えれば、それが一番可能性の高い線でしょう」

　クレリックがそうつぶやく。

「でも──そうね、それ以上のことが何もわかっていないし、こちらもどう対応したらいいのか迷うわね。警けい戒かいシステムを強化してはきたけど……」

「強化って、あれはあれ以上どうにもならねーだろ。何をどう強化したんだよ？」

　トリガーがそう尋たずね、クレリックが答えた。

「センサーの数を倍に増ふやして、親機を三段構えのバックアップ体制にして隠かくし場所も変えて、メモリーを新しくハードプロテクトしてシステムをリブートしました。が、確かにトリガー君の言う通り、根本的には何も変わっていません。何もしないよりはまし、という程度です。これからしばらく、交代で張り込みをつけた方がいいかもしれませんね」

　クレリックの言葉にアンジェラがうなずく。トリガーはさらに疑問を並べる。

「なーなー、最初に話を聞いてからずっと考えてたんだけどよ、正体不明のそいつってのは警戒システムのデータまで消して逃げたんだろ？　そこまでする奴やつが、どうして食くい散らかし跡あとは片づけていかなかったんだろうな」

　そして、全員の視線がトリガーに集中した。トリガーは少したじろいで、

「な、なんだよ？」

　全員を代表して、クレリックが言った。

「トリガー君、どうかしたんですか？　今日きようはやけにさえてますね」

「……いわすぞコラ」

「実にいい質問です。我々もそれが不思議でした。もちろん、侵しん入にゆう者はただ単純に、食べかすを片づけても無む駄だだと考えただけかもしれません。食べてしまった分は元に戻もどせないし、数が減っていれば遅おそかれ早かれバレることだと。あるいは、警戒システムの存在に気づいたのは食料に手をつけてしまった後あとだったのかも。何にせよ、ここで重要なのは侵入者の意図です。侵入者がただの通りすがりで、もう二度と戻ってくるつもりがないのなら、データの消去までしていく必要はなかったはずです。さらに、食料を安全な場所に持ち帰ったりせずにその場で食べていったというのも、単純な食料目当ての行動としてはどうも腑ふに落ちない。つまり、その何者かはこう考えているわけです──自分の正体については明かしたくはない。しかし、自分の存在そのものを隠かくすつもりはない」

　アンジェラが、ぽつりと、

「──偵てい察さつ？」

「そう考えておいた方がいいでしょう。我々をつついてみて、どう反応するのか確かめようとしているのかもしれません」

　トリガーは話がややこしくなってきたのに早くもうんざりして、言い出しっぺのくせに乱暴な意見を吐はいた。

「そういうんじゃなくてよお、ただ頭が悪わりいだけじゃねーのか？」

　クレリックが振ふり向いて、身体からだの角度と目の動きで「笑った」。

「その可能性、決して低くはないと言っておきましょう。食い散らかし現場の記録、赤外画像でよければ見せてあげますよ。コンテナはバラバラ、抗こう菌きんパッケージはめちゃくちゃ、中身がそこらじゅうに飛び散って、そりゃあもう、何と言えばいいのか、あれは──」

　クレリックは言葉を探し、こう言った。

「まるで、飢うえた野や獣じゆうが乱入したかのような有あり様さまです」




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　話が終わって、五人それぞれがそれぞれの仕事に戻もどった。クレリックは明日あしたの張り込みの準備、アンジェラも明日の張り込みの準備、リーブスは今日きよう掘ほり出してきた15ケースの食料のチェック、トリガーは銃器おもちやの手入れ。

　スパイクは、ハルカの部へ屋やの前にいる。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの、ハルカの部屋の前のちっぽけな水みず溜たまりのような光の中で、スパイクはうつむき、同じことをぐるぐると考えている。

　誰だれに何と言われようが、心配なものは仕方がない。

　クレリックの言いたいことはよくわかる。ハルカの身の安全を確保することは自分たちの務めだが、ありとあらゆる危機管理を自分たちがすべて代行してしまうことは、決してよい結果を生むばかりではないだろう。

　わかっている。それはよくわかっている。

　感情のしっぽを色いろ濃こく引きずったまま、スパイクはハルカの部屋の前で立ち尽つくしている。




　ハルカはベッドの上で丸まっている。眠ねむってなんかいない。眠いのに眠れない。毛布の中で目を開あけている。地下道の中で見たあの光景を、ぐるぐると思い浮かべている。

──あの子は、わたしと同じ顔をしていた。

　おかしなもので、見た瞬しゆん間かんにはそのことに気づかなかった。どこかで見たことがあるのに思い出せないというもどかしさが、瞬間が瞬間でなくなるまで続いた。そして、鏡の中にしかないはずの顔が、鏡の中ではないそこにあるのだということに思い至り、「おばけ」という言葉が稲いな妻ずまのように頭の中を横切った。恐きよう怖ふや驚おどろきを感じるよりも先に、おばけかもしれないその女の子は逃げ出した。

──あの子は、わたしと同じ顔をしていた。

　でも、もしかしたら、見み間ま違ちがいだったのかもしれない──そう思い始めたのは、バイクを残していった場所まで戻もどってきたときだった。それまではもう無む我が夢む中ちゆうで、とにかく地上に戻ることしか頭になかった。よく迷まい子ごにならなかったものだと思う。つまり、ついさっきまではそのくらい動転していたわけである。自分そっくりに思えたのも何かの錯さつ覚かくだったのかもしれない。なにしろ、あっという間まの出来事だったのだから。すぐそばで見たわけでもない。明るい場所ではっきりと見たわけでもない。

──あの子は、わたしと同じ顔をしていた。

　でも、それは、きっと見み間ま違ちがいだったのだ──トランスポンダーを回収して家に戻もどる頃ころには、すでにそう確信していた。人間、動転しているときには、ありもしない物が見え、あるべき物が見えなくなる。自分しかいないと思っていた廃はい虚きよで突とつ然ぜん出くわした相手の顔が、自分とそっくりに見えることだってあるかもしれない。そうに決まっている。あれは人間の女の子だ。やっぱり、自分は人類最後の生き残りではなかったのだ。この大ニュースをみんなに知らせなければならない。

──あの子は、わたしと同じ顔をしていた。

　そのことは、みんなには話さなかった。地下道に入ったことを伏ふせたのは、叱しかられたくなかったから。犬に襲おそわれそうになったことを伏せたのは、「それみたことか」と言われたくなかったから。そして、女の子の顔が自分の顔そっくりに「見えた」ことを伏せたのは、わざわざ話の信しん憑ぴよう性せいを落とすこともないだろうと思ったからだ。そんなことまで話したら、ついに頭がおかしくなったと思われるかもしれない。重要なのは「女の子がいた」というそのことだ。今は、必要以上に話をややこしくするべきではない。

　言いたいことは全部言って、夕食を食べ終わり、後あと片かた付づけをすませてダイニングを後あとにした。足早に廊ろう下かを歩き、逃げ込むように部へ屋やに入ってドアを閉しめ、振ふり返ったすぐそこに、あの女の子が自分を待ち伏せしていた。

　悲鳴を上げた。

　女の子も悲鳴を上げた。

　ハルカの存在を感知して、部屋の照明が自動的に点ともった。

　それは、ドレッサーの鏡に映った自分の姿だった。




　ハルカはベッドの上で丸まっている。眠ねむってなんかいない。眠いのに眠れない。毛布の中で目を開あけている。さっきの悲鳴は、誰だれにも聞かれなかったろうか。ドレッサーの鏡にはカバーをかけてしまった。そうしておかないと、鏡の中の自分が鏡から抜ぬけ出てきそうな気がする。

　地下道の中で見たあの光景を、ぐるぐると思い浮かべている。

　あれは、見間違いなんかじゃなかった。

　あの子は人間の女の子で、自分そっくりに見えたのは自分の見間違いだ──ついさっきまでは、そう思っていた。そう思い込もうとしていた。しかし、毛布の中にまざまざとよみがえってくるあの光景を見つめていると、それがいかに愚おろかな、理解できないことを都合よく無視した、楽観的に過ぎる思い込みであったのかを思い知らされる。自分に噓うそはつけない。絶対に間違いはない。

　自分はあの地下道で、間違いなく、自分そっくりな女の子を見たのだ。それは、

　あるいは、本当に人間の女の子で、たまたま自分によく似にていたのかもしれない。

　あるいは、その女の子はロボットで、たまたま自分によく似ていたのかもしれない。

　あるいは、

　自分は、おばけを見たのかもしれない。

　あるいは、あるいは──

　自分は、ついに頭がおかしくなったのかもしれない。

　部へ屋やでひとり、ベッドの上で丸くなって、ハルカはおまじないの言葉をつぶやいている。一晩中そうしていれば、おばけは鏡から出てこれないかもしれない。おかしくなった頭も元に戻もどって、へんなものを見なくてもすむようになるかもしれないし、ひょっとしたら記き憶おく喪そう失しつだって治なおるかもしれない。ハルカは毛布の中で、声には出さずに、口の中で何度も何度も、おまじないの言葉を繰くり返し繰り返し、いつまでもつぶやいている。

　ひしゃまる。ひしゃまる。ひしゃまる。ひしゃまる。ひしゃまる。ひしゃまる。


























　６月28日（水）２０５６年




　なんとなんと。この日記も九日目に突とつ入にゆう。すごいすごい。絶対に三みつ日か坊ぼう主ずで終わると思ってたのに。せっかく長続きしていることだし、今日きようから自分で日付を入れることにした。日記には日付がつきものだよね。今までの分にも最後の行に日付がついてたはずだけど、あれはファイルをセーブするときにＳＵＷＡＢＥが勝手に書き込んじゃうログだし、わたしは今まで今日が何年何月の何日かなんてあんまり気にしたことなかったし、コンピュータの内臓クロックの時刻合わせもやったことなかった。だから、今までの日付は全部うそ。一行目に書いた通り、今日のほんとの日付は二〇五六年六月の二十八日の水曜日。日付を調べてくれたのはクレリックさん。天体の運行から算出できるんだって。

　というわけで昨日きのうの続き。

　今日のカンヅメ鉱山の張り込み当番はスパイク君とトリガー君。今の時間は午後の十時二十二分だから、あと一時間と三十八分でクレリックさんとアンジェラさんに交代。ってことは、今日もやっぱり空から振ぶりに終わりそう。わたしも街のあっちこっちをパトロールしているけれど、こっちも成果は全然なし。女の子どころか手がかりひとつ見つからない。

　こんなに一いつ生しよう懸けん命めい探してるのに。

　あれから色々考えたんだけど、これだけ探しても見つからないっていうことは、相手はわたしたちから姿を隠かくそうとしているんじゃないかっていう気がする。知らない人の目から見れば、わたしたちは「廃はい虚きよに隠れ住んでいる得え体たいの知れない集団」って見えるだろうし、わたしたちが友好的なのかそうでないのかの判断がつくまで接触を避さけるつもりでいる、っていうのもありそう。

　だから、張り込みやパトロールじゃなくて、わたしたちが友好的な集団だってことを積極的にアピールすればいい。例えば、向こうだって無線機や双そう眼がん鏡きようくらい持ってるだろうから、こっちから電波で呼びかけてみるとか、大通りの入り口に「歓迎・正体不明御一行様」って横断幕を掲かかげるとか、街じゅうのビルの壁に「お友達になりましょう」って書くとか。

　実はこれ、みんなに話してみたら大だい却きやつ下かされた。そんなことで気を許すような相手ならもうとっくに姿を見せているはずだとか、悪いロボットさんたちを招き寄せる結果になるかもしれないとか。

　考えついたときはすごいアイデアだって思ったんだけどな。

　あ。悪いロボットさんの話はしたことなかったよね。

　悪いロボットさんっていうのは、三十年前の戦争で命令されたことをいまだに忘れられなくて、やっつける相手を探して荒野をうろうろしている人たちのこと。ほんとの名前は「対人機械歩兵」だったかな。詳くわしくは知らないんだけど、一定の時間を過ぎても回収してもらえなかった機械歩兵さんは、自動的にクリプト何とかモードっていう状態に固定されちゃって、そうなるともうやっつける相手は誰だれでもよくなるみたい。そういう人たちが街の中まで迷い込んできたことが、この一年で三回あった。家の中まで入ってきたことも一回だけある。思い出すと今でもちょっと恐こわい。

　要するに、そういう悪いロボットさんたちが寄ってくるかもしれないから、あんまり目立つことはしちゃいけない。

　みんなが生き残りの人間を探そうとしてくれたことは今までにもあったけど、同じ理由であんまりうまくいかなかった。悪いロボットさんたちは確かに困った人たちだけど、でも、わたしはあの人たちのことを憎にくいって思ったことはない。あの人たちは、戦争はもうとっくに終わったんだってことがわからなくって、やらなきゃいけないことなんだって思ってああいうことをしているんだと思うから。作った人たちが、戦争が終わったらちゃんと戦いをやめられるように作っていたら、わたしは悪いロボットさんたちとだって仲良くなれたかもしれない。

　ずーっと前、悪いロボットさんたちが最初に街に来たときのこと。二十人くらいのグループがものすごい同士討うちをやって、物が壊こわれる音や鉄てつ砲ぽうの音が一晩中聞こえた。翌よく朝あさ、家の近くの道路にうずくまっていたロボットさんは片っぽの腕うでと片っぽの足がなくて、腰こしがへんなかっこうにねじれていて、もう立つこともできないみたいだった。暗号和音で仲間を呼んでいるんだけど、それがまるで泣き声みたいで、わたしたちの姿を見て片かた腕うでだけで一いつ生しよう懸けん命めい這はって逃げようとしていた。助けてあげようとしてみんなに止められた。近づくと自立回路性の自じ爆ばくをするからって。わたしはリーブスさんに無む理り矢や理り家に連れ戻もどされて、しばらくすると他ほかのみんなが帰ってきた。あいつはどっかへ行っちまったよ、ってトリガー君が言った。

　だから、わたしは明日あしたもパトロールに行く。

　どんなに時間がかかっても、絶対に見つけて絶対に仲良しになる。




　最後にもうひとつだけ。あのあと、クレリックさんが確かこんなことを言った。

「機械歩兵は、ミッションプログラムを忘れる機能を与えられていないんです」って。

　うらやましいって思っちゃいけないのかな、やっぱり。

　わたしは、何でもすぐに忘れちゃうのに。昔のことなんか、ひとつも思い出せないのに。
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　明け方に雨が上がった。

　掃そう除じをすませたスパイクは、洗せん濯たく物もののカゴをかかえ、首から双そう眼がん鏡きようをぶら下さげて屋上に出た。カゴを床ゆかに下おろして背伸のびをする。ロボットだって背伸びくらいする。このところ、緊きん急きゆう事態に振ふり回されているせいか、一日一日が飛ぶように過ぎていく。

　何者かがカンヅメ鉱山の食料を食くい荒あらしたり。

　ハルカが正体不明の女の子を目もく撃げきしたり。

　最近の生活は、それら二つのことを常に中心にして動いている。今もアンジェラとクレリックはカンヅメ鉱山で張り込みの真まっ最さい中ちゆうだし、ハルカは朝食を詰つめ込んでパトロールに出掛けた頃ころだろう。しかし、それで日常の雑務が消えてなくなるわけもなく、今日の洗濯当番はスパイクであった。

　さーて、と気合を入れて、スパイクは洗濯物を干す仕事に取りかかる。雨上がりの今朝けさはずいぶんと湿度が高い。乾かわくまでには時間がかかりそうだ。洗濯物の山を手際よく片づけながら、頭の一部でハルカのことを考える。

　あの日から、ハルカは毎日街をパトロールしている。

　今日きようこそはという表情で朝早く家を出て、夕方には少しだけがっかりした様よう子すで戻もどってくる。しかし翌朝には復活し、今日こそはという表情でまた出掛けていく。

　スパイクとしては、内心複雑なものがある。

　何かに一いつ生しよう懸けん命めいなハルカの姿は、スパイクとしても見ていて決して悪い気分はしない。

　しかし、ハルカのその一生懸命が、必ず報むくわれるという保証はどこにもない。

　これだけ探しても見つからないのだ。自分たちの探している相手は、もうとっくにこの街を去って、どこか遠くに行ってしまったという可能性だってある。それが事実であるとすれば、ハルカの探たん索さくが挫ざ折せつする日は遠からずやってくるだろう。今現在の期待が大きいだけに、そのときのハルカの落らく胆たんは生なま半なかなものではあるまい。

　そのとき、自分はハルカをなぐさめてやることができるだろうか。

　今からなぐさめの言葉を用意しようとしてしまう自分に、スパイクは罪悪感を覚える。「知能」とは、悪い結果を想像してしまう力のことだ。

　手て探さぐりしたカゴの中は空っぽだった。

　知らないうちに、洗せん濯たく物ものを全部干しおわっていた。

　結けつ構こうリアルなため息がひとつ。

　だめだったときのことを心配しても始まらない。

　スパイクはカラ元気を総動員して、首から下さげた双そう眼がん鏡きようを手に取った。洗濯物が片付いたら、これで屋上から街を眺ながめてみようと思って持ってきたのだ。何かが見つからないとも限らない。地上からのパトロールでは気づかない何かが。

　スパイクは屋上の手すりに寄りかかって双眼鏡をのぞいた。まずは街の北、カンヅメ鉱山方面。天てん井じようの陥かん没ぼつしたドームスタジアム、適当に打ち込んだ杭くいのように傾かたむいた高層ビルの群れ、骨組みだけになった多層構造物。それらの向こうに、カンヅメ鉱山のあるシェルター群の地上施し設せつが見える。そのさらに向こうは荒こう野やだ。三十年前は緑あふれる郊こう外がいであったのだろうが、今はＢＣ兵器に焼き尽つくされた不ふ毛もうの大地である。この街はわりと周囲から孤こ立りつした位置にあり、かつて付近の都市とを結むすんでいた地上の幹線道路などは現在は跡あと形かたもないが、地下のハイウェイのいくつかが破壊を免まぬがれている可能性はある。カンヅメ鉱山の盗ぬすみ食ぐい犯人は、あるいはそうしたルートから侵しん入にゆうしてきたのかもしれない。

　目につく道路や建物をひとつひとつチェックしながら、視線を東へと転てんじる。廃はい虚きよが切れた先の丘きゆう陵りよう地帯と、そこに立ち並ぶ巨大な風車の列が目に入る。発電風車だ。もともとはこの街の電力を生産する施設で、一年前にスパイクたちはあの丘に立ち並ぶ風車の一いつ基きを修理し、はるばるケーブルを引いてこの家の電源とした。今気がついたが、あの風車が何者かの目を引いた、という可能性はないだろうか。この家に電力を供給している風車には、対たい人じん機械歩兵対策としておよそ考えつく限りのステルスエフェクトを施ほどこしてあるが、相手はあのクレリックがカスタムメイドした警けい戒かいシステムをものともしない実力の持ち主である。その何者かにとっては、あの風車はまるで狼煙のろしのように、遥はるか遠くからでも感知できる存在だったのかもしれない。だとすると、風車の何が相手の注意を引いたのか。熱？　音？　振動？　匂におい？　電でん磁じ波は？

　視界を南にパンする。ビルの残ざん骸がいに切り取られた海、点在する緑と背の低い建物が特とく徴ちよう的なベイエリアの光景。大聖堂の尖せん塔とうが目立つ。ベイエリアには地下道が数多く残っている。クレリックに言わせれば、ハルカが女の子を「目もく撃げき」したのはその地下道の中であるという。それは、どの辺りだったのだろうか。

　──そう言えば、ハルカ様は今日きようはどこをパトロールしてるのかな。

　スパイクはあっちこっちに双そう眼がん鏡きようを向け、だめもとでハルカの姿を探した。やっぱりベイエリアかなと思って視線を再び南へと向けたとき、小さくて鋭い光の反射を感じた。

　双眼鏡の狙ねらいを修正する。

　いたいた。

　大聖堂の尖せん塔とうの、縦たて長ながの窓のひとつ。あまりにも距離がありすぎて、人間の目では「誰だれかがいる」以外のことは判別できなかっただろうが、スパイクにはわかった。間ま違ちがいなくハルカだ。双眼鏡を手に窓から身を乗り出している。どうやらスパイクと同じことを考えているらしい。

　しかし、大聖堂というのは感心しない。

　崩ほう落らくの危険があることから、大聖堂は立ち入り禁止の場所のひとつであるのに。

　まったくもう──そんなことを思いながらも、首しゆ尾びよく現場を押さえたことが痛快で、スパイクがにやにやしながら見守っていると、ハルカは双眼鏡で街を見回しはじめた。思いつくままにあちこちを眺ながめているようだったが、そのうちに、ついに家の方角を見た。

　遠い距離を隔へだてて、スパイクとハルカの双眼鏡ごしの視線がぶつかった。

　ハルカはすぐにスパイクの姿に気づいたらしい。これだけ遠くからでも、ハルカがぎくりとしたのがよくわかった。ちょっと意地悪な気分になったスパイクが手を振ふってやると、ハルカは大おお慌あわてで窓から姿を消した。あははは、とスパイクは笑う。

　そして。

　その次の瞬しゆん間かん、すべての水かけ論に決定的なトドメをさす出来事が起こった。

　スパイクはまず、自分の背後の階段を軽やかに駆かけ上がってくる足音に気づいた。次いで、屋上への出口である金属製の愛あい想そのないドアがばーんと乱暴に開く音がして、驚おどろいて反射的に背後を振り返り、そこに、

「すっぱいっく君！　お洗せん濯たく終わった？　終わったら一緒にパトロール行かない？」

　ハルカがいた。

　スパイクは驚きエラーのあまり、振り返りざまに腰こしを抜ぬかしてその場にへたり込んだ。驚きを「表情」として処理しきれないまま、中ちゆう途と半はん端ぱな間ま抜ぬけ面づらで、言語表現が追いつかず、気の抜けたような声でかろうじて、

「あれ……………………………………………………………………………………………………」

　スパイクが死ぬほど驚いているということはハルカにも充じゆう分ぶんわかったらしい。偶ぐう然ぜんながら、スパイクのエラーまみれなその有あり様さまは、トータルとして見ればリアルな驚きの表現であった。食くい入るように見つめられ、ハルカは思わず自分のなりを改めた。Ｔシャツを裏返しに着ているわけでもない。ズボンが後うしろ前まえになっているわけでもない。顔に何かついているのか。

「……な、なに？」

　スパイクは答えない。はじかれたように立ち上がり、大聖堂の尖せん塔とうに双そう眼がん鏡きようを向ける。

　もちろん、そこにはもう誰だれの姿もない。

　もう一度振ふり返る。

　もちろん、ハルカはそこにいる。びっくりした顔でスパイクを見つめている。

　ハルカを凝ぎよう視しし、スパイクは口を開きかけ、ためらい、ぐちゃぐちゃになった頭の中を整理しながら、ゆっくりと、ひと言ひと言を噛かみしめるように、言った。

「──ハルカ様、正直に答えてください」

「？」

「どうして、なぜ、黙だまっていたんです？」

「──何を？」

　戸と惑まどうハルカの視線がスパイクの双眼鏡に止まり、そこから動かなくなった。

　ハルカは状況を理解しつつあった。

　スパイクが、たった今、その双眼鏡で何を目もく撃げきし、自分の姿を見てなぜここまで驚おどろいたのか。

　スパイクはハルカのその表情を正確に読みとって、自分の問いに自分で答えた。

「──ありのままを話しても、信じてもらえないと思ったんですね？」

　そしてハルカとスパイクは、同時に同じことを考えた。

　ロボットは、幻まぼろしを見ない。




「ちょ、ちょっと待ってよお！　スパイク君ってば！」

　スパイクは待たない。いくらハルカの頼たのみでもこればかりは聞けない。ハルカが到とう底ていついていけないスピードでスパイクは廊ろう下かを走り抜ぬける。緊きん急きゆうコードを使って、生活安全基準に関かかわるいくつかの禁きん則そく条じよう項こうをプロテクトしている。行く手に現れる階段を全段すっ飛ばしで次々と飛び降おりながら、言葉を０と１に分解し、電波ワイヤレスの大声で叫ぶ。

『リーブス!!　トリガー!!』

　あるかなきかのタイムラグ、チャンネルがつながる感かん触しよく、二人の返事が頭の中に現れる。

　TRIGGER-RES（001）：!?　んだよいきなり、こらー！　びっくりすんじゃねーかー！：EOS

　LEAVES-RES（001）：？　スパイクなの？　どうしたのよ一いつ体たい？：EOS

　電波の向こうで二人がかなり驚いているのがわかる。ハルカに疎そ外がい感かんを与あたえることがないように、普ふ段だんスパイクたちは、ハルカがいるいないに関わらず、電波やレーザーでの会話をしないことに決めている。

　しかし、今はそんなことを言っている場合ではない。

『いま下に降おりるから車を用意して！　それと、クレリックとアンジェラに緊きん急きゆう連絡！　あの二人が戻もどってくるまでにどれくらいかかるかな!?』

　TRIGGER-RES（002）：ああ!?　連絡って、あのなあ、わかってんだろーがお前もよお。こないだハルカにも似にたようなこと言ったけど、外に向かってうかつに電波なんか飛ば

　割り込む、

『そんなこと言ってる場合じゃないんだよ!!』

　LEAVES-RES（002）：ちょっと落ち着きなさいよ、何があったの？：EOS

　言葉で説明するよりはと、スパイクは短期記き憶おく野やから三分前までのすべての視聴覚情報を引きずり出して、リーブスとトリガーの脳ミソプロセツサーにダイレクトで送りつけた。階段を飛び降りる。気も狂わんばかりに時間が惜おしい。さっき自分は──知らぬこととはいえ──あろうことか手まで振ふってしまった。あの女の子は、スパイクが気づいたことに気づいている。

　事態は一いつ刻こくを争う。

　記憶を共有したリーブスとトリガーは、瞬しゆん時じに状況を理解した。

　TRIGGER-RES（003）：うおあっ!!　どうなってんだこれ!?　ふたりふたり！　おい、ハルカが二人いるぞ!?：EOS

　LEAVES-RES（003）：──了りよう解かいしたわ。今どこにいるの？：EOS

『五階！　──いま四階！』

　LEAVES-RES（004）：クレリックとアンジェラにも連絡はしてみるけど多分間まに合わないわ。でも今ならあの子はまだそう遠くへは行っていないはずよ。外に車を出しておくからトリガーと二人で大だい至し急きゆう向かって！：EOS

　TRIGGER-RES（004）：二人でって、お前はどうすんだよ!?：EOS

　LEAVES-RES（005）：こういう状況でハルカ様をひとりにしておくわけにはいかないでしょ？　どうして私じゃなくてあなたが行くのかは、純じゆん粋すいに戦せん闘とう能力の問題。期待してるわよ、もし万が一のときは、オモチャが伊だ達てじゃないことを証明してみせなさい。いま車を出したわ、トリガー、早く──待って、待ってトリガー、あなた確かｒｆスクイド持ってたわね。あれすぐに使える？：EOS

　TRIGGER-RES（005）：あ？　お、おう、使えるけどよ、んなもんどうすんだ？　潜せん水すい艦かんでも探すのか？：EOS

　LEAVES-RES（006）：あの子はロボットかもしれないし、人間だったとしても電子機器をまったく身につけていないなんて考えられないわ。ベイエリアに範はん囲いを特定できたんだから、レンジを絞しぼって使えば電子回路の微び細さい電でん位いを嗅かぎ出せるはずよ。下にいるから窓から投げて！：EOS

　そしてスパイクは最後のジャンプ、一階の廊ろう下かに危あぶなっかしく着地してさらに走る。入り口のアーマーガラスのドアに体当たりして表おもてに転ころがり出た。リーブスに助け起こされ、目の前にはエンジンのかかったバギー。

「おら────!!　どけどけ────!!」

　スパイクがバギーに飛び乗ったとき、真上からトリガーの声。拳けん銃じゆう二に丁ちようとサブマシンガンをぶら下さげたトリガーが、リフレクションドライブを停止して三階の窓から飛び降おりてきた。地面から１メートルで制動をかけたまではよかったが、力りき場ばの設定をミスって空中でぼよんぼよん弾はずみ、サブマシンガンのスリングが身体からだ中じゆうにからまって、上下逆さかさまになったまま身動きがとれなくなった。

「うお────!!　あんじゃこりゃ────!!」

　リーブスはじたじたと暴あばれるトリガーを無む造ぞう作さにつかんでバギーの荷台に投げ込む。トリガーのホルスターから拳銃を一丁抜ぬきとってスパイクに投げてよこし、

「急いで。ハルカ様のことは引き受けたから。気をつけてね」

　うなずき、拳銃をズボンのベルトにねじ込み、スパイクはアクセルを一気に踏ふめるところまで踏み込んだ。バギーが急発進。でこぼこの路面にたまった雨水を飛び散らせ、暴れ馬のように飛び跳はねながら、大通りをがむしゃらに直進する。

　スパイクは運転操作をスマートルーチン化し、頭ず脳のうの半分以上の領りよう域いきを割さいて画像記き憶おくの再生分ぶん析せきにかかる。

　双そう眼がん鏡きようで見たベイエリア、大聖堂の尖せん塔とう。

　その窓からこちらを見ていた、ハルカそっくりな女の子。

　記憶画像を最大限にズーム。倍率と引き換かえに女の子の姿がぼやける。遠すぎる距離にセンサーが完全に負けている。記憶の粒りゆう子しが粗あらすぎる。スパイクの処理能力だけでは、これ以上の精度の分析は無理だ。

「トリガー！　脳ミソ借りるぞっ！」

　スパイクは首筋からレーザーケーブルを引き出して、シートから背後に身を乗り出した。ぐちゃぐちゃにからまったスリングから自由になろうとして悪あく戦せん苦く闘とうしているトリガーのソケットに無む理り矢や理り接続する。

「うわあっ！　な、何しやがんだっ！」

　瓦が礫れきに乗り上げて大きく跳ねあがったバギーを立て直し、スパイクはオーバーフローしていた記憶情報を片かたっ端ぱしからトリガーのメモリーに待たい避ひさせた。重おもりが取り除かれたように処理速度が上がり、霧きりが引くように女の子の姿がクリアーになった。さらに限界までズームをかける。細部はやはりはっきりしないが、全体のイメージはつかめる。今こうして改めて見ても、これがハルカではないというのがスパイクには信じられない。そのくらい似にている。現に自分は、双眼鏡で見ていたときには何の疑問も感じなかった。女の子の背後には何者の姿もない。女の子の上着うわぎは迷めい彩さい模も様よう、Ｔシャツには何かのロゴ、帽ぼう子しのように見えたのはどうやらヘルメット。普ふ段だんは意識にリンクされていない波長にまで手を広げてみたが、もともとそんなつもりで記録していた記き憶おくではない。赤外線の分布はどうとでも解かい釈しやくできそうだし、レーザー光の有う無むもはっきりとは識別できない。

　人間なのか、ロボットなのか。その確証はついに得られない。

　──くそ、クレリックがいれば、

　言ってもはじまらない。今は自分が何とかするしかない。

「す～ぱ～い～く～て～め～え～」

　へんなものを頭に突つっ込まれたせいで言語処理まで重くなって、トリガーが間ま延のびした言葉で抗こう議ぎする。スパイクはトリガーのメモリーを解放してケーブルを引っこ抜ぬき、ステアリングを左に切った。泥どろ水みずを盛せい大だいに跳はね上げながら大通りの交差点を左折、一いち路ろ南を目指す。「信号待ち」も「渋じゆう滞たい」もいまや考こう古こ学がく用語だ。めいっぱい飛ばせばベイエリアまでは五分かからない。

　そのとき、エンジン音とタイヤが瓦が礫れきを噛かむ音に混じって、ハルカの声が聞こえた。

「スパイク君──!!　待ってよお──!!　わたしも行く──!!」

　サブマシンガンのスリングと大質量のデータからようやく解放されたトリガーが、その声に驚おどろいて背後を振り返った。スパイクはミラーに目を走らせた。どうやってリーブスの目を逃のがれたのか、バギーの10メートルほど後方の脇わき道みちからハルカの乗った電動バイクが飛び出してきて、まっすぐにバギーを追ってくる。

　トリガーが叫び返す。

「ばかやろ──!!　家に戻もどってろ──!!　遊びに行くんじゃねーんだぞ──!!」

　ハルカも負けじと懸けん命めいに叫び返す。

「やだ──っ!!　絶対やだあ──っ!!　わたしも行くんだも──ん!!　スパイク君──!!」

「スパイク、ど、どうするよおい!?」

　うろたえた口調でトリガーがスパイクに尋たずねる。スパイクは答えない。ミラーの中のハルカの姿をじっと見つめ、じわじわと遠のくハルカのバイクが路面のでこぼこに乗り上げて危あぶなっかしくよろめき、スパイクは迷い、強烈に迷い、

　ブレーキを踏ふみ込んだ。

「おわ──っ!!」

　突とつ然ぜんの強烈な急きゆう制せい動どうに、トリガーの丸まっちいボディが荷台の中をごろごろ転ころがってナビシートに飛び込んできた。後こう輪りんが右に流れ、バギーは通りの真まん中なかにななめに止まった。ハルカは三秒でバギーに追いつき、バイクをその場に放ほうり出して、ドアも開あけずにナビシートに頭から転ころがり込む。その瞬しゆん間かんにスパイクがアクセルを全開。バギーは再び全速力。

「──あ、あの、」

　もたもたとナビシートに座り直したハルカが、まっすぐに正面を見つめているスパイクの横顔に、

「──ありがとう」

　スパイクがちらりとハルカを見た。

　ハルカもスパイクも、顔じゅうに泥どろの跳はねが点々とついていた。

「シートベルトをしてください」

「スパイク君もね」

　進行方向に視線を戻もどしたスパイクの顔には苦にが笑わらいが浮かんでいた。それにつられてハルカの顔にも、ふに、と猫ねこの子のような笑みが浮かんだ。言われた通りにシートベルトをしめる。スパイクがベルトのホルダーを手て探さぐりしていたので、窮きゆう屈くつに身を乗り出しながら手伝ってやる。

　きょろきょろと周囲を見回し、

「トリガー君は？」

「お前の足の下だよ」

　完全にふてくされたその声は、本当にハルカの足の下から聞こえた。びっくりして座席の下を見ると、やけに大きなフットレストだなと思っていたそれがトリガーだった。大あわてで引っぱり出してひざの上にのせる。その白くて丸い頭の、ハルカの靴くつがのっかっていた部分には、泥どろ水みずしたたる足あし跡あとがばっちりついていた。

「あ、あははは、ごめん、ごめんね」

　ハルカはグローブボックスからタオルを取り出してトリガーの頭を拭ふき始めた。トリガーはそっぽを向いて腕うでを組み、憤ふん懣まんやる方ないという口調で、

「──ったくよお、いいか、オレ様は止めたんだからな。知らねえからな。相手がどんな連中かわかったもんじゃねーんだからな。面めん倒どうは見るが責任は持たねーからな。おっ死ちんでも文句言うんじゃねーぞ」

「うん。言わない。でもさ、きっと平気だと思うよ。わたしたちをどうにかしようって思ってる人たちなら、もうとっくに何かやってるはずだよ」

「ハルカ様、あんまりしゃべると舌噛かみますよ！」

「どうだか。オレたちにはわかんねー奴やつらの事情で、今はまだ手を出すのをひかえてるってだけの話かもだぜ。まあいいや、そのちっこい尻しりに敷しいてるバッグよこせ」

「え」

　ハルカがお尻を浮かせてみれば、やけに固い座席だと思っていたそれが平べったいカーキ色のナイロンバッグだった。フタの部分には消えかけたステンシル文字で「ＧＳＤＦ」とあり、ジャンパー線バリバリの海かい賊ぞく基き盤ばんが山ほどくくりつけられている。バッグを受け取ったトリガーはハルカのひざからふわりと宙に浮き上がり、ドライバーシートのヘッドレストにしがみつき、スパイクの首筋からレーザーケーブルを引き出してバッグのコネクターにつないだ。

「それなに？」

「説明してもわかんねーよ」

「そんなことないもん！」

　さっきの仕返しのつもりで、トリガーはぎろりとハルカをにらみ、

「ＳＱＵＩＤスクイド。超伝導磁束量子干渉計スーパーコンダクテイング・クオンタム・インターフイーランス・デイテクタ。いーか、Josephson 接合が超伝導ループで一個以上くっついたもんをＳＱＵＩＤ素子デバイスっつってな、」

「つまり、それ、女の子探知器ってこと？」

「わかってんじゃねーか。スパイク、そっちからホットスタートでマウントしろ」

　スパイクは運転を続けながら機能拡張プロセスを次々とラン、急ハンドルで路面のクレーターを避さけ、
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「完了。テストしてみる」

　スパイクは一秒間沈ちん黙もくし、

「ハルカ様、ズボンの右のポケットに、何か小さな電子回路のついた物を入れてるでしょ。今も電源が入ってますね。時計か何かですか？」

　ハルカの目が真まん丸まるになった。確かに右のポケットには、時計も兼ねたキーホルダー型のミニゲームが入っている。

「つまり、こういうことができる機械ってわけです。有効範はん囲いが狭せますぎるんで今まで使いませんでしたけど、あの女の子のいる範囲がある程度特定できている今なら話は別だから」

「すっごーい！　これなら絶対見つけられるよね！」

「よーし。スパイク、オレと暗号ネットしてお前サーバーになれ。オレのリクエストコードを受信したら探知データをＲＴＲプロトコルでよこせ。そうすりゃスクイドを共有した状態で手分けして探せる」

「了りよう解かい──二人とも頭下げて！」

　スパイクがそう言うが早いか、バギーががくんと大きく揺ゆれて宙に浮いた。下り坂の頂上から飛び出したバギーは10メートル近くを飛んで着地。行く手には海が見えた。

　ベイエリアだ。

　スパイクは荒あれ放ほう題だいの路面を嫌きらって路面電車の軌き道どう路ろへバギーを乗り入れた。長くてまっすぐな坂道を、ジェットコースターのような勢いきおいで下くだっていく。
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　ROOK-RES（011）：そういう問題じゃない。はっきりしたことがわかるまで出歩くなってあれほど言ってるのに、ちょっと目を離すたびにあっちをふらふらこっちをふらふら、：EOS

「だって、だってさ。こんな暗くて臭くさくて汚きたない所に一日中なんていられないよぉ！」

　ROOK-RES（012）：その話も何度もした。ねぐらをとりあえずここに決めたのは、ここなら何も手を加えなくても高い防音効果が期待できるからって。暗いのは確かだけど、臭いのや汚いのなんてどこだって一緒だ。：EOS

「わ、わたしだって、ただふらふら出歩いてたんじゃないんだから。ちょっと偵てい察さつしてこようと思って、でもちゃんと気をつけてたんだから。それが、さっきはたまたま──」

　ROOK-RES（013）：たまたまでも何でも見つかったら同じことだろ。しかもこれで二度目で、おまけに今度は追おつ手てがかかってる。：EOS

「──そんなのうそ。だって、遠かったし、ダッシュで逃げてきたし、誰だれも追いかけてこなかったし」

　ROOK-RES（014）：バギーに追つい跡せきされてる。水素エンジンの音源がひとつ。：EOS

「ここに隠かくれてればだいじょぶだもん。わたしがどこに逃げたのかなんてわかるわけないもん」

　ROOK-RES（015）：あまい。多分ここはもうバレてる。あのバギー、最初は大通りをただ一直線に南へ下くだってるだけだったからあんまり気にしてなかったけど、ここから３キロくらい東でいきなり方向を変えて、今はもうすぐそこまで来てる。間ま違ちがいなく何かの方法でこっちを探知してる。今度こそ徹てつ底てい的てきにぼくらを探すつもりだ。：EOS

「──でも、でもきっとだいじょぶだよ。わたしたちの正体を確かめようとしてるだけだよ、悪い人たちじゃないよ」

　ROOK-RES（016）：だといいんだけど。でも、そうじゃないかもしれない。光化門クアンフアムンや九クー老ロン洞ドンにいた奴やつらみたいな、最初は親切ヅラして安心させといて、いきなり寝ね込こみを襲おそってくるような連中かもしれない。だから、できるだけ距離を置いて、もう少し時間をかけて確かめるつもりだった。：EOS

「……………………ごめん」

　ROOK-RES（017）：──とにかく、十分で戻もどってくるから、ここから動かないで。ぼくの敵味方識別信号ＩＦＦコマンドはわかってるよね。十五分たってもぼくが戻ってこなかったら、最初の日に相談した通りにして。どうするかちゃんと覚おぼえてる？：EOS

「やだ、なによ、そういうのやめてよ！」

　ROOK-RES（018）：赤いバッグだけを持って、地下道のルートを使ってまっすぐ街を出ること。ぼくを探したりして時間を無む駄だにしないこと。あいつらに見つかったら絶対に抵てい抗こうしないでおとなしく捕まること。──わかった？：EOS

「待って！　みんな、みんなやっつけちゃうつもりなの!?」

　ROOK-RES（019）：──危あぶない橋は渡れない。絶対にこの部へ屋やから出ないで。すぐ戻る。：EOS
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　潮の香り。

　港のすぐ近くの、荒あれ放ほう題だいのアーケイド。時間に朽くちた何軒ものバーや、今もいかがわしさを漂ただよわせるナルコデバイス屋が目につく。かつては港こう湾わん労働者相手の、ずいぶんとケバい通りだったのだろう。

　こんな場所に来るのは初めてだ。ハルカはきょろきょろと落ち着かない。その隣となりのスパイクは、そんなハルカの様よう子すが気になって、何か言いたそうな、どうにも居い心ごこ地ちが悪そうな。二人の後うしろの３メートルほど上空で、サブマシンガンを手にしたトリガーが周囲に油断のない視線を走らせている。トリガーとバギーの荷台は細いワイヤーでつながっており、バギーは宙に浮かぶトリガーをアドバルーンのように引っぱりながら、通りの真まん中なをとろとろと進んでいく。周囲には物音ひとつなく、三人は三人とも無言で、消音駆く動どうするエンジンよりも、タイヤが瓦が礫れきを噛かむぱりぱりという音の方が耳につく。

　ブレーキが踏ふまれた。

　ハルカの物もの問といたげな視線にスパイクが前方を指差し、小声で、

「そこ──すぐ先の右側の映画館、あの中にロボットが一いつ体たい。移動はしてません。誰だれかを待ってるのかも。他ほかには反応なし、だと思うんですけど。──でも、おかしいな、これほんとにロボットかな」

　ハルカも声をひそめる。

「おかしいって？　あの女の子？　あの女の子ロボットなの？」

「さあ、それは──でも、何て言うか、機械脳らしき物の感かん触しよくはあるんですけど、何て言えばいいのかな、他のあるべきものが全然ないって言うか、まるでロボットが骨組みだけで歩いてるみたいな──これは、たぶん時計で、こっちのはもう少し大おお雑ざつ把ぱな、何だろ──デジタル無線機かなにかで、」

　バギーの上空からトリガーが、

「考えるのは後あとだ。誰かがあの中にいるのは確かだろ」

　もっともな意見である。バギーを通りの左側、映画館の斜ななめ前に寄せてエンジンを止める。スパイクとハルカはバギーから降おり、トリガーがバギーにつながったワイヤーを外した。まずは三人ともバギーの陰かげに隠かくれ、映画館の様よう子すをうかがう。

　やはり、ガラの悪い映画館だった。

　正面からの入り口は二つ。どちらも、半円形のチケット売り場のわきを通って、回転する鉄てつ格ごう子しのようなバーを押して中に入る仕組みだ。「宝瓶宮劇場アクエリアス・シアター」という文字がどうにか読み取れる。

「わ！　スパイク君見て見てあれあれ。雌めす犬いぬ三さん姉し妹まい三部作だって。『雌犬は今夜も眠ねむれない』『共とも食ぐいの熱あつい夜』『雌犬、灼しやく熱ねつのラストダンス』オールナイト三本立て」

「ハルカ様っ!!」

「でっかい声出すんじゃねー！　さっさと踏ふみ込んでさっさと押さえちまおうぜ。オレ様が正面から入る。お前ら二人は裏口からだ。オレ様が合図するまで入ってくるなよ」

「待ってよ、何もしないから出てきてって呼びかけてからの方が──」

「向こうが何かするつもりだったらどうすんだよ。そもそもだな、呼びかけて出てくるような相手だったらもうとっくに出てきてるはずだろーが」

　トリガーはにべもなく答え、バギーの陰から出ていこうとした。その足をスパイクがむんずとつかみ、

「待てよ、そんな大げさなもの置いてけよ。相手に誤ご解かいされるかもしれないだろ？」

　スパイクの言う「大げさなもの」とは、トリガーの手にしているサブマシンガンのことだ。スパイクとしては口論覚かく悟ごの制止だったのだが、トリガーはちらりとハルカを見て一秒間だけ考え、スパイクに視線を戻もどし、

「──なら、お前が持ってろ。使い方わかってんな？」

　サブマシンガンをスパイクに放ほうり投げた。ホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいて静かにスライドを引く。スパイクはいきなり物ぶつ騒そうな物を投げ渡されてあわてた。ハルカと銀行強ごう盗とうごっこをするとき、トリガーはいつも警官のマネキンも人質のマネキンも皆殺しにする。スパイクとしてはそういうのが心配だったわけで、そのトリガーにこうもあっさり納なつ得とくされると、今度は逆にトリガーの身が心配になる。

「──あ、その、でも、それひとつで大だい丈じよう夫ぶ？」

「弾たまは十五発入ってる。相手が十五人以上ってこたあねえだろ」

「い、言っとくけどな、」

　ごちゃごちゃうるせえなあ、という目つきでトリガーはスパイクの言葉をさえぎる。

「わかってるよ心配すんなって、もし相手が撃うってきたって撃ち返したりしねーよ。それよかお前だ。わかってんだろーな、絶対ハルカのそば離れんじゃねーぞ。何がどうなるかわかんねえし相手はアレだからな。どんなにせっぱ詰つまっても、撃つときゃよく見てから撃てよ」

「お、お前こそ」

　トリガーはバギーの陰かげから飛び出した。通りをすばやく横切って、映画館の右側の入り口にとりつく。目につく範はん囲いに異常がないことをざっと確認して、手で合図をした。スクイドのバッグを背せ負おったスパイクと手ぶらのハルカが、バギーの陰から出て映画館のわきの路地に駆かけ込む。それを視界のすみで確認し、

　バーの隙すき間まを滑すべるようにくぐり抜ぬけた。

　素早く天てん井じようのすみまで急上昇。怪あやしい物もの陰かげを片かたっ端ぱしから拳けん銃じゆうで指差していく。

　天井に開あいた大おお穴あなから空が見える。おかげで、入り口のホールはそう暗くはない。天井にたまった雨水が滝たきのようにいく筋も流れ落ちており、ぼろぼろの絨じゆう毯たんが敷しかれた床ゆかを水びたしにしていた。右手に通路、左手に二階席へ続く階段、壁かべ際ぎわに並ぶ柩ひつぎのような自動販売機。中ほどにはめちゃくちゃになったビリヤード台がひとつ。

『スパイク、』

　SPIKE-RES（001）：今裏口についた。車の残ざん骸がいがひとつ、あとはそこらじゅうゴミだらけ。おかしなものはなんにもなし。：EOS

『よし。気をつけて入れよ。時間をかけて進め。あわてなくていいからな』

　トリガーはスパイクから転送されてくるスクイドのデータを確認した。スパイクの言葉通り、この先の一階席のさらに10メートルほど向こうに、ロボットのようでロボットのようでない、実におかしな反応がひとつ。

　それ以外には自分とスパイクの反応があるだけだ。

　電子機器をまったく身につけていない人間がどこかにひそんでいる可能性も完全には否定しきれなかったが、あまり慎しん重ちようになりすぎてもまずい。トリガーは単純に考えることにした。そういうのなら得意だ。目指すはハルカそっくりなロボット一いつ体たい。それだけ。トリガーは油断なく拳けん銃じゆうを構え、ホールをゆっくりと横切って、一階席のドアのノブに手をかけた。

　最後の最後になるまで、トリガーは気づかなかった。

　天井の大おお穴あなの向こうに、意地悪クイズの答えのような奴やつがいた。足が六本腕うでが四本目が四つ。トリガーの左手が一階席のドアのノブに触ふれる瞬しゆん間かんまで、そいつは大穴の向こうで身動きひとつせずに、機械仕掛けの心臓さえ止めて息をひそめていた。物が落ちる以上の速度で、そいつはトリガーの背後きっかり１メートルの所に舞まい下おりた。２５０キロの体重。びしょ濡ぬれの床ゆか。

　何の音もたてずに。

　後うしろに何かいる──トリガーが気づいたときにはもう、それが最後の最後だった。後頭部のコネクターに何かが接続され、すべてのプロテクトを一秒で突とつ破ぱされ、次の一秒でフリーズコマンドを突つっ込まれ、すべての機能を強制封ふう鎖さされたトリガーの意識が途と切ぎれた。

　背後を振ふり返ることもできなかった。




　成功クリア。

　プロセッサーが停止し、廃はい熱ねつを利用できなくなったリフレクションドライブが重力に屈くつして、白くて丸まっちいボディがごとん、と床に落ちた。ナルコウイルスを注入してラン、自動回復プロセスを片かたっ端ぱしからホールドし、こちらの設定したパスコードなしでは機能を回復できないようにロックをかける。

　まずひとり。

　人間に人相があるように、ロボットにも「ロボット相」があるとルークは思う。工場出荷時には外見も中身も丸っきり同型のロボットでも、その後の経験値の蓄積の差によって、ひと目でわかる「雰ふん囲い気きの違い」みたいなものが出てくるものだ。ルークは身をかがめ、その丸まっちいロボットの足をマニピュレーターでつかんで持ち上げ、しげしげと顔をのぞいた。

　嗅きゆう覚かくセンサーをくんくんいわせて匂においもかいでみる。

　まあ、確かに。

　イーヴァの言う通り、悪い奴やつには見えない。

　しかし、勘かんだけで信用するわけにもいかない。ルークは丸まっちいロボットの回路の内側に入り込み、実装しているプロトコルすべてをチェックして、ついさっきまで稼働していたＲＴＲのチャンネルを見つけ出した。ということは、こいつは裏手に回った二人と無線ワイヤレスで交信していたわけだ。見つけたチャンネルを使って、気づかれることも計算の内で、交信相手の回路に接続をかけた。

　なるほど、とルークは思う。

　交信相手のロボットの機能拡張スロットに、スクイドがつながっていた。

　これがイーヴァを追つい跡せきできた理由だ。そして、これが唯ゆい一いつの理由であるとすれば、この二人はルークの存在には気づいていないはずである。ルークのステルスデバイスは、こんなセコいディテクタに探知を許すようなのどかな代しろ物ものではない。

　交信相手のロボットが、ルークの接続に気づいた。かなり驚おどろいている。

　ルークは稲いな妻ずまのように行動した。攻こう性せいプログラムをラン、交信相手のスクイドにウイルス攻こう撃げきをかけ、システムの接続プロセス本体とブートセクタを破壊した。すぐさま接続を断ち、丸まっちいロボットのコネクターからレーザーケーブルを外す。

　これで逃げてくれるかなと思って、少し待ってみる。

　二人は逃げ出す様よう子すはなかった。

　仕方がない。

　二人がかたまっているのはルークにとっては好都合だった。おかげで一いつ挙きよに制圧できる。今はとにかくイーヴァの安全が最優先だ。無む理り矢や理りにでも取り押さえてしまおう。話をするのはその後あとでいい。

　相手が、そのときにもまだ、話のできる状態にあるならば、だが。

　ルークは耳を澄すませた。裏手の通路に聴ちよう覚かくを局所集中させる。話し声が二つ。それに、その二つに重なって聞こえるものがもうひとつ。

　早はや鐘がねのような心臓の鼓こ動どう音おん。

　イーヴァの話していた、例の女の子だ。

　人間の女の子。

　さっきからずっと不思議に思っていた。一いつ体たいどういう連中だ。人間の女の子を一緒に連れてくるなんて。危険を予想して、こうして武ぶ装そうまでしているくせに。ルークは、その女の子を直接目にしたことがまだない。ずっと前に一度だけ、超望遠の赤外映像で姿を捉とらえたことがあるだけだ。

　地下道で偶然出くわした、とイーヴァは言っていた。

　歳としは自分の年ねん齢れい設定と同じくらいだった、とイーヴァは言っていた。

　体つきも自分の現在のセッティングと同じくらいだった、とイーヴァは言っていた。

　でも、わたしと違ってとんでもないブスだった、とイーヴァは言っていた。




　映写室の闇やみの中、イーヴァは、隠かくれていたデスクの下から這はい出した。

　やっぱり、ルークを止めなくてはいけないと思う。

　ルークの実力には、微み塵じんの疑いも持ってはいない。これまで、自分たちがくぐり抜ぬけてきた修しゆ羅ら場ばという修羅場には、戦せん闘とう用ロボットの一体や二体は必ずいたものだ。しかし、ルークはそういう連中をすべて退しりぞけてきた。当たり前な対たい人じん機械歩兵の戦せん闘とう隊たいなど、ルークはたったひとりで、秒単位の時間で全ぜん滅めつさせることができる。

　当然のことなのかもしれない。

　そうあるべく、ルークは作られたのだから。

　ルークは自分を必ず守ってくれる。イーヴァは、それを疑ったことはない。今も疑ってはいない。自分を守るためならば、ルークは、それ以外に方法がないのであれば、相手が誰だれであろうと、

　誰であろうと。

　ルークにはまだ、大事なことを話していない。あの女の子が自分とそっくりであったことも話していないし、そこから導き出せるある推測についても話していない。

　そんなこと、イーヴァの口からは話せるはずがなかった。

　しかし、今、ここにきているのは、あの人間の女の子の仲間だ。

　そして、あの女の子は、

　たぶん、

　イーヴァは足音を忍しのばせて映写室を横切り、出口のドアに耳をくっつけた。ノブをゆっくりと回し、

「わふ」

　驚おどろいて背後を振ふり返れば、映写室の闇やみに光る三さん対ついの黄色い目。そのうちのひと組が近寄ってきて、くう、と鼻を鳴らした。

「しーっ。わたしなら大だい丈じよう夫ぶだから」

　そう言って、ドアを細く開あけて通路をのぞいた。イーヴァを見上げている黒い犬の顔、首をかしげたその何か言いたげな表情が、通路からもれてくるほんの幽かすかな光に照らし出される。

「すぐ戻もどってくるからね」

　そう言い聞かせ、廊ろう下かに出て後うしろ手でにドアを閉しめ、震ふるえる息をこらえた。

　自分の推測が真実であるという保証はまだないけれど。その推測を口にする誠実さも、その推測を確かめる勇気も、自分にあるかどうかはわからないけれど。

　それでも、自分を守るために相手を殺すかもしれないルークをこのまま放ほうっておくことは、どうしてもできない。誰のためでもない、ルークのために、イーヴァは覚かく悟ごを決めた。

　ルークを止めよう。




「放はなさないでね、絶対に放さないでね」

　そう繰くり返しささやきながら、ハルカはスパイクの手をぎゅーっとにぎりしめて、暗い通路をこわごわと歩いている。「静かに」とささやきかえし、スパイクはハルカの手を引いて慎しん重ちように通路を進む。無む理り矢や理りついてきたくせに、この土ど壇たん場ばになってハルカはかなりビビっていた。まあ無理もない。古ぼけた、まるでお化ばけ屋や敷しきのようなポルノ映画館。中には何がいるかわからず、しかし間ま違ちがいなく何かがいる。こんなシチュエーション、普ふ通つうは大人おとなでもビビる。

「従業員以外立ち入り禁止」と書かれたドアの前を通り過ぎ、

　ドアの壊こわれたトイレの前を通り過ぎ、

　行く手には曲がり角かど。スパイクはスクイドの反応を確認する。例の中ちゆう途と半はん端ぱな反応の主ぬしは、その角を折れたずっと先のどこかにいるはずだ。

　その時だった。

　TRIGGER-RES（003）：

「？」

　スパイクは足を止めた。

「ど、どうしたの？」

　ハルカが尋たずね、スパイクはそれに答えない。頭の中の回線をチェックする。スパイクの側に異常はなく、接続相手がトリガーであることも間違いない。

　しかし、電波に言葉がひとつも乗っていない。

『トリガー？』

　その瞬しゆん間かん、「目玉の裏側」とでも表現するべき場所に、正体不明の誰だれかがいることにスパイクは気づいた。

　トリガーの回線を乗っ取った誰かが、自分の頭の中を見ている。

「──誰だお前!?」

　スパイクは回線に向かって叫んだつもりだったのだが、その言葉は大声になって口からも漏もれていた。その大声にチビりそうになるほど驚おどろいてしまったハルカは、思わず悲鳴を上げてしまい、にぎりしめていたスパイクの手を放してしまい、床ゆかにしゃがみ込んでしまった。スパイクが背せ負おっていたスクイドのバッグが「ばしっ！」という大きな音をたて、ジャンパー線に沿って走る大きなスパークが見えた。

　がくんと身体からだを痙けい攣れんさせ、スパイクが床ゆかに倒れ込む。

「す、スパイク君っ!?」

　スパイクは自分が何をされたのかすぐにわかったし、自分が床に倒れたことも意識していたし、ハルカの叫び声も聞こえていたし、この変調が一時的なものであることもわかっていた。スクイドとの接続を破は壊かいすることのみを目的とし、スパイク本体には損そん傷しようを与あたえないように正確に照しよう準じゆんし尽つくされた、外げ科か手術のようなウイルス攻こう撃げき。スパイクは必死で両りよう腕うでを操あやつってどうにか上体を起こした。肩に回されたストラップのホルダーを苦労して外し、役立たずに成り下がったスクイドのバッグをどさりと床に落とす。

「だいじょぶなの!?　ねえ、スパイク君ってば!?」

「大だい丈じよう夫ぶです……お、大きな声出さないで……」

　身体からだがまだ完全には自由にならない。スパイクは壁に背中をあずけ、力のこもらない手でサブマシンガンをにぎりしめて、必死になって考える。

　大だい丈じよう夫ぶなんて嘘うそだ。

　考えが甘あますぎた。

　相手は、こちらの想像もつかないくらいに強力だ。

　さっきのウイルス攻こう撃げきだって、信じられないくらいの超高速処理だった。やられるまで気づかなかった。しかも、あいつがその攻撃に使ったのは、トリガーのＲＴＲ回線だ。

　多分、トリガーはもう──

「──くそっ！　あの野や郎ろう！」

　情けないほど無力な自分が猛もう烈れつに腹立たしく思え、スパイクは拳こぶしを壁に横よこ殴なぐりに叩たたきつけた。何が起こったのかまったくわかっていないハルカは飛び上がって驚おどろき、スパイクの言う「あの野郎」というのはどこにいるのかと、めちゃくちゃに周囲を見回した。

　野郎ではなかった。

　曲がり角かどから姿を見せたあの女の子と、ばっちり目が合ってしまった。

「スパイク君!!」

　ハルカの声はまるで悲鳴だった。

　スパイクがはじかれたように顔を上げ、

[image: ]

　女の子は転ころがるように回れ右して走り去り、

　ハルカは女の子を追って走り出していた。

　大声で叫ぶ。

「待って!!　話を聞いて!!　何もしないから!!」

　スパイクの制止の声を聞いたようにも思えたが、そんなものはひとたまりもなく意識の片かた隅すみに追いやられてしまった。角かどを曲がる。その先の通路の右側、両りよう開びらきの大きなドアの片方がゆれていた。走り、ドアを力まかせに押し開あけ、中に飛び込んだ。

　そして、いくつものことが同時に起こった。

　ハルカが転がり込んだ劇場内は百席ほどの広さで、カビくさい匂においがして、舞台に置かれたアセチレントーチの黄色い光にほんのりと照明されていた。ハルカに追いついたスパイクがハルカを背後から抱かかえ込むようにして押し倒し、両手で構えたサブマシンガンのレーザーサイトの光で場内をでたらめに探さぐった。女の子の姿はなく、舞台の幕が微かすかにゆれていることに気づき、そのことに気づいてしまったために反応が遅おくれ、巨きよ大だい昆こん虫ちゆうのような影かげが真ま上うえから襲ってきたときにはもう何もかもが手て後おくれだった。照しよう準じゆんセンサーのレーザー光、虫が目の前の空中で振ふり上げた攻こう撃げき用の腕うで、銀色にきらめく細い細い曲線、

　ハルカが、悲鳴を上げた。

　突とつ然ぜん、虫が空中でバランスを崩くずした。

　銀色の糸のきらめきが座席の方向に流れ、座席の背もたれが一列まるごと、何かの冗じよう談だんのように切断されて落ちた。虫は空中で身体からだを回転させ、ニュートン力学クソ食くらえで落下の軌き道どうをねじ曲げ、ハルカとスパイクをぎりぎりで避さけて、そのまま床ゆかに激げき突とつして転ころがった。

「!?」

　飛び散るタイルの破は片へんからハルカをかばい、スパイクは少しでも距離を取ろうとして、ハルカを抱かかえて床を転がった。

　──わざと外した？　どうして!?

　そういえば、さっきのウイルス攻こう撃げき。あれを仕掛けたのも多分こいつだ。あのときも、こいつは自分を殺そうとはしなかった。もしその気があれば、あの一いつ瞬しゆんでこっちのプロセッサーすべてを完全に焼き尽つくすことだって──

　しかし、スパイクにはそれ以上考えているヒマはなかった。あれだけの速度で床に激突したにも関かかわらず、虫は何事もなかったかのようにむくりと起き上がった。四つの単たん眼がん視覚センサーがぎろりとスパイクをにらむ。

　光をまったく反射しない、真まっ黒くろな、相手を恐きよう怖ふさせずにはおかない双そう眸ぼう。

　アンジェラも、クレリックも、リーブスも、トリガーもいない。

　自分が何とかするしかない。

　スパイクはハルカを突つき飛ばす。叫ぶ。ハルカ様逃げて早く!!　走る。座席の陰かげに飛び込む。サブマシンガンを構える。レーザーサイトで奴やつの頭部を照らす。こんなオモチャであんなバケモノをどうにかできるとは思っていない。しかし、自分は武ぶ装そうしており、ハルカは武装してはいない。奴やつはとりあえずは自分を攻撃するはずだ。時間を稼かせぐ。ハルカの逃げる時間を。何を犠ぎ牲せいにしてでも、たとえ一秒でも。奴はその場を動かない。スパイクの射線をかわそうともしない。攻こう撃げき肢しを冷静に突つき出し、スパイクを照しよう準じゆんし、

　突き飛ばされ、それでも懸けん命めいに起き上がり、

　舞台の幕の向こうから、転がるように飛び出し、

　二人のハルカが、同時に、声を限りに叫んだ。

「やめてえ──────────────────────────────────っ!!」

　銃じゆう声せいは響ひびかず、時間が凍こおった。

　得え難がたい光景であった。

　スパイクと巨きよ大だい昆こん虫ちゆうは呆気あつけに取られでもしたかのように互たがいから目をそらし、息をつめて事の成り行きを見守っている二人の少女の姿を見つめた。

　二人は、あまりにも、似にていた。

　場内の四人は、誰だれもが無言で、身動きもできずに固まっていた。

　実際には、それほど長い時間ではなかったはずだ。五秒。あるいは七秒。十秒ということはあるまい。

　最初に口を開いたのは、巨大昆虫だった。無線ワイヤレスの接続に気づいたスパイクが振ふり返ったとき、巨大昆虫の攻撃肢はまだスパイクを正確に狙ねらっており、スパイクのサブマシンガンもまた、巨大昆虫の頭部に向けられていた。

　MICROWAVE-LINE（0067） --- ROBOT TO ROBOT INTERFACE PROTOCOL

　RESTART..........DONE.　CONNECTION ESTABLISHED.

　FROM［$#??[image: きごう]：UNKNOWN］ TO SPIKE ---（PORT...0090） OVERRUNS：00

　$#??[image: きごう]-RES（001）：そっちのヘッダーにはエントリーがうまく表示されてないと思う。ぼくの名前はルーク。きみは。：EOS

　スパイクは少しだけためらってから、答えた。

『スパイク』

　ルークの視覚センサーが、ひとつだけを残してすべてハルカに向けられた。何か考え込んでいるような間まの後あとで、

　$#??[image: きごう]-RES（002）：あの子は？：EOS

『──ハルカ。人間。そっちの、あの子は？』

　それに答えて、ルークはこう返した。

　$#??[image: きごう]-RES（003）：イーヴァ。ロボット。：EOS

　やはりあのスクイドの反応は、そこにいる女の子のものだったのだ。しかし、それでも、こうして目の前にしても、そのイーヴァという女の子がロボットであるとは驚おどろきだった。外見、動作、感情表現、どれをとっても、どう見ても人間である。

　$#??[image: きごう]-RES（004）：じゃあ、スパイク、状況を整理してもいいかな。不幸な接せつ触しよくの結果、ぼくらは互たがいにこうして武器を向けてにらみ合ってる。でも、ぼくは最初からこんな状況を望んではいなかったし、今もこの状況を喜んではいない。手て荒あらな真ま似ねをして申し訳なかったとは思ってる。ぼくとしてはきみらの正体が不明だったし、イーヴァを危険な目に合わせるわけにはいかなかった。：EOS

『──こっちも同じだよ。ぼくらも、君たちの正体がまるでわからなかった。あの子を、イーヴァを、イーヴァさんを、ベイエリアの大聖堂で見かけて、あわてて追いかけたんだけど、ハルカ様がついてきちゃって、よけい慎しん重ちようになって、それで──』

　$#??[image: きごう]-RES（005）：なら、一緒に武器を下おろすってのはどうかな。賛成？：EOS

『──。いいよ』

　$#??[image: きごう]-RES（006）：いちにのさんで一緒に下ろそう。いくよ、いち。に。

　そして、さん。

　スパイクは人差し指をトリガーガードの外に出し、セフティをかけ、サブマシンガンをゆっくりと下ろした。ルークは攻こう撃げき肢しのランチャーをプロテクトし、その処理のログをスパイクに転送し、攻撃肢を胸部に折りたたんだ。

　古ぼけたポルノ映画館の中の、カビくさい場内で、凍こおりついていた時間が動き始めた。

　ハルカが、イーヴァが、へなへなとその場に座り込んだ。

　気が遠くなってしまうくらいに安心して、目に涙なみだまで浮かべて。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　アンジェラが口を半はん開びらきにして驚いている。アンジェラはあまり感情を顔に出さない性格設定であることを考えれば、これは驚きよう愕がくの表情と言っていいだろう。

　クレリックの表情は普ふ段だんとまるで変わらない。しかしこれはクレリックが顔面による表情表現の機能を持ち合わせていないからであって、その実は死ぬほど驚いている。

　リーブスはちょっと間ま抜ぬけな顔で見事に驚きを表現している。髑ど髏くろを思わせる顔の下あごが、「ぱかん」という音が聞こえそうな感じで全開になっている。実にわかりやすい。

　ハルカの家のリビング。窓にはカーテンが引かれているが、午後の日差しはそんなものにはめげずに、ほこりの匂においのする部へ屋やの空気を温かい色に染そめていた。アンティークな柱時計が三時を打つ。

　ソファには、ハルカとイーヴァが並んで座っていた。ちなみに向かって左がハルカで右がイーヴァである。部屋のすみにはルークがでんと居い座すわっている。リビングに飛び込んできたアンジェラとクレリックとリーブスは、そんなハルカとイーヴァの姿を目にして、三人ともその場で固まってしまったのだった。三人をリビングに連れてきたスパイクは、三人のそのザマを見て、何かをはぐらかそうとしているかのように「ぁははぁ」と力なく笑った。めちゃくちゃ似にてる、見て驚おどろくな──と、スパイクはあらかじめ三人にそう言っておいたのだが、まあ、驚くなというのが無理な話であった。

　イーヴァがやおら立ち上がり、三人に向かって、

「はじめまして。わたしはイーヴァ。そっちのでっかくて、いかつくて、無ぶ愛あい想そうなのがルーク。なんだか色々迷めい惑わくかけちゃったみたいだけど、でもそれはお互たがい様ってことで、ね？　とにかくよろしくっ」

　そう言ってぴょこんと頭を下さげた。

　三人は、言葉を返すこともできない。




　ぎりぎりがりがりと音がしてきそうな、この上なくぎこちない自己紹介がひと通り終わり、リーブスはハルカとイーヴァをまじまじと見み比くらべて、

「しかし、まあ、何て言うか──ねえ？」

　とクレリックに意味のない同意を求めてみるが、クレリックはただ「さあ」と言ったきり。リーブスはしかたなくイーヴァに向き直り、

「どういうことなの？　これ」

　イーヴァは首を振ふる。

「こっちが聞きたいくらい」

　二人を目の前にして、よくよく観察してはじめてわかることだが、微び妙みような違いがいくつかあるのは確かだった。まず声。イーヴァの方が少しだけトーンが高い。髪かみの色はイーヴァの方が少しだけ明るい。じっと顔を見つめているとハルカの方が落ち着いた感じがするのは、イーヴァよりもハルカの方がまばたきの周期が長いためだ。考え込んだりしたときなどに、無意識に指をぽきぽき鳴らす癖くせがハルカにはあるが、イーヴァにはそれがない。

　しかしこれらは、ハルカかイーヴァのどちらかと長いこと一緒に生活した者でなければわからない差であろう。外見的にはそれこそ、一いち卵らん性せい双そう生せい児じでもここまでそっくりなのは珍めずらしいというレベルである。今は、服装が違うせいで見分けがついているようなものだ。

「ねえ、どうしてわたしそっくりなの？」

　イーヴァはそう言って、ハルカの顔をまじまじとのぞき込んだ。

　ハルカはちょっとどぎまぎして、

「え、え。そんな、そんなことわたしに言ったって」

　ハルカの困った顔を見て、イーヴァはあはは、と笑った。

「なーんてね。多分わたしがコピーなんだと思うよ。わたし、ほら、ロボットだし」

　それも驚おどろくべきことのひとつだった。ここまで精せい巧こうに人間を模もしたロボットには滅めつ多たにお目にかかれない。アンジェラはそれでもかなり人間に近いが、イーヴァはその比ではない。スパイクは、イーヴァをバギーの荷台に引っぱり上げて乗せるときに握ったその手の感かん触しよくを思い返していた。イーヴァの手は温かく、柔やわらかく、中の骨の形状も極めて正確で、指し紋もんや毛け穴あなもあり、おまけにうっすらと汗あせまでかいていた。一般的なロボットには、ここまで正確に人間を模も倣ほうする必要などありはしない。

「あの──こんなこと言うのはなんですけど、」

　スパイクが歯切れの悪い口調で、

「イーヴァさんて、ほんとに、ほんとにロボットなんですか？」

　間ま抜ぬけな質問をしてしまった、とスパイクは言った途と端たんに後こう悔かいした。しかし、イーヴァの手を直じかに握ったスパイクとしては、どうしても聞かずにはいられなかった。イーヴァは「え」とびっくりした顔をして、

「うーん、そう言われると困っちゃうな。それ、わたしの場合は簡単には証明できないから。あなたと電波やレーザーでお話ができたら納得してくれる？　それとも、そんなの埋め込みデバイスでどうにでもなるって思う？」

「いえ、あのやっぱりいいですいいです。すいませんへんなこと聞いて」

「どうしてもって言うなら、身体からだを切って中身を見てもらうしかないけど」

「いやその、そこまでしていただかなくても、」

「あ。そうだ、こんなのもあるよ」

　イーヴァは前まえ髪がみをかき上げ、おでこに貼はってあった大きな絆ばん創そう膏こうをそっとはがした。切手ほどの大きさのバーコードと、その下に並ぶ小さな文字が現れる。形式とメーカーの商しよう標ひようとシリアルナンバーだ。

　[image: にじゅういんようふ]THiNK-SKeLeToN R-33F/EZO CO. eRR002674[image: にじゅういんようふ]

　クレリックが「つまり、ＥＧ７なんですね」とつぶやき、イーヴァはクレリックを指差して、「ぴんぽーん。クレリックさん、だっけ？　すごい物知りなんだね」

　クレリックはその言葉にひと言「どうも」と返し、ハルカは「いーじーせぶんって？」と尋たずね、クレリックはそれに答えて、

「ＥＧというのは[image: にじゅういんようふ]EMULATION GRADE[image: にじゅういんようふ]の略で、人間を模も倣ほうするということに関して、そのロボットがどれだけ精せい巧こうにできているかを示す指数です。例えば、私はＥＧ１で、アンジエラさんはＥＧ４。これがＥＧ７となれば、他ほかの機能の何をおいてもまず、人間に近づけることを第一として開発されたロボットということになります。かつては、ＥＧ７の製造を法律で禁じている国もありました」

「そうそう」

　おでこに絆創膏を貼り直し、イーヴァは何やら自慢げにうなずいて、

「ほら、人間の夫婦とかで、子供に恵まれない人たちとかっているじゃない。わたしってもともと、そういう人たちのための製品なの。だから、どこから見ても人間そっくりでなきゃいけないの。基本的には全部オーダーメイドで、外観設定はメーカーのデザイナー任せにするのが普ふ通つうだったみたいだけど、いちいち注文つけるお客っていうのも結けつ構こういたわけ。顔はこんな感じにしてくれとか、髪かみの毛はこんなふうで背の高さはこれくらいとか。わたしが初しよ起き動どうしたときってもうあの戦争が始まるころだったし、結局わたしは『親』の顔を見ずじまいだったんだけど、ひょっとするとわたしをオーダーしたその人たちがハルカさんのことを知ってたか見かけたかして、ハルカさんのこと気に入って、画像ファイルか何かを持ち込んで頼たのんだのかもね。『こういう子にしてくれ』って」

　クレリックが「ふむ」とつぶやき、次ついで「かもしれませんね、なるほど」と言った。

「で、戦争が始まって、何もかもめちゃくちゃになっちゃって、戦争が終わって、しばらくしてルークと出会って、それからわたしたちは一緒にあっちこっちを旅して回ってるの」

　わあ、いいなあ──という顔でハルカはイーヴァを見た。ハルカはこの街以外の場所をあまり知らない。そんなハルカから見れば、イーヴァとルークの放ほう浪ろうの旅はひどくロマンチックなものに思えた。

　イーヴァはそんなハルカに、

「いいことばっかりじゃなかったけどね。ずいぶん危あぶない目にもあったし。そういうときはルークの出番なんだけど」

[image: ]

　その言葉に、全員の視線が部へ屋やのすみのルークに集まった。しかしルークは、話を聞いているのかいないのか、身動きひとつせずにその場にうずくまっている。

「寝ちゃったのかな」とハルカ。

「ハルカ様、ロボットは寝たりしません」とスパイク。

「ルークは寝るよ」とイーヴァ。「バイオパーツがいっぱい使われてるから、たまにそういうのを休ませないといけないみたい。でも、それだって十分とか十五分とかそのくらいで、いっぺん寝たらあとはひと月やそこらは寝なくても平気だけど。ルーク、起きてる？」

　返事をする代わりに、ルークは片方の触しよつ覚かくをゆるく動かした。スパイクは改めてルークをまじまじと観察する。さっきハルカ様とぼくは、こいつに殺されそうになったんだよな──そんなことをちょっと考えたが、その相手がこうして目の前でのんびりしているこの状況では、どうにも現実感が湧わかない。

　ルークの姿が何に似にているかと言われれば、「昆こん虫ちゆう」と答える以外にないだろう。

　ある意味、イーヴァとルークは似た者同士と言える。どちらも、単一の機能を極限まで追求した存在だ。

　イーヴァの設計思想の第一義は、人間に可能な限り近づくこと。

　ルークのそれは、敵を殲せん滅めつすること。

　乾かん燥そう重量でも２００キロ以上はありそうだった。後こう脚きやくだけが極きよく端たんに大きく、昆こん虫ちゆうなら羽があるべき場所に、凶きよう悪あくな感じの、たぶん攻こう撃げき用の腕うでが、身体からだに密着する形で折りたたまれている。前ぜん脚きやくの内側にあるもう一いつ対ついの腕は、精密作業用のマニピュレーターのようだ。頭部は身体に比べて小さく、様々なセンサー群と、くの字に曲がった大きな触しよつ覚かくが目立つ。光学的な迷めい彩さい処理デバイスが常に作動しているのか、身体の表面にうっすらとした色の文もん様ようがゆらめいている。スパイクと戦ったときのルークの身体には、まるで毒虫のような、もっとどぎつい色が蠢うごめいていた。色調で視覚センサーを狂わせる働きでもあるのか、あのとき、スパイクはセンサーの焦しよう点てんをひどく合わせづらかったのを思い出す。今のルークは薄い青。感情によっても色調は変化するのかもしれない。

　ただ一点だけ、全体の凶きよう悪あくさとは不ふ釣つり合あいなところがあった。

　フタのところにウサギのマンガがついた、ポシェットのような形のでっかいずだ袋ぶくろを身体に下げているのである。

　ハルカがそれを指差して、

「ねえ、あれなに？」

「わたしが作ってあげたの。かわいいでしょ」

　それはどうかな。

「あの中にはルークの宝物が入ってるの。ルークって、気に入ったものは何でもあの中に入れちゃうの。サンダルの片っぽとかきれいな色の空あき缶かんとか、そんなのばっかだけど」

「あっちこっち旅をしてるって言ったわね」

　リーブスが話を戻もどし、視線が今度はリーブスに集まる。ただひとり、クレリックだけはルークの姿から目を離そうとしない。

「必要な物資とかはどうしてるの？　定住してるより移動を続けている方がパーツの消しよう耗もうは早いでしょ？」

「自分たちで探したり、仕事して分けてもらったり」

「仕事？　分けてもらうって、誰だれから？」

「うーんとね、工事の手伝いとか、届けものとか、そういう何でも屋やみたいなこと。あ、でもルークがいるし、用よう心じん棒ぼうの仕事が一番多かったかな」

「ちょっと待って、その仕事って、誰のための仕事なわけ？」

　イーヴァの顔に理解の色が浮かび、

「ああそっか、あなたたちってどこかよそにはあんまし行ったことないんだ。えっとね、あなたたちみたいに廃はい虚きよの街で暮らしてるロボットのグループって他ほかにもあっちこっちにいて、」

「──!!」

　イーヴァの口調はのんびりしていたが、その場の空気にはさっと緊きん張ちようが走った。

　自分たち以外のグループ。

　自分たちが生き残ったのだから、他ほかにもいるだろうなと漠ばく然ぜんと思ってはいた。それらとコンタクトしようとする試みはこれまでにも何度かあった。しかし、そうした試みが結実したことはこれまでになかったし、対たい人じん機械歩兵を別にすれば、イーヴァとルークは、この三十年で初めて目にする「他者」である。そんなハルカと五人にとって、イーヴァの口から出た「他にもあっちこっちにいる」という言葉には、やはり大きな重みがあった。

　いるのだ。やはり。

　スパイクが大声で、

「人間、人間は!?　そういうグループの中に、人間の生き残りはいませんでしたか!?」

　いともあっさりと、イーヴァは、首を横に振ふった。

「うんん。人間の生き残りを見たのはハルカさんが初めて。これまであっちこっちをずいぶん旅してきたけど、見つけたグループは、うーん──二十こ、もうちょっとあるかな、そのくらい。一番大きなのになると五十人くらいのグループとかもあったけど、人間の生き残りはいなかった」

　脱だつ力りよくしたような空気が流れた。しかし、イーヴァはそんなことにはお構いなしに、

「とにかく、そういう人たちのために仕事をして、パーツとかを分けてもらうわけ。でも、中には悪い人たちもいて、もうわけわかんなくなって動くものは片かたっ端ぱしから壊こわして回ってる連中とか、相手をだまして分解してパーツを抜ぬき取っちゃう連中とか。何度も危き機き一いつ髪ぱつっていう目にあったけど、そういうのはみーんなルークがやっつけてくれた。ルークってすっごく強いんだよ」

「でしょうね」

　クレリックがつぶやいた。その視線はルークに据すえられたままだ。

「ひとつはっきりさせておきたいことがあります。あなた方は、イーヴァさんとルークさんの、二人だけのグループなのですか？　もしかして、他ほかに人間の仲間がいるのでは」

　イーヴァの目が丸くなった。

「他に？　いないけど、なんで？　どうして？」

「この街の北には大規模な地下シェルター群があります。そこには大量の保存食料が残されている。このことはご存知ですか？」

　イーヴァは首を振ふる。クレリックは有う無むを言わせぬ口調で続ける。

「我々は八日前、つまり、あなたとハルカ様が初めて会った日ですが、その地下シェルター群に何者かが侵しん入にゆうしたことを知りました。侵入自体がいつ行われたのかははっきりしませんが、我々が見つけたのは、何者かが大量の食料を食べ散らかした痕こん跡せきです。地下シェルターの内部には我々が敷ふ設せつした警けい戒かいシステムがあったのですが、侵入者はその裏をかくだけの能力を持っていました。つまり、野や犬けんの仕し業わざでもないし、ハルカ様のいたずらでもない」

「ちょ、ちょっと待って。わたしたちのこと疑ってるわけ？　だってわたしとルークは、」

「そう、あなたとルークさんにとっては、食料など必要のないものでしょう。しかし、ルークさんはともかく、あなたはＥＧ７のロボットだ。つまりその、あなたにとって、物を食べたりすることは、少なくとも、可能、ではありますよね？」

「そ、それはできるけど、でも！　わたしの場合はただ『食べて見せるだけ』だもん！　誰だれも見てないところでそんなことしたって意味ないもん！」

「──まあ、そうでしょうね。すいません、一応聞いてみただけです。ともかく、『女の子を見た』というハルカ様の話も踏ふまえ、我々は当初、『最低でも複数の人間を含むグループが近くにひそんでいる』と考えました」

　そこでクレリックは言葉を切り、噓うそ発見器のようなまなざしでイーヴァをじっと見つめ、

「しかし我々は今、こうしてあなた方と接せつ触しよくした。恐おそらく、ハルカ様の目もく撃げきした女の子というのはあなたであったのだと思います。が、その一方で、食料を荒あらした者たちの正体については、依い然ぜん謎なぞのまま残されているわけです。あなた方は二体のロボットで、人間の仲間はいない。とすると、我々六名、あなた方二名の他に、食料を荒らした第三のグループが存在することになる」

　イーヴァはルークを振ふり返り、目センサーと目センサーを合わせ、

「でも、わたしはあなたたち以外に誰かいるなんて気がつかなかったけど。ルークもそんなの見たことないって」

「食料荒あらしのすぐ後あとに、どこかよそへ移動してしまったっていうことはないかしら？」

　リーブスの指摘にクレリックはうなずいた。

「ええ、その可能性もあるでしょう。しかし、自分で言っておいてなんですが、『第三のグループ説』はどうにも不自然です。対たい人じん機械歩兵たちを別にすれば、我々はこれまでに自分たち以外のグループに出くわしたことは一度もなかった。なのに、イーヴァさんたちだけならまだしも、それに加えてもうひとつ別のグループが偶ぐう然ぜんにも同時に現れたのだとする解釈は確率的に納得がいきません」

　クレリックはルークに、そしてイーヴァへと視線を移し、

「我々は確かに、ハルカ様の食料をあのシェルター群に頼たよっています。しかし、ハルカ様ひとりでは一生かかっても食べきれない量の食料があそこにはあるし、我々にはそれを一人占めしようなどというつもりは毛もう頭とうありません。もし食料を必要としている誰かがいたら、あのシェルター群をその人たちと共有することには何の異い存ぞんもないんです。無ぶ礼れいを承しよう知ちでもう一度聞きます。あなた方二人は、あそこにある食料を食べる必要はなかったし、食料を必要としている人間の仲間がいるわけでもない。そう理解していいんですね？」

　イーヴァはまじめな顔でうなずいた。

　クレリックの声が、いつもの柔やわらかさを取り戻もどした。

「──よくわかりました。第三のグループの存在を仮定することにしましょう」

　いつの間まにか張りつめていた部へ屋やの空気がようやくゆるんだ。リーブスが安心したように、「さっきの話だけど、あなたたちが旅の途中で出会ったグループのこと。後でくわしく聞かせてくれない？」

　イーヴァがうなずき、ハルカが「わたしも聞きたい」と言ってソファの上でぽんぽんとお尻しりを弾はずませた。そして、しばらく前からタイミングを見計らっていたイーヴァは、

「──ところで、これからのことなんだけど」

　クレリックの方に身を乗り出して、こう切り出した。

「用心棒、雇やとう気、ない？」




　イーヴァとルークは部屋を出た。家の外で結論を待っている。

　カーテンからにじみ出してくる夕焼けが部屋の照明と混ざり合っている。アンティークの柱時計が六時を打った。

「だってさ、わたしたちとあの人たちの他ほかに、第三のグループがいるかもしれないっていう話になったばっかりじゃない！　その人たちが正体不明っていうのは今までと変わらないんでしょ!?　なら、もし何かあったとき、味方は多い方が心強いに決まってるもの！」

　ハルカはひとりで白熱し、懸けん命めいに主張していた。

　アンジェラは無言。クレリックも無言。リーブスが、

「でもね、あの二人のことも、完全に信用できるってまだ決まったわけじゃないし、向こうだってこちらを完全に信用したわけじゃないと思うのよ。それを考えると──」

「そんなの大だい丈じよう夫ぶだよ！　映画館の中ではちょっとごっつんこしたけど、あれは不ふ慮りよの事故みたいなものだし！　ね！　ね！」

「ね！　ね！」と言われても、何と返したらいいものかスパイクは迷い、

「あの、ハルカ様」

　言葉を切り、

「──あの二人は、こちらに姿を見せたっていうだけで、正しよう体たいまで明かしたわけじゃないと思うんです。その意味では、その、第三のグループっていうのと変わらないし、」

「そんな！　スパイク君までそんなこと言うの!?　悪い人たちなんかじゃないもん！　そんなの見てわかんない!?」

　見てわかるくらいなら苦労はない。スパイクは心のすみで、そんなことを思う。

　──ほんとのこと言っちゃうとね、パーツの備び蓄ちくが底を突つきかけてて、にっちもさっちもいかないところだったの。

　イーヴァはそう言った。

　この街は周囲から比較的孤こ立りつした位置にある。ここらでどうしてもパーツを補ほ充じゆうしておきたい。幸運にも、ちょうどパーツを保有していそうな相手もいる。ここで失敗はできない──それが、イーヴァとルークが接せつ触しよくを避さけ、ここまで慎しん重ちようになっていた理由であるらしかった。

　が、その慎重さが裏目に出て、最初の接触はスムーズとは言い難がたいものになってしまった。

　しかし、途と中ちゆうのいきさつはどうあれ、こうして面と向かって話ができたのだから。

「その、第三のグループ、だっけ？　わけわかんない連中がいるかもしれないんでしょ？　それにさ、軍用ロボットの生き残りが迷い込んできて困ったりすることってない？　そういうのってどこでも一緒だから」

　欲しいのは、数種類の電子部品、水、もしあれば金属圧縮した水素。

　その代わりに提供するのは、ルークの軍事レベルの防衛力。

　──席を外すからゆっくり考えて、それから返事して。あ、言っとくけど、返事がＮＯでもルークをけしかけたりとか、そういうことは絶対しないから。そのときはあきらめるから。お願いだからそれは信用して。ね。

「──信用して、って言われてもなー」

　スパイクがソファの上でひざを抱かかえた。そして、地じ雷らいを踏ふんだのはやっぱりスパイクだった。

「僕らにはパーツも水も豊富にあるしさ、タダであげちゃうっていうのはどうかなあ」

「ばか──!!」

　突とつ然ぜんの叫び声に誰だれもが驚おどろいて顔を上げた。

「スパイク君のばか──!!　みんなもばか──!!　せっかく、せっかく話ができたのに、せっかく仲良くなれそうなのに！　そんなんじゃ嫌きらわれちゃうんだから！　そんなんじゃ誰だれも友達になんてなってくれないんだから!!　きっとわたしたちのことなんか誰もかまってくれなくなっちゃうのよそんでいつかケンカになっちゃっうのよわたしたちみんなバラバラになっちゃうのよそんなだから戦争なんてするのよ!!」

　最後の方はもうめちゃくちゃで、自分でも何を言っているのかわかっていなかった。ハルカは目に涙なみだをいっぱいにため、ソファから立ち上がって両の拳こぶしを力の限りに握りしめていた。

　かなりの間まがあった。

　スパイクは言葉を探し、口を開こうとして何度もためらい、結局、

「すいません」

　とあやまった。

「いや、スパイク君、あやまることはありません。相手の言い分を認めたわけでもないのに、口先だけであやまってしまうのは、誠実な態度とは言えませんよ」

　クレリックがそう言った。戦せん闘とう体勢のハルカに向き直り、

「──ハルカ様。何を言っているのか全然わかりませんでしたけど、何が言いたいのかはよくわかりました」

　そして、リーブスとアンジエラに向き直り、こう言った。

「どうです、とりあえず一週間だけいてもらうというのは。その間にもっとよく様よう子すを見て、その後の契けい約やくを継けい続ぞくするかどうかはそれから決めるということで」

　リーブスがため息をついた。

　アンジェラが「反対」と言った。

「では、多数決で決めましょう」

　アンジェラが「やなこった」と言った。

「アンジェラさんは棄き権けんするそうです。それではそれ以外の人で、あの二人と用心棒の仮契約を結ぶことに賛成の方は挙きよ手しゆしてください」

　そう言って、クレリックは普ふ段だんは胸に格かく納のうされているマニピュレーターを上げた。

　ひっくひっく言いながら、ハルカが手を上げた。

　うつむいたまま、リーブスが手を上げた。

　クレリックは少しだけ待ったが、スパイクは結局、手を上げなかった。

「決まりですね。結けつ構こうです、手を下おろしてください。ハルカ様、」

　ハルカの返事は、ずずっとハナをすする音。

「あの二人を呼んできてください」




　くすぐったそうな照れ笑いを浮かべ、ハルカが部へ屋やを走り出ていった。それにくっついてスパイクも。

　室内の空気がカーテン越ごしの夕焼けに赤黒く滲にじんでいた。

「夕食の仕し度たくをするわ」

　リーブスがソファから立ち上がり、ドアを開あけ、ちらりとアンジェラを見た。アンジェラは壁に背中をあずけ、腕うで組ぐみをして無言。何か言おうとして思い直し、リーブスはそのままリビングを後あとにする。

　クレリックとアンジェラだけが残された。

　カーテンを細く開けて家の表をのぞいていたクレリックが、音もなく部へ屋やを横切ってソファに腰こしを落ち着けた。足のない、常に宙に浮いていることを前提としたボディの形状のためか、「クレリックがソファに座っている」というよりは、「クレリックがソファに置いてある」という感じである。

　アンジェラを振ふり返り、目で招まねく。

　マニピュレーターで首筋のコネクターを指差して見せる。

　大たい儀ぎそうにアンジェラが壁かべ際ぎわを離れた。やはり首筋からケーブルを引き出してクレリックに接続し、ソファの背もたれにお尻しりを引っかけて、クレリックと段違いの背中合わせになった。

『何だよ』

『「どういうつもりだ」と言いたいんでしょう？　わたしにはその言葉は二つの意味に取れる。順番にいきましょう。まず一つめ。あの二人、今は家の外にいますが、少なくともルークさんの方はこれまでの我々の会話をすべて聞いていたはずです。でも、こうすれば聞かれることはない』

『──！』

『二つめ。納得できないあなたの気持ちはわかります。スパイク君の言う通り、あの二人は我々に姿を見せたというだけで、正しよう体たいが明らかになったわけではない。それに、これまでずっと、我々を守るのはあなたの役目だった』

『あ、あたしは別に、』

『ハルカ様だって心の底ではわかっていると思います。でも、無人の廃はい虚きよで一年間も暮らして、やっと友達になれるかもしれない相手と出会って、それをあきらめきれなかったとしても無理もない。それはわかってあげ──すいません。そんな顔してても、ほんとはわかっているんですよね、あなたという人は』

　アンジェラが居い心ごこ地ち悪そうに、ソファの背もたれの上のお尻しりをもぞ、と動かした。感情を顔には出さないくせに、アンジェラはふとしたはずみで、実にわかりやすい仕し種ぐさを見せることがある。

　話の矛ほこ先さきを無む理り矢や理りに変えた。

『それより、あのイーヴァって奴やつの話、お前はどう思う。自分がハルカそっくりなのはたまたまそういうオーダーで作られたからだろうっていう、あれ』

『あり得ることだとは思いました。ただ──』

　五秒。クレリックにしては長い。

『──あらかじめ用意された言い訳、という気もします』

　気がするだけだ──とクレリックは思う。確かに、偶ぐう然ぜんとして片づけてしまうのが一番収まりがいい。イーヴァの言葉が真相を糊こ塗とするための言い訳なのだとすると、そこには理由と手段が必要になってしまう。

　イーヴァは、なぜ、ハルカの姿を真ま似ねなければならなかったのか。

　ハルカと出会う以前に、どこで、どうやってハルカの容姿に関する情報を手に入れたのか。

　あの二人の正しよう体たいが明らかになったわけではない──たった今、自分でそう言ったばかりだ。データ不足も甚はなはだしい。考えてもはじまらない。少なくとも、今は。

『イーヴァさんのことは、おいおい探さぐり出すしかないでしょう。むしろ、いま気がかりなのはルークさんの方です。現時点において、我々にとっての直接的な脅きよう威いは、イーヴァさんではなくて彼ですからね』

　あえて「脅威」という言葉を選んだことからも、クレリックがルークをどう見ているのかがわかる。アンジェラは肩かた越ごしにクレリックを振ふり返る。「じゃあ──」と言いかけたとき、

『なぜ、そんなにも信用できない相手を用心棒として雇やとうのか──ですか？　他ほかに選択の余地がないからですよ。こう言っては何ですが、ゼロには何を掛けてもゼロです。信用できないイーヴァさんにいくら信用してくれと言われてもまったくの無意味だ。申し出を断った途と端たん、あの二人が強ごう盗とうに早変わりしないという保証はどこにもありません。そして、相手はあまりにも強力です』

　クレリックのルークに対する高い評価が、やはりアンジェラにはおもしろくない。

『あなたは、あのルークさんをどう見ます？』

　無ぶ愛あい想そうにアンジェラは答える。

『軍用ロボットの生き残り』

『私は、あのタイプの軍用ロボットを知りません』

　それは何気ないひと言だったが、アンジェラの口元に微かすかな驚おどろきがゆらめいた。無む論ろんクレリックの知識とて、森しん羅ら万ばん象しようのすべてを網もう羅らしているわけではない。しかし──

『スパイク君の話では、イーヴァさんを追つい跡せきしていたとき、イーヴァさんのすぐ近くにいたはずの彼の反応を、スクイドで捉とらえることができなかったそうです。それに、どう考えたってあんな仕し様ようは普ふ通つうじゃない。自己再生装そう甲こうに熱光学ステルスデバイスにリニアシールドに複合電でん磁じ波はセンサー。豪ごう華か装そう備びにもほどがある。衛星接続用の常温レーザープラグなんて、戦後になって初めて見ましたよ。そもそも「ルーク」っていうの、いかにも何かのコードネームくさい名前だと思いませんか？　手持ちの資料を調べてみるつもりですが、たぶん無む駄だだと思います。そもそも彼に関する資料が存在したかどうかも怪あやしい。あったとしてもとっくに失われているでしょうね』

『──どっかの秘密兵器だってのか？』

『おかしな言葉ですよね、それ。秘密のない兵器なんてないのに。──まあ、その秘密の程度はともかく、あんなものを大量生産するような金持ちの政府も酔すい狂きような軍隊も存在しないということだけは断言できます。恐おそらくは何かの実験機──それも、極めて緊張した戦せん闘とう状況を想定して、ありとあらゆるコストを度ど外がい視しして開発された存在であることだけは絶対に間ま違ちがいありません。彼ひとりを作る費用で、私が何百体作れるかわからない』

　クレリックもアンジェラも、しばらくは身動きひとつしなかった。

　赤黒い空気が粘ねん性せいを増ましたかのような、重ったるい沈ちん黙もくがリビングを満たした。

『──私の話はそれだけです。万が一の場合の、我々の側の切り札であるあなただけには、話しておいた方がいいと思いました』

　アンジェラが冷たい笑みを浮かべ、音声で喋しやべった。

「へえ。そういう信用だけはしてもらえるわけ」

　クレリックは答えない。

「断っとくけどね、そこまでの力の差があるなら、そんな話されたところで何も変わらないからね。あんたの言いい草ぐさじゃないけど、実力に根こん性じようを掛けても答えは同じだよ」

「否定はしません」

　クレリックは、首筋のコネクターからケーブルを自じ切せつした。

　二人の聴ちよう覚かくセンサーに、遠く、「決まり──!!」と叫ぶハルカの声が聞こえた。

「我々ロボットの致ち命めい的てきな欠点は、できることしかできないことです。ときどき、」

　クレリックは、カーテンに滲にじむ赤を見つめた。

「ハルカ様がうらやましくなります」




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　ROOK-RES（001）：どうするのか決まったみたいだよ。：EOS

「ちょ、ちょっと！　ルークさいてー！　なに盗ぬすみ聞きなんてしてるのよ！」

　ROOK-RES（002）：でも、おかげでわかったことがある。いま聞いた会話が全部演技だったら槍やりが降る。安心していいんじゃないかな。疑り深くて、用心深くて、信用できる連中だと思うよ。：EOS

「わたしが最初からそう言ってるじゃない。わたしの人を見る目は確かなんだから。で？」

　ROOK-RES（003）：？：IMAGE ONLY

「だから、どっちに決まったのよ」

　ROOK-RES（004）：それはまだわかんない。：EOS

「なにそれ。聞いてたんじゃなかったの？」

　ROOK-RES（005）：最後は多数決の挙きよ手しゆで決まったから。：EOS

　三匹の犬と一緒に、イーヴァとルークの二人は、ハルカの家の前の路上にいる。車道の真ん中にルークはうずくまり、イーヴァはその上に寝ね転ころがって、ななめになったビルが巨おおきな夕日に突つき刺ささっていく様さまをながめている。

「でも、いいなー」

　ROOK-RES（006）：なにが？：EOS

「多数決。わたしとルークは、じゃんけんで決めるしかできないもの」

　ルークはしばらく無言。触しよつ覚かくを不安げな感じに動かす。

　心に押し込めているいくつかの疑問が、出口を求めて暴あばれている。

　交渉はいつも、イーヴァの役目。それはいい。

　しかし、

　慎しん重ちように言葉を選び、その言葉を電波に乗せようとした瞬しゆん間かん。

「決まり──!!」

　ハルカの声がした。二人が見れば、家の正面から走り出てくるハルカの姿と、それをおたおたと追いかけて走るスパイクの姿。ハルカはルークの足元に駆かけ寄って、切れた息を懸けん命めいに整えた。背筋を伸ばしてえへんと咳せき払ばらいをひとつ、

「発表します」

　ハルカは表情を引き締めようと懸けん命めいだが、どうしても頬ほおがゆるむ。

「人民会議の結果、イーヴァさんとルークさんを、わたしたちの用心棒として雇やとうことに決定いたしました。でも、とりあえず期間は一週間。その間、仕事をサボって昼寝をしていたりマンガを読んでいたりしたら、すぐにクビにしちゃうのです。きちんと仕事をした場合に限り、期間を延長するかしないかの会議が開かれます」

　にっと笑って、イーヴァはルークの背中からハルカの目の前に滑すべり降おりて右手を差し出した。

「イーヴァでいいよ」

「わたしも。わたしもハルカでいい」

　二人は握手をした。ハルカはルークの顔をのぞき込み、

「よろしくね。ルークさん」

　ルークは答えず、ただじっとハルカの顔を見つめている。戸と惑まどうハルカにイーヴァが、

「こいつのこともルークでいいよ。音声応答のデバイスがないから無ぶ愛あい想そうな感じするけどあんまり気にしないで。え？　なになに？」

　イーヴァはルークの顔に耳を近づける。もちろん、イーヴァはルークの言葉を聞き取るのにそんなマネをする必要はない。ルークが何か言ったわけでもない。が、イーヴァは大げさにびっくりした表情を作ってルークの左の中ちゆう脚きやくをぺしんと叩たたき、

「ルーク！　そんないやらしいこと言っちゃだめ！」

　ハルカが笑った。ルークは憮ぶ然ぜんとしてスパイクに視線を流した。電波でもレーザーでもない、その視線が「何とか言ってやってくれ」と告げていた。

　スパイクの顔にもぼんやりとした笑みが浮かぶ。

　すべては、自分たちの取り越こし苦労なのかもしれない──スパイクはそんなことを思う。

「あ──!!」

　突とつ然ぜんのハルカの大声に、全員がびっくりしてハルカを見る。ハルカはスパイクを振ふり返り、

「トリガー君は!?　トリガー君忘れてきちゃった!!」

　──あ!!

　とんでもないことを忘れていたのに気づいて、スパイクも愕がく然ぜんとした。ハルカはぴょんぴょんばたばたうろうろしながら、

「たいへんたいへん！　トリガー君大だい丈じよう夫ぶかな、犬にかじられたりしてないかな!?」

　映画館での出来事が稲いな妻ずまのように思い出され、スパイクはルークに殴なぐりつけるような視線を向け、ルークはスパイクに殴りつけるような視線を向けられて、

　ポシェットをごそごそとあさり、白くて丸まっちい物体を取り出した。

　ROOK-RES（007）：トリガー君って、これ？：EOS

　機能を封ふう印いんされたままのトリガーが、ルークのマニピュレーターに足をつかまれてぶらんぶらん揺ゆれていた。
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　朝。イーヴァとルークのお引っ越こしの手伝いに、ベイエリアの映画館に行きました。

　ルークはトリガー君のことが気に入ったみたい。どうしてなのかはよくわかんないんだけど、トリガー君が空中をふわふわしてるのを見ると追っかけてつかまえようとするの。最初はびっくりした。ルークってあんなにおっきな身体からだをしてるのに、ものすごい勢いきおいで飛びついてあっという間まにトリガー君をつかまえちゃって、トリガー君はすごく怒おこってばたばた暴あばれるんだけど、ルークはトリガー君を床ゆかにしっかり押さえつけてて放はなさなくって、わたしたちが近寄ると「取り上げられてたまるか」っていう感じでその場でうずくまってトリガー君を隠かくすの。結局、イーヴァの説得でルークはトリガー君を放して、それからは飛びついてつかまえたりはしなくなったけど、やっぱりどうしても気になるみたいで、トリガー君の後あとをずっとくっついて歩いてた。トリガー君はいやがって逃げたり隠れたりしてたけどね。そんなわけで、トリガー君とルークはちっとも働かなかったけれど、もともと荷物がそんなにたくさんじゃなかったから、トラックへの積み込みはすぐに終わりました。

　ものすごくびっくりしたのは、イーヴァが車を運転できるってこと。

　イーヴァとルークはトラック一台に積めるだけの荷物で旅をしていて、その運転をするのはイーヴァの役目なんだって。そのトラックっていうのがまたすっごいオンボロで、ボンネットのところを横からのぞくとエンジンが丸見えだし、ドアはひもでしばっておかないと開あいちゃうし、運転席の床ゆかには草が生はえてるし、とにかく、こんなのがどうして走るのか不思議っていうくらいのオンボロ。

　でも、イーヴァはそのトラックをすごく大事にしてるみたいだった。何度も何度も車を乗り潰つぶして、そのたびにちゃんと動く車を探すのってすごく大変なことみたい。

　トラックを運転するイーヴァはかっこよかった。

　わたしも練習すれば運転できるようになるかなあって聞いたら、こんなの慣れちゃえば歩くのと変わらないよっていう返事だった。後あとで運転を教えてもらう約やく束そくもした。楽しみ。

　トラック一台を家まで運転してくるだけでお引っ越こしはおしまい。イーヴァとルークの部へ屋やは二階の一番西側。家具やなんかはいくらでもあまってたんだけど、イーヴァはそういうのは要いらないって。ずっと旅をしていると、バッグひとつに収まる物だけで何でも間まに合うようになっちゃうみたい。ルークの荷物なんかあのおっきなポシェットだけ。

　荷物が片付くと、イーヴァはお茶にしようって言って、バッグから携けい帯たい用のガスコンロとポットを出して紅こう茶ちやをいれてくれた。イーヴァは食べたり飲んだりできるロボットだけど、食べたり飲んだりするのは他ほかの人に対してそうして見せる必要があるときだけ。でも、この紅茶だけは別で、どんなに水が乏とぼしくなったときでもこれだけは欠かしたことはないんだってイバってた。用意もすごく手慣れてて、どこでこすっても火がつくマッチを爪つめでばしっと点つけたのがすごくかっこよかった。実は、そのマッチをひと箱もらってついさっきまでずっと練習してたんだけど、ひと箱分ぜんぶ使ってうまく点いたのがたった三本。あとはみんな折れちゃったり、頭のところが削けずれてなくなっちゃったりした。明日あしたになったら街に出て、あのマッチをもっといっぱい探してこようと思う。

　お茶の後、みんなで色々なことの正式な取り決めをした。わたしたちは一週間だけ用心棒としての仮かり契けい約やくを結むすぶこと。その一週間というのは明日から数えて七日間であること。七日が過ぎた時点で契約を延長するかどうかをもう一度検討すること。クレリックさんとリーブスさんは一週間分のお礼をどのくらいにするのかあらかじめ相談していたみたいで、そんなにたくさんもらえるのってイーヴァはびっくりしていた。お礼は部品とか水とかだし、クレリックさんの提案した量が多いのか少ないのかわたしにはぴんとこなかったし、だからそのときは何も言わなかったけど、むやみにたくさんお礼をしたりするのはお礼を全然しないのと同じくらい失礼なことじゃないかなあって、ちょっとだけ思う。だって、イーヴァとルークは「仕事」として用心棒を引き受けるんだし、だったらこっちもその仕事のでき具合はちゃんと評価しなくちゃいけないと思うの。

　それから、イーヴァとルークとスパイク君とリーブスさんとトリガー君とわたしはトランプをして遊んだ。ポーカーっていうやつ。五枚の手て札ふだで相手よりも強い役を作った人が勝ち。わたしは神経衰すい弱じやくとババぬきしか知らなかったから、役を憶おぼえるまでがちょっと大変だった。このポーカーの面白いところは、強い役を作っても必ず勝てるとは限らないこと。役がなんにもそろっていなくったって、すごく強い役ができたみたいな顔してマッチ棒をばーんとはりこんじゃえば、相手があきらめて勝負を下おりちゃうかもしれない。こういうの「ブラフ」って言うんだって。だから、自分の手の内を素直に顔に出したりしないことが肝かん心じん。その点で言えばルークは無敵。だって、表情どころか声も出さないんだもん。わたしはいっぺんだけフルハウスっていうのが揃そろってそのときは勝ったけど、勝ったのはそれ一回だけで、すぐにマッチ棒を全部巻き上げられてあっという間まに破産した。次に血ち祭まつりに上げられたのはスパイク君で、イーヴァとトリガー君はかなりがんばってたけど結局は大きな勝負に負けてパンク。最後にはリーブスさんとルークの一いつ騎き打うち。そのうちにどっちにもいい手がきたらしくって、マッチ棒をばんばん突つっ込んですごい戦いになった。マッチ棒は一本１億円だから、全部あわせて１８０億円の大勝負。勝ったのはルーク。トドメは目のさめるようなキングのスリーカード。

　実は、さっきまでカードをシャッフルする練習もしていた。イーヴァはシャツフルするとき、カードを二つに分けて両手に持って、ふちを合わせてちょっとずらすだけできれいにカードを一枚一枚かみ合わせて、それからパラパラパラってやる。すごくかっこいい。でも、わたしがやるとぜんぜんうまくできない。部へ屋や中じゆうにカードをばらまいちゃう。

　爪つめでマッチも点つけられないし。わたしってぶきっちょなのかも。

　晩ばんご飯はんはイーヴァの分も用意して、イーヴァを誘さそって一緒に食べた。イーヴァに「シチュー冷さめるよ」って言われるまで気がつかなかったんだけど、今までわたしの目の前で誰だれかが何か食べてることって一度もなかったから、ついイーヴァの方をじーっと見ちゃう。

　じーっと見てるって言えば、ちょっと気になるのがルークのこと。

　トランプしてるときも晩ご飯食べてるときもなんだけど、ふっと気がつくと、ルークがこっちをじーっと見てることが何度もあった。わたしが振ふり向くとすぐにそっぽを向いちゃうんだけど、あれはやっぱり、あんまりイーヴァにそっくりなわたしが珍めずらしいからかな。でも、ルークって身体からだも大きいし、なんにも喋しやべらないし、なに考えてるかわかんないし、

　ちょっと恐こわい気がする。

　なーんてね。考えすぎだよね。




　わー。知らないうちに６キロ近くも書いてた。こんなにたくさん書いたの初めて。

　今日きようはここまで。
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　おはよー、というその声がすでにハモっていた。

「おはよ」

　うございますは溶とけて消え、朝食の用意をしていたスパイクの手から皿さらが落ちて砕くだけた。ロボットだって皿くらい落とす。

　ハルカとイーヴァが、まるっきり同じ格好をしてそこにいた。

　[image: にじゅういんようふ]LEOPALDON OR DIE[image: にじゅういんようふ]というロゴ入りのＴシャツ。ぶかぶかのパンツ。髪かみ型がたまで一緒だ。呆ぼう然ぜんとしているスパイクを見て、どちらも示し合わせていたかのようにそろって「してやったり」という顔をした。

　めまいを誘さそう光景である。

「さて、どっちがどっちでしょう？」

　片方が言った。ショックから回復しつつあったスパイクは、その声を聞いた途と端たん、いま喋しやべった方はイーヴァだと思った。が、二人はいかにも面白そうにくすくす笑いながらスパイクの顔をのぞき込み、「わたしがハルカです」「こっちがイーヴァだよ」「うそうそ、ほんとはわたしがハルカ」「なに言ってんの、イーヴァはそっちでしょ」などと口々に言うので、スパイクはたちまち自信がなくなってしまった。間ま違ちがえるわけにはいかないというプレッシャーが焦あせりに拍車をかける。前まえ髪がみに隠かくれて見えにくいが、どちらもおでこに絆ばん創そう膏こうを貼はっている。髪の色の違いはごくわずかなものだし、いまこうして見ても確信がもてない。追いつめられたスパイクは第一印象に賭かけ、ふらふらと迷う指先を、

「ハルカ様、あんまりスパイクをイジめちゃだめよ」

　二人の背後から食堂に入ってきたリーブスが、その大きな手をハルカの頭にぽんと載のせた。スパイクから見て左。

　ということは右がイーヴァ。

　イーヴァはなりを改め、印でもついているのかと首をひねって背中まで確かめながら、

「すごい、後うしろから見ただけでどうしてわかったの？」

「スパイクが指差してたから」

　リーブスの答えに、二人はスパイクを振ふり返った。

　力も頼りもないスパイクの指先は、それでもどうにか正解ひだりを指差そうとしていた。

「ね、だから言ったでしょ？　いくら同じ格好してたってスパイク君にはぜったいわかっちゃうんだから」

　ハルカは自じ慢まんそうに言ってテーブルにつくのだが、イーヴァはちょっと意い地じ悪わるな笑みを浮かべ、その変化球のような一いち瞥べつはスパイクをぎくりとさせた。そのことをごまかすために、スパイクはいかにも取ってつけたような無む駄だに明るい口調で、

「ははハルカ様。今朝けさはコーヒーにしますそれとも」

「あれ、イーヴァのお皿さらは？」

　何の疑問も感じていない様よう子すでハルカはさらりと尋たずね、壁に寄りかかって文庫本をながめていたリーブスはちらりと視線を上げ、スパイクはあと少しのところで「え？　イーヴァさんも朝ごはん食べるんですか？」と言ってしまうところだった。どうにかこうにか「え？」だけで踏ふみとどまり、それに続くしどろもどろな言い訳と、イーヴァの言葉が重なった。

「ええ、その、いま用意しようとしてたところです」

「え。だって。わたしはいいよ」

　ハルカは「ええぇー」と不満げな声をもらし、

「だめーそんなの。ひとりで食べるより二人で食べた方がおいしいのに」

　イーヴァが少し困ったような顔をして、

「──ゆうべも言ったけど、だって、もったいないよそういうの。わたしに食べさせるなんて捨すてちゃうのと一緒だよ？」

「そんなことないもん！」

　ハルカが大声を出した。意外なほどの剣けん幕まくだった。

　イーヴァは小さな鼻で、人間には聞こえないほど小さなため息をついて、リーブスに流した視線をビリヤードのようにスパイクに反射させ、

「──じゃ、コーヒーだけもらえる？」

　そう言って、組み合わせた両手の上にあごをのせた。

「わたし、朝はいつもそうなの」

　イーヴァのその仕し種ぐさと表情は、ハルカばかりではない、リーブスやスパイクの目にもやけに大人おとなびたものに映った。

　ハルカはそんなイーヴァを口を半分開あけて見つめ、スパイクにこう言った。

「わたしもコーヒーだけにする」

「あ、あのですねハルカ様、」

「なに」

　文もん句くある？と言わんばかりのハルカの視線。こういう状況はスパイクには荷が重い。どうせこのまま放ほうっておけばスパイクは、「朝食は一日のエネルギー源であり」云うん々ぬんという火に油な話を始めるに決まっている。リーブスはそんなスパイクに先回りしようとして口を開きかけ、その口がぱかんと開きっぱなしになって、手から文庫本がばさりと落ちた。

　三人は、硬こう直ちよくしているリーブスの視線の方向を逆ぎやく探たんし、食堂の入り口にこっそりと浮かんでいるけったいな物体を見た。

「……おい、奴やつはどこだ？　ここにゃいねーだろーな？」

　きょろきょろと周囲をうかがい、おびえた声でそう言う「それ」はトリガーであった。両手に拳けん銃じゆうを構え、丸まっちい身体からだにくくりつけられた何本もの竹たけ竿ざおがトゲトゲと突つき出ており、その先には害鳥よけの目玉模も様ようのビーチボールのようなやつがぶら下さげてある。全体としては何かこう、空飛ぶ新種のイソギンチャクという感じだ。おまけに、「食べられません」と書かれたステッカーをいくつも身体に貼はりつけていた。

　誰だれもが目をそらせず、

「なにあれ」

　スパイクが誰ともなしに問い、ハルカとイーヴァは目をまん丸くして答えず、しかたなくリーブスがまとめる。

「なにかしらね」

「……見てわかんねーのかよ」

「新しい心しん肺ぱい蘇そ生せい法ほう？」

「ちがうわっ！　ルークの野や郎ろうはどこ行ったんだよ!?」

　ああ……、と全員が一応は納得した。要するに、これ以上ルークになめられてたまるか、というつもりなのだろう。トリガーが身体を横に向けて食堂に入ってくる。表面積がでかくなりすぎて、そうでもしないと入り口を通れない。スパイクがあきれて、

「だいたい何だよその竹竿」

「知らねーのかお前。こうやって身体をでかく見せんだよ。ケダモンは自分よりでかい相手は襲おそわねえ」

「ケダモンってお前」

「ルークならもうとっくに出たわよ。その辺を見回ってくるって」

　リーブスが落とした文庫本を拾ひろい上げながらそう言うが、トリガーはさして安心した様よう子すも見せず、恐おそる恐る窓際に近づいてブラインドの隙すき間まから外をのぞいたりしている。昨日きのうさんざんルークに追い回されたことがトラウマになったらしい。

「──じゃあ、すぐにコーヒーもってきますから」

　スパイクはキッチンに引っ込む。コーヒーを温め直していると、ハルカとイーヴァの楽しげな話し声が切れ切れに流れてきた。リーブスがキッチンに入ってきて、

「やっぱり食べるって」

「──。どっちが？」

「ハルカ様」

　コーヒーメーカーから立ち昇のぼる微かすかな湯気を見つめ、スパイクが電波でつぶやいた。

　SPIKE-RES（001）：どうしてわかったんだよ。：EOS

　リーブスはスパイクの背中を一いち瞥べつし、

　LEAVES-RES（001）：なにが？：EOS

　SPIKE-RES（002）：どっちがハルカ様か一発で当てた、さっきのあれ。ぼくが指差してたからわかったなんて噓うそだろ。：EOS

　LEAVES-RES（002）：噓に決まってるじゃない。：EOS

　SPIKE-RES（003）：──じゃあ、どうしてわかったのさ？：EOS

　LEAVES-RES（003）：あんた、ハルカ様を見分けるのに理由が必要なわけ？　愛が足りないわよ愛が。：EOS

　スパイクは思わずむきになってリーブスをにらみつけた。リーブスが鼻から、ふ、と息を吐はき、

　LEAVES-RES（004）：バカね、冗じよう談だんよ。爪つめよ爪。：EOS

　SPIKE-RES（004）：──つめ？：EOS

　LEAVES-RES（005）：そ。爪を見比べたの。ついさっき切ってきたみたいにきれいな方がイーヴァ、ちょっとだけ伸びてる方がハルカ様、修行が足りないのがあんたってわけ。ハルカ様が舞い上がっちゃうのはしょうがないけどね、あんたはしっかりしなさい。：EOS

　リーブスは、ぽかんと口を開あけているスパイクのおでこを人差し指でつつく。




　ぐにゃぐにゃにヘタったクラッチを、言われた通り慎しん重ちように上げていく。タイヤがのそりと回転し、ジャリがアスファルトに埋うめ込まれる音が聞こえる。

　オンボロトラックはゆっくりと前進を始める。

「そうそうゆっくりゆっくり。ね？　簡単でしょ？」

　お気楽な調子でイーヴァは言うのだが、ステアリングをにぎっているハルカには言葉を返す余裕など鼻くそほどもありはしない。ニトロでも運んでいるようにのろのろと進むトラックは、それでも少しずつ速度を増ましていく。

「はいシフトアップ」

　ハルカの頭にパニックが炸さく裂れつ。

「なにそれー!?」

「なにって、ギアを上げるの」

「どこへー!?」

　極限まで切迫しているハルカの口調に、お気楽だったイーヴァも少し不安にかられ、

「だから、ギアチェンジして二速に上げるのよ。自転車でもあるでしょそういうの。さっき説明したその、ハンドルのわきについてるレバー。それワイパー。それラジオ。ハンドルのわきにあるレバーだってば。そうそれ。はいクラッチ切って」

「やだー!!」

「やだって、」

「もったいないからやだー!!　やっとエンストしないで動いたのに、クラッチ切ったらまたつなげなきゃいけないんでしょ!?　そしたらまたエンストするもん!!」

「そういうのは発進のときだけなの。いっぺん走り出しちゃえばそう簡単にエンストしないの。クラッチを切って、そう、そしたらまたクラッチを上げる」

　苦しげにエンジンをぶんぶん回し、一いつ速そくのままで50メートル以上も走っていたトラックが、重りを取り除かれたかのように滑なめらかな加速をはじめた。

「ほらできた。簡単簡単」

　イーヴァはハルカの不安を取り除こうとしてさっきから「簡単」を繰くり返しているが、当のハルカにはこれっぽっちも簡単であるとは思えない。だいたい、この得え体たいの知れない「クラッチ」というやつが何もかも悪いのだ。こういうペダルの類たぐいは「踏ふむ」が〝ＯＮ〟であると相場が決まっている。そして、車における〝ＯＮ〟とは走ることである。それが宇宙の真理である。なのに、このクラッチというやつだけは、最初は踏んでいて、上げると車が走り出すのだ。それが生理的にどうしても納なつ得とくできない。しかも、機き嫌げんをうかがいながらゆっくり上げないとエンストする。何かが間ま違ちがっている。イーヴァは自分にウソを教えているのではないだろうか。

　つまり、ハルカはイーヴァの言いなりに操そう作さしているだけで、何もわかっていないのだった。

　そんなに恐こわいのならブレーキを踏めばよさそうなものだが、イーヴァに言われた以外のことをする勇気などハルカにはない。エンジンが爆ばく発はつするとかタイヤが全部外れるとか、何かとんでもないことが起こりそうな気がする。

　というわけで、ハルカはイーヴァの指示にロボットのように従う以外になく、ふと気がつけばトラックはトップギアで大通りをがったんぼっこん跳はねながら疾しつ走そうしていた。よせばいいのに、スピードメーターを見てしまう。時速45キロ。

　あまりの恐きよう怖ふに意識が遠のく。

「ほら、もう運転できるじゃん。じゃそこ左にまがって」

「ええっ!?」

　耳を疑う。そんな恐おそろしい作業が自分にできるわけがない。今こうしてまっすぐ走っていること自体が自分でも信じられないのに。

「まっすぐ走るだけじゃつまんないでしょ？　そこを左に、あれ」

　通り過ぎてしまった。トラックは矢のような直進を続ける。

「じゃあ、次の十字路を左に──」

「ま、待ってよお！　まだ準備が──」

　と言っている間まにまた通り過ぎた。

「準備って何の準備よ」

「こ、こころのー!!」

「そんな、ドリフトしながらまがれって言ってるんじゃないんだから。ただまがるだけだもん。クラッチつなげて発進するより全然簡単でしょ？　ほら交差点交差点」

「まだー！　まだだめー!!　次の、その次の、その次！」

　次の交差点を通り過ぎ、

　その次の交差点も通り過ぎ、

　その次も、その次も、その次も通り過ぎた。

　そういえば、最初からハルカはがっちりとにぎりしめたステアリングを毛ほども動かしていない。路面のでこぼこもまったく避さけようとせずにひたすら直進している。行く手に障害物でもあったらどうするつもりなのだろうか。大通りがまっすぐだからよかったようなものである。

　が、まっすぐはまっすぐでも、道はじわじわと下くだり坂に変わりはじめた。

　トラックの速度は、ゆっくりと、しかし着実に上がっていく。

　見てはいかんとわかっているのに、スピードメーターをまた見てしまう。

　時速60キロ。

　ハルカの中で何かがキレた。

「──ハルカ、ねえ、ちょっと飛ばしすぎだよ。下り坂だしほら、そおっとブレーキ踏ふんでえ、スピード落としてえ、まがる」

　ハルカは笑っていた。少なくとも、イーヴァにはそれは笑顔に見えた。

　ひきつけのようにも見える笑顔であった。

　坂がどんどん急になる。

　スピードがどんどん上がっていく。

　イーヴァは、このトラックをこんなに飛ばしたことはない。

「ハルカ──聞いてる？」

　トラックは、ベイエリアの下り坂を、海めがけてまっしぐらに疾しつ走そうしていく。




　ハルカはケガをするのが好きだ。

　断っておくが、ハルカに妙みような趣味があるわけではない。それは違う。

　正確に言えば、ハルカはケガをして誰だれかに絆ばん創そう膏こうを貼はってもらうのが好きなのである。だから、包ほう丁ちようで指を切ったり走って転ころんでひざをすりむいたりすると、たいがいは「痛くてつらい」よりも「絆創膏を貼れて嬉うれしい」の方が大きくて、救きゆう急きゆう箱ばこを片手に大いばりで傷を見せにくる。絆創膏くらい自分で貼ればいいのにそうはしない。

　それが証しよう拠こに、ハルカは釣つり竿ざおを持って堤てい防ぼうに座っているくせに、さっきからウキの動きなんか少しも見てはいない。なごみきった表情で、右手の中指に巻かれた絆創膏をじっと見つめている。

「だいじょぶだよね？　他ほかに痛いところないよね？」

　イーヴァの声にハルカは我に返る。見れば、すぐとなりで竿を出しているイーヴァが、少し心配そうにのぞき込んでくる。

「うんん、だいじょぶだいじょぶ平へい気きへいき」

　それはそうだろう。ハルカは中指をちょっと切っただけで、他ほかはどこもケガなどしてはいないのだから。二人はウキに視線を戻もどす。

　ベイエリアの堤てい防ぼうの先っぽ。この街の最南端地点である。

　二人は釣りをしている。

　ふたりのすぐ後うしろには、ついさっきまで走る凶きよう器きと化していたトラックが止めてある。

　ハルカの中指の絆創膏は、イーヴァに貼はってもらったものである。

　断っておくが、暴ぼう走そうするトラックからイーヴァがハルカを抱かかえてダイビングし、奇き跡せき的てきにもハルカのケガは中指の切り傷きずだけですんだ、というわけではない。それは違う。

　トラックがベイエリアへと突とつ入にゆうしてずいぶんたったころ、イーヴァの悲鳴まじりの懸けん命めいの呼びかけにハルカは心しん神しん喪そう失しつ状態から回復し、それでもやっぱりまがることはできずに大通りを直進して、トラックはこの堤防まで来て円満に停車した。緊きん張ちようの糸が途と切ぎれ、ハルカはトラックから降おりてへなへなと座り込んだのだが、右手をついた場所にたまたまガラスのかけらがあって、それで中指の先をちょこっと切ってしまったのだ。

　そして、おでこの商しよう標ひようをいつも隠かくしているイーヴァは、絆創膏を常備していた。

　実に情けない、つまらない、何のドラマも何の面白味もないケガではあったが、イーヴァに絆創膏を貼ってもらったということが、ハルカにはひたすら嬉うれしかった。

　視線をウキから絆創膏に戻もどす。

　イーヴァの手の感かん触しよくがよみがえる。

　柔やわらかくて、

　あたたかくて、

　すべすべしていて、

「釣つれないね」

　イーヴァが言った。再び絆創膏から現実に引き戻されたハルカは、「え」と顔を上げた。

「ほんとにだいじょぶ？　頭ぶつけたりしてない？」

「だいじょぶ。それはだいじょぶだけど」

「そう？　さっきからなにかぼーっとしてるから。そんなんじゃ釣れるものも釣れないよ」

　イーヴァはそう言って竿さおを上げた。仕掛けを点検する。エサがなくなっている。

「たぶんそっちももうエサついてないと思う」

「えー、そうかなあ」

「絶対」

「でもさ、もしエサがまだついてて、でっかいお魚さんが食べようかなーどうしようかなーって迷ってるところだったら？」

「そこまでは責任持てない」

　ハルカも竿を上げてみた。イーヴァの言った通り、エサがなかった。

　この一年、ハルカはこの廃はい虚きよの街で思いつく限りのすべての遊びを試ためしてきた。この街には川も海もあるし、魚釣つりはハルカの得意な遊びのひとつだ。しかも釣った魚は食料になるわけだから一いつ挙きよ両りよう得とくである。クレリックの話によれば、三十年前の戦争で壊かい滅めつ的てきなまでの打だ撃げきを受けた生態系も、ここ十年ほどでかなり回復してきているらしい。事実、魚は数多くいて、釣れるときにはばかばかしくなるくらい釣れる。しかし、釣れないときは、まあこんなもの。

　ハルカは横目でちらりとイーヴァを盗ぬすみ見た。

　すごく真しん剣けんな顔をしてウキを見つめている。

　ここまで来たんだしせっかくだから釣りをしようと言い出したのはイーヴァだ。道具はトラックに積み込まれていた。幌ほろの中をちらりとのぞいたが、本当に色々な物がごちゃごちゃに詰つめ込まれていて、テレビゲームに出てくる魔ま法ほうの雑貨屋の店先のようだった。

　トラックを振ふり返ってみる。

　バンパーが曲がっているせいか、正面から見るトラックは、どこか悲しそうな顔つきだ。

　このトラックを見てもわかる。

　イーヴァとルークは、本当に長い間、ずっと旅をしてきたのだろう。その旅の果てに、手紙を詰つめたビンが天文学的な確率にうち勝って誰だれかの手元に流れ着くように、この街にたどり着いたのだ。

　他ほかのどの街でもない。自分がいる、この街に。

「あのね、」

　イーヴァが振り返る。ハルカはウキをじっと見つめたまま、

「もしね、一週間たって、用心棒はもういらないってみんなが言ってもね、わたしは反対するから。そんなの絶対反対だから。イーヴァもルークも、いやになるまで、どこかよそに行きたくなるまで、ずーっとここにいていいんだからね」

　イーヴァが自分をじっと見つめていることはわかったが、言ってしまってからちょっと恥はずかしくなって、ハルカはウキから目を離せなくなってしまった。

「記き憶おく喪そう失しつ、なんだよね」

　いきなり自分の話になったことに驚おどろいて、ハルカは顔を上げた。イーヴァの方は自分のウキに視線を戻もどしている。一いつ昨さく日じつのリビングでの自じ己こ紹しよう介かいで自分のことについてはすでにひと通り話していたが、ハルカはてれ隠かくしのためか、急に饒じよう舌ぜつになって、

「うん。クレリックさんは、長期間のコールドスリープの影えい響きようだって。しょうがないよね、なんてったって三十年だもん。知ってる？　あんまり長い間コールドスリープしてると、何とか・コーマ・シンデレラっていう病気になる確率がどんどん高くなるんだって。その病気になっちゃうと、解かい凍とう作業がうまくいって呼吸とか脈とかが全部元通りになっても、意識だけ戻もどらなくなっちゃうんだって。そのシンデレラにならなかっただけでもわたしはすっごいラッキーだったんだって。クレリックさんがそう言ってた」

　クレリックは多分「シンデレラ」ではなくて「シンドローム」と言ったのだろうが、イーヴァはただ「ふうん」とつぶやいて、

「そうだよね、あの人すごい物知りだよね」

「だってわたしの先生だもん」

　ハルカは自じ慢まんげ。イーヴァは考え深げ。

「あのクレリックさんがいてもだめなの？　昔のこと、なんにも思い出せないの？　どこに住んでたとか、家族のこととか」

　答えてひと言。

「うん」

　ハルカの表情に暗い影かげはない。

「でも平気。わたしには、みんながいるから。スパイク君やアンジェラさんやクレリックさんやリーブスさんやトリガー君や、」

　そこでハルカは言葉を切り、ウキに向かってはにかむような笑みを浮かべ、

「イーヴァや、ルークがいるから。だから平へい気き」

　それからしばらく、コンクリートを洗う波の音だけが聞こえていた。西の空が赤くなりはじめている。

「わたしは数に入れないで」

　イーヴァが突とつ然ぜん口を開ひらき、

「わたしは、ある日突然あなたのことが大だいっ嫌きらいになって、ひとりでどっかへ行っちゃうかもしれないんだから」

　そう言った。

　ハルカがイーヴァの言葉をかみ砕くだくには、かなりの時間がかかった。

　言葉としての意味は理解できても、イーヴァがなぜそんなことを言うのかがまるで理解できなかった。動転し、夢中になって考える。自分は何かイーヴァの気に障さわるようなことを言ってしまったのだろうか。

　無む論ろん、このときのハルカは知る由よしもない。イーヴァが「ルークと」ではなく「ひとりで」と言ったことの重大な意味を。

「あ、あの、」

　口ごもり、それでも何か言わなくてはと必死で言葉を探し、

「うーそ！　ハルカすぐマジになるんだから」

　イーヴァが大声ですべてをひっくり返した。

「でもね、そんなに他人を簡単に信用してたら長生きできないよ。それはほんと」

「──そんな、だって、」

「いっぱい旅して危あぶない目にもいっぱいあって、たどり着いた結論はそれ。ろくでもない連中がいっぱいいたんだから。ほんと、あなたたちなんて、今までよく無事だったなあって思う。危あぶなっかしくて見てられないよ」

「そんな、そんなこと言われたって──」

　なら、どうすればいいと言うのか。

「だから、」

　イーヴァが、その答えを口にした。

「用心棒がばっちりお守りしちゃうのです。保証してもいいよ。ルークはね、全戦全勝負け知らずの、ここらへんの荒こう野やでは最強の用心棒だから」

　イーヴァは、にっと笑った。

　ハルカは、ほっとした。イーヴァは、べつに何かに腹を立てたりしているわけではないようだ。

　さっきはなぜあんなことを言ったのか、それはわからないけれど。

「──ねえ、イーヴァとルークのこと、もっと聞かせて」

　ハルカはそう言ってみた。返事はすぐに返ってきた。

「また今度ね」

「やだそんなの。イーヴァって、わたしのことばっかり聞いて自分のこととかルークのこととか全然教えてくれないんだもん。そんなのずるいもん」

　だめだろうなと思いつつ、ハルカは食くい下がってみる。

「ハルカ、」

「なになになに？」

「ハルカのウキ、どこ？」

「え？」

　次の瞬しゆん間かん、リールのドラグがぎぎぎーっと音をたて、竿さお先さきが水面めがけてすごい力で引っぱり込まれた。




　帰りはイーヴァが運転するという線で、両者は意見の一致を見た。

　ハルカの逃がした魚は、誰だれかに話すたびに大きくなった。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　一カ月でもない、一日でもない。

　一週間というのは、実に中ちゆう途と半はん端ぱな、始し末まつに負えない時間である。

　一日の七倍。「それだけの時間があればやれそうに思えること」と「実際の数値的な時間の長さ」の関係が最もアンバランスで、希望的観測が最も発生しやすい。目標の設定の無む謀ぼうさに気づかなかったり、「まだ時間はある」という油断が生じたり。

　一日の七倍。確かに。

　しかし、一日分の七倍の何かを成せるのかと言えば、それはまず無理だ。

　一日分の七倍の信頼がそこに生まれるのかと言えば、それは絶対に無理だ。




　一緒に寝た。

　ハルカのベッドは二人で寝るにはちょっと狭かったが、イーヴァはその気になればいつでもどこでも立ったままでも「眠れる」わけだし、ハルカは眠ねむ気けを我が慢まんしきれなくなるまで眠るつもりはなかったので、それは大した問題ではなかった。時間を忘れて話し込んだ。懐かい中ちゆう電でん灯とうで天てん井じようを照らして、色々な形のシミに名前をつけた。

　それでも、イーヴァは、自分とルークのことについては語ろうとしなかった。




　一緒に勉強をした。

　午前中のクレリックの講義の最さい中ちゆうにハルカは居い眠ねむりをした。初めてのことだ。やはり夜よ更ふかしが効いている。イーヴァが来た日から、ハルカは目覚し時計を机に置くようになった。だって、クレリックさんの体内時計ってうそだもん。わたしの目覚し時計の方が正確だもん。目覚し時計が鳴ると、ハルカは問もん答どう無む用ようでイーヴァと一緒に部へ屋やを飛び出していく。日が暮れるまで帰ってこない。

　もちろん、スパイクはそれが面白くない。

　スパイクはそれがすぐに顔に出る。そのことをトリガーがからかう。ケンカになる。




　一緒に犬と遊んだ。

　イーヴァはめちゃくちゃ単純な名前をつけていた。「白」と「茶色」と「黒」。ずっと前からの知り合いで、一度エサをあげて以来、行く先々にしばしば姿を見せるのだという。白は無ぶ愛あい想そうで用心深い。茶色は言われもしないのにお座りとお手をする。黒は「取ってこい」が七割くらいの確率でできる。ハルカは夢中になって棒ぼうを投げ、黒がくわえて戻もどってくるたびに、やりすぎなくらいに誉ほめた。

　通りのずっと向こうのビルの壁面に、ルークがへばりついているのに気づいた。

　ルークは、じっとハルカを見ていた。

　ハルカが棒を持った手を振ふると、ルークは信じられないような動きでビルからビルへと飛び移って、あっという間まに姿を消した。




　一緒にお風ふ呂ろに入った。

　後こう悔かいした。ハルカは激しく落ち込んだ。

　その理由についてはここでは伏ふせる。




　一緒じゃない日が一日だけあった。

　お風ふ呂ろをすませ、日記を書き終え、ハルカはベッドの上に座ってひざのカサブタをはがしていた。十二時を回ってもイーヴァは姿を見せず、そんなこともあるよねと思って一度は毛布をかぶり、三十分ほどダンゴ虫のように丸まっていた。

　今度はわたしがイーヴァの部へ屋やに泊とまりに行こう。

　枕まくらと目覚し時計を持って、エレベータで二階に降おりた。暗い廊ろう下かを半分ほど歩き、闇やみの向こうから聞こえてくるのがイーヴァの怒ど鳴なり声ごえであることに気づいて足がすくんだ。口論をしているような雰ふん囲い気きなのに、聞こえるのはイーヴァの声だけ。相手はルークだろう。今すぐ立ち去るべきだという気持ちと、もっと近くへ行って何を話しているのか聞きたいという気持ちとに引き裂さかれ、枕を抱だきしめて立ち尽つくしていた。口論はそれほど長くは続かなかった。イーヴァの言葉は切れ切れにしか聞き取れなかったが、自分の名前が何度も出てきたことだけは確かだった。

　自分のベッドに戻もどった。眠ねむれなかった。




　翌よく日じつはハルカが洗せん濯たく当番の日で、洗濯物のカゴを抱かかえて屋上に上がり、昨さく夜やのことをぐるぐると考えながら機械的に仕事をした。

　気け配はいのようなものを感じて振ふり返ったのだろう。

　手すりの上にルークがいた。

　死ぬほど驚おどろいた。

　自分でも情けないくらいにびっくりしてしまったのが恥はずかしくて、ハルカは意地になり、ルークを無視して仕事を続けた。淡あわい青せい緑りよく色しよくの光を身体からだにゆらめかせ、ルークは手すりの上からハルカをじっと見つめ続けた。ついに洗濯物がなくなり、ハルカはルークに向き直って「わたしに何か用？　仕事サボってるとクビにしちゃうわよ」と脅おどした。

　ルークはハルカをじっと見つめたまま、右の触しよつ覚かくを動かした。

「何か用なの？　用があるならはっきり言いなさいよ。いっつも陰かげからこそこそわたしのこと見て。そんなんじゃ女の子にモテないんだから」

　ルークはハルカをじっと見つめたまま、右の触覚を動かした。

「あなたが喋しやべれないのはわかってるけどね、それならそれで何か方法があるでしょ？　誰だれかに通訳してもらうとか、紙に書くとか」

　ルークはハルカをじっと見つめたまま、左の触覚を動かした。

　ハルカはあっかんべーをした。空からっぽになったカゴを拾ひろい上げ、踵きびすを返し、ぷんすかしながら歩きだそうとして身体をこわばらせた。

　ゆっくりと振り返る。ルークはまだそこにいる。

「──わたしは、人間？」

　右の触覚が動く。

「わたしは、男？」

　左の触覚が動く。

　右がＹＥＳで左がＮＯだ。のそりとルークが動き、手すりから床ゆかに降おりた。ポシェットの中身がガシャリと音を立てる。ハルカはカゴを放ほうり出して駆かけ寄る。

　こんなに近くでルークを見るのは初めてだった。近くで見て初めて気がつくことがいくつもあった。ルークの精せい密みつ作業用のマニピュレーターが、人間と同じ五本の指を有してること。用心棒稼か業ぎようは長いはずなのに、薄うすい青がゆらめくなめらかな装そう甲こうにはひとつのキズも見当たらないこと。胸きよう部ぶ装甲に、まるで何かを隠かくすように、ぶっといテープがばってんに貼はりつけてあること。

　聞きたいことが頭の中に渦うず巻まき、そのことごとくがＹＥＳ／ＮＯでは答えられない質問であることに絶望し、ハルカはあまりのもどかしさに足あし踏ぶみをする。

「でも、どうして!?　ルークはすごいロボットさんだってクレリックさんが言ってたよ？　ロボットさん同士でなら話はできるんでしょ？」

　右ＹＥＳ。

「わたしに用があるのよね？　じゃあ、誰か呼んできて通訳してもらえば──」

　即そく座ざに左ＮＯ。

「──？　どうして？　──わたしに、内ない緒しよの話でもあるの？」

　右ＹＥＳ。

　ハルカはどきどきしてきた。これまでずっと謎なぞめいた存在だったルークが、懸けん命めいに自分と意思の疎そ通つうを図はかろうとしている。伝えたいことがあるのか。聞きたいことがあるのか。その両方なのか。

「でも、ＹＥＳとＮＯだけじゃ話なんてできないよ。こんなやり方じゃなくて、他ほかに何か──そっか、そうだ、待ってて！　紙とえんぴつ取ってくる」

　左ＮＯ。

「？　どういうことそれ？　だって──ルーク、あなた字は書ける？」

　左ＮＯ。

　読み書きのできないロボット。ハルカはそんなものがいるとは想像したこともなかった。

「それは、あなたが文字を理解できないっていうこと？　それとも、えんぴつが持てないとか、そういうこと？──ごめん、まず最初の方だけに答えて」

　ルークは少し考え、両方の触しよつ覚かくを動かした。

「それじゃわかんないよぉ！」

　ルークが両方の触覚をもう一度動かす。ただし、今度は左を大きく動かし、右は小さく。

「なにそれ──待って！　ちょっとだけなら読めたり書けたりする言葉もある！　そう!?」

　大きく右ＹＥＳ。

　やったあ！　小さな勝利にハルカは歓声を上げた。ハルカは転ころがるように屋上を飛び出し、部へ屋やに戻もどってメモパッドとえんぴつを取ってきた。メモパッドを開き、

「知ってる言葉をできるだけたくさん書いて！　そうすればそれも使って話ができるもの！」

　ルークは精せい密みつ作業用のマニピュレーターでえんぴつをにぎった。メモパッドをにらみ、首をかしげるようにして、不ぶ器き用ように芯しんを這はわせる。

　イーヴァのような意図的な「ゆらぎ」を設定されているものならともかく、当たり前な言語処理フロントエンドを持っているロボットなら、たいていは活字のような文字を書く。ルークの装そう備びにそうしたプロセスが含まれていないことは明らかで、ノートパッドに書かれたその文字は、幼児が書いたそれにも劣る、一見して文字とも思えないようなぐにゃぐにゃの線のかたまりだった。

『るうく』

　それでも、ハルカには読めた。それは確かに文字に違いなかった。

「うんうん！　あなたの名前よね！　他ほかには!?」

　ハルカはルークの身体からだに手をついてぴょんぴょん跳はねながら急せかす。

『いいば』

「その調子！　もっともっと！」

　それから、ルークは四十あまりの単語を書いた。

　しかし、その結果できあがった言葉のリストも、互たがいの意思疎そ通つうの助けとはなってくれそうもなかった。

　ルークの書いた言葉のほとんどは、『みかた』『てき』『きち』『わいやあ』『よろい』『ぢらい』『こいんさくせん』といった、軍や戦いに関係する言葉ばかりだった。特とく殊しゆな軍事用語なのか、それともルークが間ま違ちがえているのか、『ぺとせめたる』『むおのふいらめと』『ぢえといぢえくしよ』『なうしけかそつしおり』といった、意味のよくわからない言葉も多かった。それ以外では『いぬ』『てすと』『たべもの』『ぼおる』『ちうしゃ』『おとこ』『おんな』『とらつく』『まち』など。

　目を引いたのは、次の五つだ。

『きんぐ』『くいいん』『びしよぷ』『ないと』『ぽおん』

「──そういえば、『ルーク』ってチェスの駒こまの名前じゃなかったっけ？　だよね？　そう？」

　ルークは右の触しよつ覚かくを動かし、『ちえす』と書いた。

「あなたはルークだから、これは、お友達の名前？」

　かなり考えた末に、右ＹＥＳ。

　その人たちは今どうしてるの？──そう尋たずねようとして言葉を飲み込む。返事がＹＥＳとＮＯだけというのはやはりじれったい。

　そして、書くペースがだんだんと落ち始め、最後に０から９までの数字を書いてルークは沈ちん黙もくした。

「これだけ？　もうない？」

　ルークはハルカをちらりとみて、ノートパッドの新しいページをじっと凝ぎよう視しする。インターフェイスなどなくとも、ルークが一いつ生しよう懸けん命めい考えているのがハルカにはよくわかった。

　ずいぶん長いこと考え込み、ルークがためらいがちにえんぴつを動かした。

　書かれた文字の並びが、ハルカの心臓を止めた。

　そこには、こうあった。

『ひしゃまる』

　あのときよりひどい、とハルカは思った。

　顔や手足の血の気が引いていくのが自分でもわかった。両足から力が失うせ、ハルカは倒れまいとしてルークの身体からだに寄りかかった。心臓がばくばくしている。目を開あけているのに、視界がどんどん暗くなる。

「なに……これ……ねえ、ルーク、この、ひしゃまるっていうの、いったい……なに」

　口を動かすのもつらいのに、そう聞かずにはいられない。ルークが左の触しよつ覚かくを動かしたのが見えた。「わからない」ということだろうか。気分が悪い。あの地下道のときよりもずっと。すぐに、あまりの苦しさに何も考えられなくなった。息が苦しい。吸えるのに吐はけない。

　ハルカの異常に気づいて、ルークがあわてはじめる。

　ひしゃまる、という文字のえんぴつの黒が、暗く染そまる視界の黒と溶とけ合った。

　憶おぼえているのはそこまでだ。

　その瞬しゆん間かんを特定できない、滲むような失しつ神しんだった。ルークが自分を三階の医務室に運んだことも、酸素吸入のマスクを口に当てられていたことも憶おぼえていない。それでも、意識を失っていたのは五分ほどだという。気がついたらベッドに寝かされていて、ルークとイーヴァをのぞく全員の顔がそこにあった。

　日につ射しや病びようだと思いますが、今日明日きようあしたは安静にした方がいいと思います──クレリックがそう言った。スパイクが帽ぼう子しをかぶることについて大声で何か言って、リーブスになだめられていた。

　その後、すぐに眠ねむってしまった。しかし、その後も深い眠りが訪おとずれることはなく、眠りの黒と天てん井じようの白が何度も何度も繰くり返された。ベッドのわきの窓の外に、こちらをのぞき込むルークの姿を見たような気がするが、夢だったのかもしれない。

　ルークは、何を言いたかったのか。あるいは、何を聞きたかったのか。

　この日、結局、イーヴァは部へ屋やに閉とじこもったまま、一歩も外に出なかったらしい。

　後あとになって、スパイクから、そう聞いた。
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　こんな日は珍めずらしい。

　身体からだに当たる水の粒つぶを「痛い」と感じるほどの、顔を空に向ければ呼吸が苦しくなるほどの、滝たきのような雨が降っている。

　廃はい虚きよの灰色が空気に滲にじみ出している。耳をすませば、遠い地鳴りのような響ひびきが一時間に一度か二度くらいのペースで聞こえてくる。どこかのビルの傷口を雨が叩たたき、もろくなった壁がその圧力に耐えられなくなって崩ほう落らくする音だ。

　アンジェラは身を伏ふせている。

　わずかに傾かたむいた七階建てのビルの屋上で、アンジェラは穴あなだらけの迷めい彩さいシートをかぶり、背中を雨に打たれている。防ぼう刃じん素材のプロテクトギアを身にまとっている。「勝負がつかなくなる」という理由で、〝サーカス〟のレギュレーションでは禁止されていたやつだ。軍ぐん刀とうを背に、床ゆかにぴったりと身を伏せ、前方の一点を凝ぎよう視ししたまま、ゴルゴンに魅み入いられでもしたかのように身動きもしない。ｉシールドの視覚アクセラレータが酷こく使しされすぎて加熱し、雨の飛ひ沫まつを湯ゆ気げに変えている。

　アンジェラの視線の方向、３００メートルの雨音を隔へだてたその先には、豪ごう雨うに煙けむる巨きよ大だい昆こん虫ちゆうの姿があった。

　ルークだ。

　似にたようなビルのやはり屋上、ルークはアンジェラに背を向け、やはり身動きもせずに、街の果てる先の荒こう野やをじっと見つめている。その姿は暗い色調にゆらゆらとかすみ、じっと注視していることが難しい。

　ルークが用心棒となった六日前から、アンジェラはこうしてルークの動きをずっと監かん視ししていた。

　アンジェラは、このことを特に秘密にはしていない。が、毎日毎日何をしているのかと尋たずねられたこともなかったので、このことをまだ誰だれにも話してはいない。

　初日、ルークは自前の全天候型のセンサーを街じゅうに敷ふ設せつして回った。このセンサーで収集されたデータを、ルークは毎日午後十時きっかりにクレリックに提出しにくる。そのデータは極めて詳細なもので、気流や温度変化、所しよ属ぞく不明オブジェクトの有う無む、果ては街中の野犬の動きまでが記録されていた。クレリックはルークの使用しているセンサーの作動方式を聞き出そうとしたが、ルークは企業秘密だと言って明かそうとはしなかったらしい。

　それから毎日、ルークは一日二十二時間のパトロールを繰くり返している。アンジェラはその動きにフルタイムで付き合った。アンジェラとしては充じゆう分ぶんな距離をおいていたつもりだったし、ルークの方にもアンジェラに気づいている様よう子すはなかった。が、それはあやしいものだ──とアンジェラは思っている。ルークはとっくにアンジェラに気づいており、無視しているだけなのかもしれない。ルークはワイヤーを使ってビルとビルの間を高速移動することがあり、そうなるとアンジェラはルークを追つい跡せきしきれずに見失ってしまう。が、それとて、アンジェラを振ふり切ろうとしてのことなのか、それともちまちま歩いて移動するのが面めん倒どうになっただけなのか、やはりわからない。

　パトロール中のルークは時折、アンジェラには理解不能な奇き妙みような行動に出ることがあった。

　最もよく見かけるのは、道みち端ばたに落ちている物を拾ひろってポシェットに入れる、という行動である。「気に入った物は何でもポシェットに入れてしまう」というイーヴァの言葉に噓うそはないようだが、それにしても、なぜそんなことをするのかわからないし、しかも、ルークは本当につまらないガラクタばかり気に入るようだった。空あきビンや空あき缶かん。ナベ。おたま。車のナンバープレート。ビニール製のバット。浴よく槽そうを掃除する大きなタワシ。最初はそれらをいちいち記き憶おくしていたアンジェラだったが、ばかばかしくなってすぐにやめてしまった。トリガーがあのポシェットの中に押し込まれるのも、そう遠い日のことではないだろう。トリガーがガラクタであると言うつもりはないが。

　ビルの角かどなどに顔を近づけてその場でくるくる回る、というのもよく見かける。どうやら嗅きゆう覚かくセンサーで匂においを確認しているようなのだが、何の匂いなのかはわからない。

　土がむき出しになっている場所で熱心に穴あなを掘る、というのもある。あれが一番わからない。初めてその奇き行こうを目もく撃げきしたとき、地じ雷らいでも埋うめるのかとアンジェラは思ったものだ。ところが、穴あなを掘り終えたルークは、ポシェットに入れていたガラクタのいくつかを埋めはじめたのである。そうした「隠かくし場所」は街じゅうに全部で四箇か所しよあって、ルークは時々その場所を訪れてはガラクタを掘り出し、代わりに別のものを埋めていく。トリガーが生き埋めにされるのも、そう遠い日のことではないだろう。トリガーがガラクタであると言うつもりはないが。

　どこかのビルがまた崩くずれた。

　空が暗さを増まし、雨あま足あしがさらに強まった。わずかに傾かたむいた七階建てのビルの屋上で、アンジェラは視覚センサーのモードを「暗あん視し」に変えた。

　ルークの姿に目を凝こらす。

　アンジェラに背を向け、荒こう野やの彼方かなたを見つめてルークは動かない。

　どちらも、もう、三十分以上もそうしている。

　当初、アンジェラは、今のルークの「これ」も、奇き行こうのひとつとして数えていた。ルークはパトロール中によく「これ」をやる。石になったように動きを止め、荒野の彼方かなたをじっと見つめることがある。それは、短いときにはほんの数秒、長いときには一時間以上にも及およぶ。

　監かん視しを始めて三日目、アンジェラは、ルークのこの行動の意味を知った。

　あのとき、ルークは街の外れの、荒野へとまっすぐに続く道の真まん中なかにいた。そしていつもと同じように、何の前まえ触ぶれもなく石になった。またかよ、とアンジェラが思った瞬しゆん間かん、ルークの体色に鮮あざやかな赤が混じった。アンジェラは懸けん命めいにルークの視線の先を追った。
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　アンジェラの視覚センサーの限界ぎりぎりの距離に、ゆっくりと動く七つの点があった。

　対たい人じん機械歩兵の一団であった。

　その姿が完全に消え、センサーに捉とらえられなくなるまで、ルークは連中の動きから目を離そうとはしなかった。

　ルークの監かん視しを続けるうちに、この街の周囲には予想以上に多くの機械歩兵がいることにアンジェラは気づいていった。ルークほどのセンサーを持たない鈍どん感かんな自分たちは、そのことを知らずに、たまたまの幸運続きで無事に日々を過ごしていたにすぎない。

　ルークは連中の動きを監視し、「仕事」をしていたのである。

　優秀な用心棒としての、この上もなく完かん璧ぺきな仕事を。

　アンジェラは、思う。

　腹の立つ野や郎ろうだ、と。




　ルークが動いた。

　ルークが何を監視していたのか──機械歩兵なのか、それともそれ以外の何かなのか──アンジェラにはついにわからなかった。これだけの雨の中だし、それでなくても、センサーの精度が違いすぎて、ルークが何を見ているのかアンジェラにはわからないことの方が多かった。

　ルークが身をかがめ、巨きよ大だいな後こう脚きやくに想像もつかない力が込められた。隣となりのビルに飛び移るつもりらしい。

　アンジェラはその瞬しゆん間かんを狙ねらって、交信レーザーをルークの装そう甲こうに照しよう射しやした。わざわざルークの交信ポートをロックしたりはしなかった。どうせ、相手はあれだけの高級品づくめなのだ。感知焦しよう点てんを仕し込こんだ複合装甲を身体からだ中じゆうに使っているに決まっていた。

　アンジェラの思った通り、ルークがレーザーに気づいてびくりと身を震ふるわせた。瞬しゆん時じに方向を逆算し、正確にアンジェラのいるビルを振ふり向く。

　ＲＴＲを上げ、転送レートを最速に設定し、言った。

　ANGELA-RES（001）：話がある。一秒だけ時間もらうぞ。：EOS

　戸と惑まどっているような沈ちん黙もくが16マイクロ秒、そしてルークの返答、

　ROOK-RES（001）：──？　アンジェラさん？　何か用？：EOS

　今度はアンジェラが沈黙する。からみあった感情を整理しようとして失敗する。

　ANGELA-RES（002）：──あたしは、今までずっと、最初の日から今日まで、街をうろつくお前をフル監視していた。気づいてたか？：EOS

　ROOK-RES（002）：──気がついたこともあったけど、ずっと見てたなんて知らなかった。でも、どうして？　ぼくがサボっていないか見み張はるため？：EOS

　再びアンジェラは、64マイクロ秒にわたって沈黙する。

　ANGELA-RES（003）：──とにかく、お前は優秀だ。全面的に認める。六日間監かん視しを続けた、それがあたしの結論だ。：EOS

　ROOK-RES（003）：──ありがとう。：EOS

　ANGELA-RES（004）：見み張はりとしてはな。：EOS

　ルークが黙だまり込む。電波の向こうで、ルークが何かをぐるぐると考えている気け配はいがある。

　ANGELA-RES（005）：お前をクビにするかどうかは明日あした決まる。ただ見張るだけじゃ用心棒は務まらない。だから、試す。：EOS

　ROOK-RES（005）：何を？：EOS

　ANGELA-RES（006）：降りかかる火ひの粉こを払はらいのける力が、お前にあるかどうか。：EOS

　アンジェラが何をやろうとしているのか、ルークにはもうわかっていたはずだ。

　しかし、ルークは尋たずねた。

　ROOK-RES（006）：どうやって？　そんなのどうやって試ためすの？：EOS

　アンジェラについて、描写していなかったことがひとつある。その穴あなをいま埋めよう。わずかに傾かたむいた七階建てのビルの屋上で、迷めい彩さいシートをかぶり、プロテクトギアを身にまとい、軍刀を背に、ぴったりと身を伏ふせ、

　アンジェラは、巨大なスコープをマウントした大だい口こう径けいのスナイパーライフルを構えている。

　ANGELA-RES（007）：あたしが襲おそってやるよ。：EOS

　アンジェラは四回連続でトリガーを引いた。

　ルークのいる屋上、肉眼でも見えるくらいのコンクリートの炸さく裂れつがいくつも起こった。




　視覚センサーは初しよ弾だんの発射される閃せん光こうを捉とらえていたし、着ちやく弾だんよりも早く、ルークはそれがわざと外した弾だん道どうであることを計算し尽つくしていた。コンクリートの壁や床ゆかが、まるで爆ばく薬やくでも仕し込こんであったかのようにはじけ、人間の頭がすっぽりと収まるほどの乾かわいた穴あなが開あき、瞬またたく間まに激しい雨に濡ぬれていく。

　生なま身みの人間ならそれだけで致命傷になりかねない量のコンクリートの破は片へんを浴び、それでもルークはその場を一歩も動かなかった。

　ROOK-RES（007）：やめた方がいいよ、こんなの。：EOS

　答えはなく、光があった。

　当たる。

　37Ｇで真ま横よこへ跳ちよう躍やく。装そう甲こうを濡らしていた無数の水すい滴てきがルークの形に空中に取り残される。水滴が重力に引かれて形を崩くずし、床に落ちてざあっという音を立て、そのときルークはすでに三つめのビルの屋上で三度目の跳ちよう躍やくを終えていた。アンジェラのいるビルまでは３００メートル。そのうちの２５０メートルの距離を一秒かからずに詰つめている。だが、これでも必要最低限の速度だ。外すにせよ当てるにせよ、これまでに発射された五発は実に見事な弾道だった。アンジェラは油断のならない相手だ。これ以下のトロい動きでは絶対にやられる。

　アンジェラは六発目をまだ撃うたない。

　次は本気で当ててくる。それはわかっている。

　どのくらい本気で当ててくるのか。それはわからない。

　ラスト50メートル。アンジェラのいるビルめがけて床ゆかを蹴ける。最後の跳ちよう躍やくの衝しよう撃げきにその屋上の半分以上が砕くだける。迷めい彩さいシートが目に入る。ワイヤーを駆く使しして軌き道どうを強ごう引いんにねじ曲げ、力りき場ばで重力を殺し、

　──いない！

　着地。信じ難がたいことに、無音。

　油断なく周囲を索さく敵てき。黄色の帯おびがゆらめく身体からだを雨が叩たたき、無数の水すい滴てきが装そう甲こうの表面をジグザグに這はい落ちて膨ふくれ上がっていく。

　屋上、シートとライフルはその場に残されているが、あるべき反応がなにもない。

　アンジェラはそこにはいない。

　雨のせいで鼻がきかない。嗅きゆう覚かくセンサーがヘタっている。光と音と熱を頼たよりに、アンジェラの存在を慎しん重ちように探さぐる。50平方メートルほどの屋上。給水タンクとダクトの排はい気き口こうがいくつも。西側に巨きよ大だいな広告塔、時間の流れにぼろくそにされた巨大な恵え比び寿すの像。鯛たいも釣つり竿ざおもとっくの昔になくなり、鉄骨を打つ雨の音が内側のがらんどうに反はん響きようして、まるで滝たきのように聞こえる。

　ここまではアンジェラの計算通りのはずだ。スライム・マグナムをあれだけの弾だん道どうでよこす相手が、そもそもスライム・マグナムの中距離射しや撃げきなどで自分を仕し留とめられると考えていたとは思えない。あの一連の射撃の目的は、宣せん戦せん布ふ告こくの意思表示と、自分をここに呼び寄せること。あれで逃げるような奴やつは失格だ──とでも言うつもりなのだろう。

　物音。

　視界を左側面にシフト。

　フラッシュグレネードが床に弾はずんで固い音を立て、空中にあった。

　問題は爆ばく音おんよりも閃せん光こうだった。左側面の光学系センサーのほとんど全部が仮か死し状態に追い込まれ、シールドの間まに合わなかった七つ以上の回線がタコ糸に成り下がった。

　恵え比び寿すの帽ぼう子しの上でアンジェラが立ち上がる。

　閃光に背を向けている。

　ルークを見てもいない。

　軍ぐん刀とうを抜ぬいてさえいない。

　ぐずぐずするな、動け──ルークは自らの身体にそう言い聞かせ、目め潰つぶしの影えい響きようから回復しきれないまま、雨あま水みずを飛び散らせて九十度回転、滑すべるような動きで後こう方ほうに逃げる。

　アンジェラは身体を伸のばしたまま、ゆっくりと背後の虚こ空くうへと倒れ込む。濃のう密みつな雨う滴てきと共に落下し、身体をぎゅっと縮めて回転させ、右のひざでルークの胸きよう部ぶと腹部の関節を狙ねらった。

　ルークが消えた。

　アンジェラが着地。コンクリートに亀き裂れつが走る。ルークは着地するアンジェラの背後に回り込むように逃げた。アンジェラはあっけなくルークを見失い、しかしアンジェラの左足はルークを正確に追つい撃げきした。左足そく刀とうが雨う滴てきをまとって疾はしり、背後のわずかな音源めがけて襲おそいかかった。ルークはさらに逃げ、逃げ切れず、蹴けられた衝しよう撃げきを殺し切れずにダクトの排はい気き口こうに激げき突とつした。ルークは夢中でセンサーを振ふり回す。アンジェラはすでにそこにはいない。雨の音が邪じや魔まだ。アンジェラはルークの真上、身体からだを回転させて肘ひじで関節を狙ねらうが、ルークはすでにそこにはいない。手足が空くうを切り裂さくたびに、その風圧で濃厚な雨滴が束たばになって跳ね飛ばされる。豪ごう雨うがまるでこの屋上から吹き出しているかのようだ。双そう方ほうの回避能力が高すぎて、どちらも互たがいの姿を一いつ瞬しゆん以上視界に捉とらえ続けることができない。ひ弱で愚ぐ図ずな人間サルがじゃれ合うのとはわけが違う。すでにアンジェラの敵はルークではなく、ルークの敵もアンジェラではすでにない。敵は視界の外を、大たい抵ていは背後を、冗じよう談だんのような速度で動き続ける気け配はいだ。相手が消音しそこなったかすかな音源に食くらいつき、軌き道どう計算プロセスが光の速度で吐はき出し続ける何百通りもの解の隙すき間まめがけ、必死の打だ撃げきを繰くり出す。

　それでもまだアンジェラは軍ぐん刀とうを抜ぬかない。

　ルークが空中に逃げる。自分の真ま下したにいるアンジェラを右の攻こう撃げき肢しでなぎ払はらう。アンジェラは床ゆかにはりつき、ルークの着地の瞬しゆん間かんを狙って地を這はうような跳ちよう躍やく、胸きよう部ぶに肘を打ち込む。ルークの胸部関節内に異常熱源が発生。液体回路三系統のうちのひとつが信号に反応しなくなる。山のようなエラー。

　──内部から破は壊かいするつもりだ。

　ルークはさらに、さらに逃げる。アンジェラはそれ以上に速度を上げてルークを追う。掌しようがルークの頭部を捉える。視覚センサーのひとつが死ぬ。

　──だからスライム・マグナムだったんだ。この人は、手持ちの武装ではぼくの装そう甲こうを破壊できないことを承知で、衝しよう撃げきで内部の回路を潰つぶすつもりで、

　アンジェラの足刀がルークの頭部を嚙かむ。アンジェラがルークを捕ほ捉そくし始めている。確かに、ルークの装甲は優秀である。しかし、拳こぶしであれ何であれ、物体がこんなめちゃくちゃな速度で衝しよう突とつすれば内部に衝しよう撃げきが生じる。衝撃は装甲をすり抜け、精密に計算された回路の電子的な均きん衡こうを突つき崩くずしてしまう。テレビをぶっ叩たたけば画面が乱れるのと同じ、人間をぶっ叩けば意識を失うのと同じ。

　──この人は本気でぼくを殺すつもりだ。

　ルークの体色が毒どく虫むし色いろに変化した。

　──この人は、すごい。

　そう思った。

　自分の光学神経にウエイトをかけていた七つのプロテクトのうちの、三つだけを外した。

　信じられないことが起こった。そのとき、アンジェラはルークの頭部に攻こう撃げきを集中していた。左の掌しようでルークの首関節をぶち抜ぬこうとした瞬しゆん間かん、その手首から先が消失した。

「!!」

　何が起こったのかわからなかった。ヤバい、とにかくそう思った。アンジェラは懸けん命めいに距離をとろうとして背後に跳ちよう躍やく、左手が使えず、着地の体勢がほんの少しだけ崩れた。その瞬間、穴あながあいたかと思うほどの衝しよう撃げきが背中のど真まん中なかを貫つらぬいた。

　ルークが二人いる。

　一いつ瞬しゆん、アンジェラはそこまで考えた。そうでないとするなら、たった今、ルークは、それまでとは比ひ較かくにならない速度で動き回っていることになる。もはや、自分のセンサーでは追い切れないほどの速度で。アンジェラはオモチャのように吹っ飛ばされ、顔面から落ちて、身体からだがびしょ濡ぬれの床ゆかを滑すべった。思考が空白に埋うめ尽つくされた。ｉシールドが砕くだけてぶら下さがっていた。目の前に、切断された自分の左手が落ちていた。仰向あおむけになり、半身を起こしたときには、毒どく虫むし色いろのルークはもう目の前にいて、

　鞘さやを払はらった。

　もはや勝ち目はない。こんな長ドス一いつ丁ちようで何がどうなるわけでもない。それは、当のアンジェラが一番よくわかっている。しかし、ここで死ぬなら、せめて相手の身体にサインのひとつも残してやらなければハラの虫がおさまらない。そう思って、ただそれだけを考えて、

　ルークの右みぎ前ぜん脚きやくに、叩たたきつけるように胸を踏ふまれた。

　アンジェラは覚かく悟ごを決めた。

　雨に濡ぬれた刃やいばを閃ひらめかせ、手品のように軍ぐん刀とうを逆さか手てに握り直し、

　金属音が、雨音にかき消された。




　そして、アンジェラは、まだ生きていた。

　二尺しやく五寸すんの白はく刃じんの半分以上が、ルークの首関節に埋うまっていた。

　ルークは、アンジェラの苦しまぎれの一いち撃げきを、かわそうともしなかった。

　毒どく虫むし色いろは雨に洗い流されていた。

　なぜなら、それ以前に勝負はついていたから。

　二本の細くて固い銀色の糸、小さなアンカーのついた単分子モノフィラメントが、アンジェラの首と胴どうに巻きついているから。

　もしルークにその気があったら、アンジェラは軍刀を抜くより前に三つに分かれていたから。

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

　アンジェラが、言った。軍刀に手をかけたまま。

　ROOK-RES（008）：あんまり。でも、治なおるから。：EOS

　ルークは単分子モノフィラメントを通電させて焼却処理した。じじ、と音を立て、銀の糸が煙けむりになって消滅する。

　アンジェラがルークの首から刀とう身しんを引き抜ぬいた。ルークは痛みを感じているかのように微かすかに身をよじり、アンジェラの胸からそっと脚あしをどけた。

　それでもアンジェラは起き上がらない。

　ごん、と後頭部を床ゆかに打ちつけ、人間なら到とう底てい目を開あけていられないような豪ごう雨うの中で目を開けて、黒々とした空を見つめている。

　立てないのかな、とルークは思う。アンジェラの身体からだを持ち上げようと手を伸のばしたとき、

「触さわんな」

　まるで怒ど鳴なりつけられでもしたかのように、ルークの手がびくりとした。しぶしぶと手を引っ込める。恐おそる恐るアンジェラの表情をうかがう。ｉシールドが砕くだけている。初めて見るアンジェラの素顔が、容よう赦しやのない雨に打たれている。

　──アンジェラさんは、最初から最後まで本気だった。

　ルークはそう思う。

　その理由がずっとわからなかった。だからルークは本気になれなかった。ルークの実力を試すにしても、もっとまともなやり方が他ほかにいくらでもある。

　しかし、今、ルークは思う。

　アンジェラは、ゲームなどではない、正しよう真しん正しよう銘めいの実戦を通してしか見ることができないものを見ようとしたのだろう。

　アンジェラは、自分が本当に信用するに足たる相手なのかを確かめようとしたのだろう。

　ルークはそう思う。それは、確かだと思う。

　でも、

　なら、もう全部終わったのに、どうして起き上がってくれないのか。

　どうしてこんなに悲しそうな目をしているのか。

「大だい丈じよう夫ぶだ。行っちまえよ」

　アンジェラがつぶやく。

　ルークは迷う。どうしたらいいのかわからない。

　イーヴァなら、こんなときでも、きっと、うまくやるのだろう。

　それでも、ルークはその場を立ち去ろうとする。足取りがおかしい。左ひだり中ちゆう脚きやくがまるで動かない。それでもなんとか屋上のふちまでたどり着く。もう一度背後を振ふり返る。首をかしげ、身体をもじもじさせる。

「行け」

　アンジェラは身動きもせずに雨を見つめている。ルークはあきらめる。廃はい虚きよに向き直り、空を見上げ、せめてこの雨だけでも止やんでくれないだろうかと思う。

　そして、こう言った。

　ROOK-RES（009）：──こんなにやられたの、初めてだよ。：EOS

　何か答えてくれるかもしれないと思って、ちょっとだけ待ってみた。

　アンジェラは、ついに答えなかった。

　ルークはうつむき、身体からだを沈める。その姿がかき消すように屋上から消える。

　アンジェラは、ルークの跳ちよう躍やくの衝しよう撃げきを背中で感じる。

　人間なら到とう底てい目を開あけていられないような豪ごう雨うの中で目を開けて、黒々とした空を見つめている。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　晴れた。

　朝食のすぐ後あとに、ハルカの言うところの「人民会議」が招集された。

　議題は、「用心棒の契けい約やくを延長するか否か」である。

　決死の覚かく悟ごでハルカはこの場に臨のぞんだ。のだが、拍ひよう子し抜ぬけしたことに、肯定的な意見があっちからもこっちからも出てきた。

　クレリックは、ルークが毎日提出するデータが極めて詳しよう細さいかつ有用なものであると認め、自分たちが保有している警けい戒かいシステムよりもはるかに高い索さく敵てき能力をルークが有していると認め、イーヴァとルークが自分たちに対する害がい意いを隠かくし持っている可能性はここに至って極めて低いものになった、と結んだ。

　リーブスはこう言った。イーヴァはよく仕事も手伝ってくれるし、そうそう、お料理もなかなか上じよう手ずなのよねえ。それに──そこでリーブスはハルカを見て──イーヴァが来てから、ハルカ様もずいぶん明るくなった感じするわ。

　意外なことに、トリガーはルークの契約延長に賛成した。ここで逃げられてたまるかっつーんだよ。近いうちに勝負してやる。オレ様を怒おこらせたらどうなるか、あの野や郎ろうにたっぷり思い知らせてやるぜ。鼻息も荒あらくそう宣言した。まあ、どうしてもやるというのならべつに止めはしない。が、そういうセリフを吐はくのは、竹たけ竿ざおと鳥よけの目めん玉たまと「食べられません」のステッカーを卒業してからにしてもらいたい。

　スパイクとアンジェラは発言しなかった。

　勝っちゃった──とハルカは思った。

　これでスパイクとアンジェラが反対しても、四対二で勝てる。スパイクとアンジェラが、いまだにイーヴァとルークを積極的に認めてくれないのはちょっと悲しかったけど、それは時間が解決するとハルカは思う。スパイクもアンジェラも、そのうちに、きっとあの二人のいいところを見つけるはずだ。

　きっと、みんな、仲良くなれるはずだ。

　そして、クレリックが決を取った。

「それでは、ルークの用心棒としての契けい約やくを延長し、ルーク、イーヴァ両名に引き続きここに留まってもらうことに賛成の人、手を上げてください」

　ハルカが真まっ先さきに手を上げた。

　クレリックも手を上げており、リーブスも手を上げた。トリガーも。

　そして、それを目にした全員が驚おどろいた。

　アンジェラが手を上げていた。




　ハルカが弾だん丸がんのようにリビングを飛び出していき、それぞれはそれぞれの仕事に戻もどる。

　部へ屋やを出ようとしたアンジェラに、クレリックが声をかけた。

「──その手はどうしました？」

　アンジェラの足が止まった。会議の間はずっと隠かくしていたが、アンジェラの左手には、親指と小指だけが分かれた抗こう菌きんフィルムのグローブがはめられている。移い植しよくしたばかりのスペアパーツを保護するためのものだ。

「転ころんだ」

　アンジェラはそう答え、リビングを後あとにした。

　クレリックは資料をまとめ終わり、ソファに座ってうつむいたままのスパイクを見つめる。

「スパイク君」

「大だい丈じよう夫ぶ。わかってるよ」

　スパイクが顔を上げ、

「考えがまとまらなくて、いいかげんな気持ちで手を上げるわけにはいかないと思ってさ。僕も賛成する。ルークは頼たのもしい用心棒だし、ハルカ様には友達が必要だし。納なつ得とくしてるよ」

　笑った。

　ロボットは、笑いたいときにはいつでも笑える。




「発表しまあ──す!!」

　ハルカはイーヴァとルークの部へ屋やに殴なぐり込んだが、部屋には誰だれもいなかった。ハルカは家中を駆かけずり回って二人の姿を探した。

　イーヴァが屋上にいた。

　走り回ったせいで息が上がって、ハルカはしばらくの間ひざに手をついたまま、何も喋しやべれなかった。ハルカの呼吸が整うのを待ってから、イーヴァが言った。

「おはよ」

　そう言えば、イーヴァの顔を見るのは丸一日ぶりだ。

　そして、ハルカは契約の延長を伝えた。今度は一カ月。お礼についてはまた改めて話し合う。

「そう」

　そのことについてのイーヴァの感想は、そのひと言だった。手すりに肘ひじをついて廃はい虚きよの街を見つめ、何か別のことを考えているような顔をしている。

　ハルカは戸と惑まどい、

「──どうかした？」

　イーヴァはあわてて振ふり返った。

「え？　あ、うんん、ごめん、考えごとしてたから」

「また、一緒に遊べるね」

　ハルカのその言葉にイーヴァは答えて、

「うん」

　笑った。

　ロボットは、笑いたいときにはいつでも笑える。


























　７月12日（水）２０５６年　たぶん晴れ　降水確率はわかりません




　きのう日記を書かなかったのは、めんどくさくてサボったとか忘れてたとか、そういうことじゃありません。

　気持ちを落ち着けてからでないと、めちゃくちゃなこと書いちゃいそうな気がしたから。

　今日きようは一日部へ屋やから出なかったし、なんにも書くことがありません。だから、きのうのことを書きます。もう書いても大だい丈じよう夫ぶだと思います。

　イーヴァとケンカをしました。

　前にもちょっと書いたことあるけど、最近のイーヴァはどこかへんでした。ぼんやりと何かを考えているようなことがよくあって、わたしが声をかけても無視したり、「うるさい」とか「あっち行ってて」とか、何か他ほかの意い地じ悪わるなこと言ったり。でも、そういうのはそのときだけで、後あとはふつうです。でも、日記には書かなかったけど、何日か前の夜中、おしっこに起きてトイレに行って戻もどってきたら、真まっ暗くらな廊ろう下かのわたしの部屋の前にイーヴァがじっと立ってたことがありました。びっくりしたし、ちょっと恐こわくなったけど、わたしの部屋に泊とまりにきたのかなって思って声をかけたら、走って行ってしまいました。逃げるみたいに。

　きのうのケンカは、こんなふうでした。

　しばらく前からわたしはルークに字の書き方を教えています。みんなにも手伝ってもらおうって言ってもルークは「ＮＯ」だって言うので、このことはまだ誰だれにも話していません。ルークは憶おぼえがすごく早いんだけど、ちょっとへんなの。習ったことがないから字を書けない、っていうのとは違う感じ。他ほかの言葉はどんどん憶えるのに、いくら教えても書けない言葉があったり、文字の上下左右を逆さかさまに書いたり。いつかの講義に出てきた「失しつ語ご症しよう」っていうのに似にてると思って、「ロボットも失語症になる？」ってクレリックさんに聞いたら「どうしてそんなこと聞くんです？」って言われて、そのときはなんとなくごまかしちゃったけど。とにかく、きのうもわたしはパトロール中のルークと公園で落ち合って、字の練習をしていました。

　そこにイーヴァがやってきました。

　偶ぐう然ぜんだったのかどうかはわかりません。

　イーヴァは、「何してるの」とか、そんなことを言ったと思います。

　ルークは「ＮＯ」って言ってたけど、見つかっちゃったものはしかたがないと思って、わたしはルークに字を教えていたことを話しました。ほら、もうこんなに書けるようになったよって言って、ノートを見せました。

　いきなりひっぱたかれました。

　痛かったとかそういうことよりも、わたしはびっくりして、腰こしが抜ぬけたみたいにしゃがみ込んでしまいました。イーヴァはすごく怒おこって、「わたしの相あい棒ぼうによけいなことをするな」とか「人間だからってエラそうに」とか、すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なりました。ルークも電波を使ってイーヴァに何か言ったらしくて、イーヴァはわたしだけじゃなくてルークにも「あんたは黙だまってて」とか「それとハルカは関係ないでしょ」とか、すごい勢いきおいで怒鳴っていました。イーヴァがどうしてあんなに怒ったのか、今でもよくわかりません。

　イーヴァがわたしからノートを取り上げて、破りました。

　もちろん、わたしも冷静じゃなかったと思います。

　かっとなって、イーヴァと取っ組み合いになって、それから後あとのことはよく憶おぼえていません。たぶん、わたしもイーヴァをひっぱたいたり、髪かみの毛を引っぱったりしたと思います。ルークがわたしたち二人を引き離してくれましたが、イーヴァはわたしをにらんで、すぐにどこかに行ってしまいました。

　それから家に戻もどって、部へ屋やに入って、破れたノートをセロテープで貼はりました。

　それからずっと、ついさっきまで、ベッドで丸くなって死んでいました。みんな、心配かけてごめんなさい。病気はうそです。

　でも、気分がよくなかったのはほんとです。

　ずうっと考えていたけど、わたしはイーヴァにはなにもしていないし、ルークに字を教えることがなぜいけないのかわかりません。でも、イーヴァがあんなに怒おこったんだから、きっとわたしの知らない理由があるんだと思います。

　明日あしたになったら、もしその勇気が出たら、ちゃんと話をしてみようと思います。

　ちゃんと話をすれば、きっと仲直りできると思います。




　クレリックさんごめんなさい。まだ３キロだけど、今日きようはこれだけしか書けません。
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　バスケットコートでひとり、ハルカは空気が抜けてべこべこになったボールを蹴けって遊んでいる。

　自分は、世界一の意い気く地じなしだと思う。

　イーヴァと話をする勇気を奮ふるい起こすことができなかった。

　確かに、今日はまだイーヴァと顔を合わせてはいない。顔を合わせなければ話はできない。しかし、そんなものはただの言い訳だ。イーヴァはどこにいるのかと誰だれかに尋たずねることも、こちらから積極的にイーヴァの姿を探すことも、自分はしなかった。

　ボールを蹴ける「ばっくん」という重ったるい感かん触しよくに、わけもなくイライラする。

　ゴールポストにぶつけようとしているのに、さっきからちっとも当たらない。

　ボールがゴールポストをかすめて、あさっての方向に跳はね飛んでしまった。追いかける気にもなれず、カラ元気が萎なえてその場にしゃがみ込む。そのまま横にばたんと倒れ、しばらく死体のフリをしてみる。誰だれかが来てくれるかもしれない。

　誰もこない。

　あきらめて、大だいの字になって空を見つめる。背の高い建物に囲まれているバスケットコートは、いつの季節でも一日じゅう湿しめっぽい日ひ影かげの中にある。今日きようは車のボンネットで目め玉だま焼やきが作れそうな日なのに、この場所だけはいつも不思議なくらいすずしい。

　ふと、ルークのことを考える。

　ポケットに手を突つっ込み、キーホルダー型のゲームを取り出す。小さな液えき晶しようパネルに並んでいるデジタル文字によれば、もう三時を十六分すぎている。

　毎日、三時に、ルークと公園で落ち合う約束をしている。

　しかし、あんなことがあった後あとである。ルークは来ていないかもしれない。

　昨日きのう、ルークはあの公園で自分を待っていたのだろうか。まさか。

　でも、今日は来ているかもしれない。

　ノートもえんぴつも持ってきてはいないし、十六分も遅ち刻こくしている。しかし、ハルカは行くだけ行ってみることに決めた。身体からだを起こし、

　ゴールポストに寄りかかって、イーヴァが自分を見つめていることに気づいた。

　イーヴァの顔には笑みがあった。

「やっと気がついた」

　とっさに言葉を返すことができなかった。大あわてで立ち上がり、夢中で言葉を探し、

「……、あ、あの……あのね、」

　イーヴァが駆かけ寄ってきて、真しん剣けんな表情を少しだけうつむかせ、

「叩たたいたりしてごめんなさい」

　ハルカは目を白しろ黒くろさせながら、

「あ、でも、わたしも叩いたりしたし、そんなのは、その」

　イーヴァはハルカを上うわ目め遣づかいに見上げ、

「……仲直りしてくれる？」

　事態の急展開についていけない。が、ハルカに異存があろうはずもない。ハルカはイーヴァの差し出した右手を握った。

　あのときの手だった。

　オンボロトラックを運転したあの日、中指の切きり傷きずに絆ばん創そう膏こうを巻いてくれた手だった。

　柔やわらかくて、

　あたたかくて、

　すべすべしていて、

「あれ、あの絆ばん創そう膏こうまだしてるの？」

　中指の絆創膏に気づいたイーヴァがそう言って、その途と端たん、何の前まえ触ぶれもなく、ハルカの目から涙なみだがぽろぽろとこぼれた。イーヴァが驚おどろいていたが、自分でも驚いていた。

「ちょ、え？　ハルカ、なに泣いてるの？」

「あ、あはははは、ごめん、なに泣いてんだろね。あれえ？」

　無む性しように恥はずかしくなって、ハルカは懸けん命めいに涙をぬぐった。

　よかった。

　本当によかった。

　イーヴァはすごいとハルカは思う。イーヴァだって、自分に話しかけるのには勇気が必要だったはずである。自分はその勇気を奮ふるい起こすことができなかった。

　しかし、イーヴァにはそれができたのだ。

　尊敬してしまう。

「じゃあさ、」

　ハルカの涙が引っ込んでから、イーヴァは少し考えて、こう言った。

「仲直りのしるしに、秘密のことひとつだけ教えてあげる。ただし」

　イーヴァが急に恐こわい顔でにらんだので、ハルカはちょっと気け圧おされて、

「な、なに？」

「約束して。このことは誰だれにも言わないって」

　ハルカはうなずく。イーヴァは条件をさらにつけ加える。

「とくにルークに」




　昨日きのうも、今日きようも、ルークは公園でハルカを待っていた。

　ルークは誰かを待つのが得意である。体機能の数パーセントだけを索さく敵てきプロセスのために残し、誰かが近づいてきたらシグナルを出すように設定して、あとは寝ていればいい。ルークはいつでもどこでも立ったままでも瞬しゆん間かん的てきに眠ねむることができるし、自分の意志で瞬間的に目覚めることができる。

　昨日は、ハルカは姿を見せなかった。

　それは、ルークには充じゆう分ぶんに理解できることだった。むしろ、ハルカが姿を見せたら、そっちの方が驚きだ。イーヴァとあんなことになって、ハルカは相当のショックを受けたことだろう。自分の勉強に付き合う気にならなかったとしても無理はない。しかし、もしかしたら来るかもしれない──ルークはそう思って、勉強机づくえとして使っているベンチの横で、ハルカにもらったえんぴつを手に持って、眠ねむらずに待っていた。ハルカがやって来るところを見み逃のがしたくなかったからだ。一時間待って、それ以上は待てなかった。いくらなんでも、用心棒としての仕事をそれ以上サボるわけにはいかなかった。

　そして、ルークは今も、昨日きのうと正確に同じ場所で、昨日と正確に同じ格かつ好こうで、ハルカを待っている。体内時計で時刻を確認する。最新の日付変へん更こうフラグより数えて五万と六千秒あまりが過ぎている。つまり、午後三時を三十分ほど回っている。

　昨日の今日きようである。今日も来ないのかもしれない。

　ふと、あることを思い出した。用心棒の契けい約やくが延長された日、予備知識としてクレリックに説明された事項のひとつ。ハルカは外出するときはいつも、小型のトレーシングデバイスを腕うでに巻いているのだという。指示信号ビーコンにはある種の暗号化がほどこされているが、適切な解読プロセスに食くわせてやれば、ハルカの位置をかなり正確に特定できるらしい。

　その解読プロセスも、ルークはクレリックから受け取っていた。

　ハルカの様よう子すを確認しよう、とルークは思った。家にいるならまあそれでよし。街のどこかでひとりぼっちでしょんぼりしていたら、そのときは、

　どうしよう。

　その件については、道々考えることにする。とにかくハルカの様よう子すを確認して、それから用心棒としての仕事に戻もどる。

　ノイズに偽ぎ装そうされた指示信号ビーコンを嗅かぎ出し、解読プロセスをブートした。ここから２キロあまり、家からそう遠くないある地点の三さん軸じく座ざ標ひようが即そく座ざに割り出された。その数値と記き憶おくとを重ね合わせる。ルークはすでに、この街の道、建物、地下道のほとんどすべてを把は握あくしている。

　結論はすぐに出た。

　バスケットコートだ。




「思ったんだけど、」

　ハルカの言葉に、すぐ前を歩いているイーヴァが肩かた越ごしに振ふり返る。

「わたしとイーヴァはさ、やっぱり違うんだよ。うん」

「わふ」

「？　なにそれ」

「わふ」

「だから、わたしとイーヴァは、全然違う、別々の存在だっていうこと」

「？」

「わふ」

　ハルカとイーヴァは、マグライトの光を見つめながら、暗くて広大なトンネルの中を歩いている。トンネルの床ゆか面積の大部分は、闇やみにあってさらに黒々とした水の流れ。トンネルの両の壁には、それぞれバルコニーのような点検用通路があって、二人はそこを歩いている。ここにくる途と中ちゆうで出くわした白黒茶色の三匹が一緒にくっついてきている。さっきからわふわふ言っているのは黒である。話が全部わかっているような顔をしている。

　ベイエリアの地下道。

　ハルカが以前探検した場所とはまた別の。

「こっち」

　イーヴァが右手の支し道どうに入る。すぐに上のぼりの階段があり、その先はまた闇やみの中へとまっすぐに続いていた。ハルカが知っている地下道とよく似にた作りだ。

「で、なんだっけ」

「だから、全然違って、全然別々なの」

「それは聞いた」

「イーヴァはさ、さっきバスケットコートに来てくれたでしょ」

「うん」

「わたしは、イーヴァとちゃんと話をして、仲直りしたいって思ってたけど、話をしに行く勇気がなかったの。でも、イーヴァはバスケットコートに来て、仲直りしてくれた」

　黒が吠ほえない。話が佳か境きように入ったことを犬なりに察しているのだろうか。

「イーヴァはわたしなんかよりずっと勇気があると思うの。これは、イーヴァが勝ってて、わたしが負けてるところ。でも、わたしが勝っててイーヴァが負けてるところもきっとあると思う。わたしとイーヴァはそっくりだけど、そっくりなのは見た目だけで、やっぱり全然違うの」

「うんうん」

「それだけ」

　イーヴァがすこんと脱だつ力りよくする。

「なんだ。そこから何かいいこと言うのかと思った」

　闇やみの中でハルカはえへへと笑う。しばらく二人は無言で歩く。白黒茶色は鬼おにごっこを始め、行きつ戻もどりつしているうちにどこかへ行ってしまった。

「初めて会ったのも、こんな地下道の中だったよね」

　イーヴァのそのひと言に、あのときの光景がよみがえり、

「あのときはびっくりしたよお。わたしそっくりだし、イーヴァったら走って逃げちゃうんだもん。夢でも見たのかなって思った」

　イーヴァが笑い声を上げ、

「びっくりしたのはおたがいさま。この街に誰だれかが住んでるっていうのは来てすぐにひと目でわかったんだけど、ルークがさ、この街の定住グループ六名のうちの一名が人間の子供だって言うわけ。超望遠の熱反応がどうとかで。でも、わたしはそんなの何かの間ま違ちがいだって思ってたし、まさかあんなところで出くわすなんて思ってなかったしね」

　ふうん、とハルカは言ってから、

「あ、でも、どうしてひと目でわかるの？　誰だれか住んでるって」

「そんなの一発。街じゅうの車が道路のわきに片づけてあるもの。そう、それ前から言おうと思ってたの。あれやめた方がいいかもよ。じゃまなものは片づけといた方が車で走りやすいけどさ、誰に目をつけられるかわかんないし」

　ハルカは感心する。イーヴァは、本当に色々なことを知っている。これもまた、イーヴァが勝っていて、ハルカが負けているところであろう。

　ちょっと不安になってしまう。

　自分が勝っているところは、本当にあるのだろうか。

「ここ」

　イーヴァがいきなり足を止め、ハルカはその背中にぶつかりそうになった。見れば、イーヴァのマグライトの光の中に、金属製の大きな扉とびらが浮かび上がっている。通路はここで行き止まりだ。

　イーヴァはレバー状の大きなノブを両手で回し、「よいしょ」という感じで引いた。

「手伝う？」

「だいじょうぶ」

　開あけ閉しめに力がいるわけではなく、ゆっくりとしか動かない構造になっているらしい。ぴったりと閉とじていた扉とびらが、左からのろのろとせり出してくる。びっくりするくらい分ぶ厚あつかった。

　ようやく、人ひとりが通り抜ぬけられるくらいの隙すき間まが口を開あけた。

　イーヴァが身を滑すべり込ませる。

　ちょっとだけためらって、ハルカが後あとに続く。

「じゃーん」

　イーヴァがマグライトの光を前方に向け、ハルカが小さな悲鳴を上げた。

　光の中にルークがいたのだ。

「ポーンっていうの。そっちが０１でむこうが０８。ルークの子こ分ぶん」

　イーヴァがライトを動かし、そこに同じものがもう一機。

「──びっくりしたあ。ルークがいるのかと思った」

「似にてるけどね。でもこれは、ルークの命令通りにしか動かない、ただの武器。でも秘密兵器だから隠かくしてあるの。用心棒の仕事でも、まだ一度も使ったことないし」

　ハルカは恐おそる恐る近寄ってみる。よく見れば、確かにルークとは違うところがいくつもある。大きさもひと回り小さい。「子分」と言われれば、確かにそんなふうに見えなくもない。頭部のすぐ上にチェスの駒こまのポーンのシルエットがマーキングされており、抜き文字で「０１」「０８」とある。

　しばらくの間、ハルカは口を半開きにして二機のポーンを見つめていた。

「ねえ、この人たちにはポシェットないの？」

　ハルカがそう言って背後を振ふり返り、

　そこには闇やみがあるだけだった。

「イーヴァ？」

　ライトの光をあちこちに向けてみる。イーヴァの姿はどこにもなく、光が出口のドアを横切った。

　ドアが閉とじている。

　ドアに駆かけ寄り、ライトを足元に放ほうり出して、ノブをつかんで回そうとした。びくともしない。さっきイーヴァは、あんなに簡単に回していたのに。

　ロックされているのかもしれない。

　その可能性に思い至った瞬しゆん間かん、泣きたいくらいに心細くなった。

「イーヴァ!!　イーヴァ!?　そこにいるの!?　イーヴァってば!?」

　自分の叫び声にパニックが増ぞう幅ふくされていく。夢中で両の拳こぶしでドアを叩たたくが、その分ぶ厚あつい金属の向こう側にまで音が伝わっているとは思えない。叫び疲つかれ、叩たたき疲れ、ハルカはライトを拾ひろい上げ、こわごわ周囲を照らしていく。

　闇。

　ドアを背に、肩を抱だき、ハルカはその場にしゃがみ込んでベソをかき始める。以前、地下道を探検したあのときとはまるで違う恐きよう怖ふが、圧倒的な黒さでのしかかってくる。ライト一本を頼たよりに歩き回って他ほかの出口を探すなど、今のハルカには空を飛ぶより難しい。
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　寒い。

　手足がやけに冷たい。

　この直後、ハルカは、不ぶ気き味みな眠ねむ気けと息苦しさが忍しのび寄ってくるのを感じた。




　──いい気味。

　閉とじたドアを見つめ、イーヴァは思う。

　ルークによけいなマネをした仕し返かえしだ。

　発作的な行動だった。計画していたわけでは決してない。ついさっきまで、自分でも仲直りしたつもりでいた。

　ハルカがポーンを眺ながめているときに急に思いつき、気がついたら実行した後あとだった。

　でも、これであいこだ。

　ひとりぼっちというのがどんなに心細いものか、実際に体験してもらおう。ほんのしばらくの間。それで許してやる。しばらくしたら出してやればいい。ハルカひとりを納なつ得とくさせる言い訳など、いくらでも思いつく。時間で自動的に閉とじる仕掛けになってたのかもね。こういう地下道って、気圧の変化でドアがひとりでに閉とじちゃうことがあるんだって。

　この近くに地上への出口がある。どこかで時間をつぶしてこよう。そう思って振ふり返ると、黒がイーヴァを見ていた。イーヴァは黒をにらみつけ、あかんべーをした。黒が不思議そうな顔をする。イーヴァは歩き出す。三十分と時間を決める。

　イーヴァは、知らなかった。

　決して、わざとではなかった。

　それは、ここで明記しておこう。

　しかし、三十分は、ハルカの命を奪うばうに充じゆう分ぶんすぎる時間だった。




　バスケットコートで、ルークはひとつの謎なぞに直面していた。

　ルークはトランスポンダーの反応を追ってここに来た。そして、当たり前すぎるほど当たり前のことだが、トランスポンダーの寄よ越こす信号が示すのは、あくまでもトランスポンダーの位置である。ハルカの位置ではない。

　クレリックの言葉通り、信号は極めて正確だった。

　トランスポンダーは、バスケットコートの、横よこ倒たおしになったジュースの自動販売機の取り出し口の中にあった。

　ルークは念のために、自動販売機の取り出し口をのぞいてみた。中にハルカはいない。

　──？

　ルークは考え込む。外出するとき、ハルカはいつもこれを身につけているように言われているのではなかったか。

「おらー！　ルーク！　オレ様と勝負しろー!!」

　トリガーが接近してくることなどとっくの昔に気づいてはいたが、今のルークには考えごとの方が重要だった。それでも、声の方向を振ふり返る。大量の銃器おもちやを身にまとい、しかしやっぱり竹たけ竿ざおと鳥とり除よけの目ん玉も身にまとったトリガーがいた。ただ、「食べられません」のステッカーが「食べちゃうぞ」に変わっている。ロボットだって成長くらいする。

　ルークはトランスポンダーに視線を戻もどす。

「無視すんじゃねー!!　勝負しろっつってんだよ聞こえねーのかおらー!!」

　聞こえる。しかし、ルークはトランスポンダーの匂においをくんくん嗅かいでいる。ハルカの匂




　たすけて




　!?

　突然、ルークの身体からだが感電でもしたかのように痙けい攣れんした。驚おどろいたのはトリガーであった。

「なななななんだこらいきなりびっくりすんじゃねーか!!」

　ルークはトリガーを振り返る。

　ROOK-RES（001）：いま、なにか聞こえなかった？：EOS

「なにかって何がだよ。──てめえ、うまいこと言ってオレ様を油断させて、ヒレツにも後うしろから襲おそいかかるつもりだな!?」

　気のせいだったのだろうか。

　デジタルな理性に抑え込まれようとしている何かが絶ぜつ叫きようしている。違う、信じろ、と。

　ROOK-RES（002）：ハルカがいつも持ってるってクレリックが言ってたの、これ？：EOS

　ルークはトランスポンダーをトリガーに見せた。トリガーは、さっきからルークの手にしていたそれがハルカのトランスポンダーであることに、そのとき初めて気づいた。

「──そうだよ。なんでお前がそれ持ってんだ？」

　ROOK-RES（003）：その中にあった。：EOS

　ルークは自動販売機を指差す。

「あらら。ハルカのやつ、またカマしやがったな」

　ROOK-RES（004）：？：IMAGE ONLY

　トリガーは手にしたアサルトライフルで肩をとんとんしながら、

「つまりよお、スパイクとかリーブスとかクレリックとかがよお、寝る前には歯を磨みがきましょうとか食くう前にはいただきますを言いましょうとか、崩くずれそうなビルには入ってはいけませんとか道路の亀き裂れつには近づいてはいけませんとか地下道なんて口に出すだけでもいけませんとか、そーいうことをごちゃごちゃぬかすわけだ。しかも絶ぜつ滅めつ寸すん前ぜんの野生動物じゃあるめーし、電波ビリビリのクサレ腕うで輪わまでくくりっつけられてるわけよ。そりゃあハルカも息苦しくなるわなあ。となれば手はひとつ、ハネ伸ばしてもバレねーようにするためにゃどうすればいいか」

　アサルトライフルの銃じゆう口こうでトランスポンダーを、次ついで自販機の取り出し口を指し、

「そうすんのさ」

　ROOK-RES（005）：行き先、心当たりはある？：EOS

「さーねえ。でも、ハルカがイーヴァに出くわしたのもベイエリアかどっかの地下道だろ。あんときもやったらしいけどな、それ。バレたけど。あれ？」

　ルークの姿が消えていた。

　トリガーは恐きよう慌こうをきたした。ルークは一いつ瞬しゆんのうちにどこかに隠かくれ、自分を狙ねらっているのではないか。しかし、どこにもルークの姿は見当たらず、ついにトリガーはある結論を下くだし、叫んだ。

「不戦勝──っ!!」




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　犬がいた。




　初めて出会ったとき、その犬の容よう姿しには幼さが色濃く残っていた。父の腕うでに軽々と抱だきかかえられ、太い前足を突つき出した格好でじっとこちらを見つめてきたあの青い目を、今でもよく憶おぼえている。図ず鑑かんに載のっているその犬の種族の名はまるで何かの呪じゆ文もんのようで、母が指差す文字の並びを口に出すのは難しかった。

　あらすかん・まらみゅーと。

　父は言った。

　はるか、こいつはきょうからうちのかぞくになる。なかよくしてやってくれ。

　理り不ふ尽じんなことに、その犬にはすでに名前があった。当然自分が名前をつけるのだと思っていたハルカは泣いて悔くやしがり、絶対に譲ゆずれない最後の線として、首輪のプレートには自分が名前を書くと言い張った。真ま新あたらしい首輪の銀色のプレートにマジックで書き、噛かみつかれはしないかと、おっかなびっくりで一歩一歩近づき、

　犬に首輪をはめた。

　犬は首をまげ、きらきら光るそのプレートを懸けん命めいに見ようとした。

　そこには、プレートいっぱいに、こう書かれていた。

　ひしゃまる




　ふとしたはずみで意識が途と切ぎれる。気がついたときには、金属製の分ぶ厚あついドアにもたれて座っていたはずの身体からだが、大たい抵ていは右に倒れている。しっかりしなくちゃだめだ──ハルカは自分に言い聞かせる──きっと、きっとみんなが助けにきてくれる。

　ハルカは、闇やみの中で助けを待っている。

　頭が痛重い。

　呼吸が苦しい。

　なのに、吸っても吸っても楽にならない。

　そして、そんな苦しさなどどうでもよくなってしまうほどの眠ねむ気けが、ハルカの隙すきに狡こう猾かつにつけ込んで、意識を別の場所に奪うばい去っていく。




　ひしゃまるは、瞬またたく間まにハルカを追い越こして成長し、ハルカを苦くもなく背中に乗せることができるまでになった。一緒に遊び、一緒に食べ、一緒に眠った。

　ひしゃまるは、頭がよかった。

　人じん語ごを完全に解した。何か飲むもの持ってきて。そのへんに置いといて。そんな指示を完かん璧ぺきに実行できた。しかし、ハルカはひしゃまるを「ともだち」と認識していたし、「ともだち」はこちらの言うことを理解できて当然と考えているところがあった。ひしゃまるの知能は犬の常識を超こえたものであることが、あのころのハルカにはよくわからなかったのだ。

　だから、父の言いつけも、それほど意味のあることだとは思っていなかった。散歩は夜。何かの理由で昼間に外に連れ出したときは、ひしゃまるに指示を出してはいけない。ひしゃまるの様よう子すがおかしいときは、動物病院に連れていく前にまず父か母に連絡をすること。ひしゃまるのことは、家族以外の誰だれにも話してはならない。電話の場合は、相手が家族であろうともだめだ。

　ともだちのことを話して何がいけないのだろう？

　学校の友人にひしゃまるのことを話したハルカは、散さん々ざんに噓うそつき呼ばわりされて、泣いて家に帰ってきた。部へ屋やに閉とじこもり、ひしゃまるにしがみつきながら、ハナをすすり上げながら作戦を練ねった。

　受話器を取った。

　夜、友人六人を公園に呼び出し、姿を見せたのは四人だった。そこでハルカはひしゃまるに様々な指示を出した。ひしゃまるは、地面に伏ふせたまま、ハルカの言葉を無視し続けた。四人はハルカをはやし立て、ひしゃまるに石を投げつけ、ついには背を向けた。

　あいつらをやっつけて。

　最後には、ハルカはそこまで言った。

　最後まで、ひしゃまるは動かなかった。

　ハルカは拳こぶしを振ふり上げ、涙なみだ声ごえでひしゃまるに抗こう議ぎした。なぜ自分の言うことをきいてくれなかったのか。ぶってもぶっても、どうしようもないくらい無む抵てい抗こうでいるひしゃまるが、どうしようもなく腹はら立だたしかった。

「噓うそつきハルカ」が確定した。




　ふとしたはずみで意識が戻もどる。もう身体からだを起こせない。暗くら闇やみとはまた別の暗さに視界がゆっくりと染そまっていく。犬を叩たたいている夢を見た。ほおが涙なみだで濡ぬれていることに気づく。

　きっとバチが当たったのだ。

　みんなの言いつけを守らないから。

　自分が悪いのだ。何度説明されたかわからない。まず、真まっ暗くらであるというだけで充じゆう分ぶんに危あぶない。構造がもろくなっていて、ちょっとしたことが落らく盤ばんにつながるかもしれない。

　三十年以上も空調されていなかったために、空気より重いガスが充じゆう満まんしているかもしれない。

　スパイク君に言われてたのに。いいですか、絶ぜっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ対たいにダメですからね。そう言われてたのに。

　眠ねむ気けに抗あらがい、闇やみを嫌きらって、光を求めて右手がマグライトを探さぐる。手に触ふれたライトがどこかに転ころがっていってしまう。ライトを円えん筒とう形けいに作ったのが誰だれか知らないが、その人物を死し刑けいにするべきだとハルカは思う。目を凝こらし、光の位置を、少しでも明るい場所を、

　大きな影かげ。

　それは、ライトの光に照らし出されたポーン０８の姿だったのだが、ハルカはかすむ視界の中にルークの姿を見た。

　ルークが、たすけに、きてくれた。

　ハルカの身体のどこにそんな力が残っていたのかわからない。ハルカは腕うでを動かし、懸けん命めいに、少しでもルークに近づこうとして、冷たい床ゆかをミリ単位で這はいずり始める。声を出そうとする。自分はここにいると。あんなにぶったりしてごめんなさいと。

　るうくは、自分の言葉に知らんぷりを決め込んでいる。あのときのように。

　いくら叫んでも、声が出ている感かん触しよくはあるのに、音としてはまったく聞こえない。やがて限界がくる。腕が動かなくなり、腕がそこにあることすらわからなくなる。るうくは怒おこっているんだ、とハルカは思う。パパの言いつけをやぶって、ひしゃまるのことをともだちに見せようとして、るうくはパパの言いつけを守ろうとしただけなのに、どうして言う通りにしてくれなかったのって言って、ひしゃまるのことぶったから怒おこってるんだ。

　だからもう、るうくは自分の言うことを聞いてなんかくれないんだ。

　いい子にしていないからこんな目にあう。

　いつも、いつも言ってたのに。ひしゃまるに、いい子にしてるのよって、いつも自分でそう言ってたくせに。

　ハルカの意識を津つ波なみのような眠ねむ気けが切断していく。目を開あけてはいるが、その輝かがやきの中の思考は今にもその動きを止めようとしている。

　ハルカの意識の一部が、おまじないの言葉をつぶやいている。

　一晩中そうしていれば、おばけは鏡から出てこれないかもしれない。おかしくなった頭も元に戻もどって、へんなものを見なくてもすむようになるかもしれないし、ひょっとしたら記き憶おく喪そう失しつだって治なおるかもしれない。ハルカは闇やみの中で、声には出せずに、心の中で何度も何度も、おまじないの言葉を繰くり返し繰り返し、心が止まるまでつぶやいている。

　ひしゃまる。ひしゃ　る。ひしゃまる。　しゃま　。ひし　　。　　　ま　。

　た　けて、　しゃ　　。




「噓うそつきハルカ」の言葉を、噓とは考えない者たちがいた。

　父の危き惧ぐは、ある日突然に、現実のものとなった。

　飛ひ車しや丸まるが玄げん関かんでハルカを出で迎むかえるのはいつものことで、父も母も、その存在を当然のものと考えていた。そして、このころのハルカは、学校で心の元気を使い果たして幽ゆう霊れいか何かのように家に戻り、足音を忍しのばせて部へ屋やにこもることが常だった。

　だから、父も母も、ハルカと飛車丸にすべてを聞かれていたことに、ついに気づかなかった。普段あれほど仲のいい父と母が、これまで一度も聞いたこともない恐おそろしい口調で互たがいに攻こう撃げきし合っていた。半分も理解できない会話の内容よりもむしろ、ハルカはそのことに脅おびえた。

「あの連中がその気になったらどこまでやるか、きみは知らないからそんなことが言えるんだ!!　飛車丸のことはもうあきらめるしかない!!　努力はしてきたさ、でもこれ以上は無理だ!!　これ以上飛車丸をかくまい続けたら、連中は、」

「でも、でも！　あの子から飛車丸を取り上げることなんてできると思う!?　一いつ体たいなんて説明するつもりなのよ!?」

「それ、それは、飛車丸をうちに連れてくる前に、さんざん話し合ったことじゃないか！　心当たりの薬もいくつかあるし、病死したように見せかければハルカだって、」

「──、それ、誰だれがやるの。わたし絶対にいやよ。あなたがやるの？　あの飛車丸に、あなた、それができる？　飛車丸はあなたが何をするのかすぐに理解するわよ。もちろん抵てい抗こうなんかしない。そのつもりになればあなたなんか一秒であの世行きなのに、飛車丸は絶対にそれをしない！　飛車丸はわたしたちを守るために、いつだって、どうしようもないくらい無む抵てい抗こうだったもの！　あなたは、飛車丸の目を見つめながら、自分が何をされるのかこの先どうなるのか、全部理解している飛車丸の目を見つめながら、それでもその注ちゆう射しやを打てるの!?」

「くそっ！　言ってることがめちゃくちゃだぞ！　じゃあ、じゃあどうしろって言うんだよ!?」

「どうしてあんな怪かい物ぶつをうちに連れてなんかきたのよ!!　あんなもの創つくるからいけないのよ、ペットセメタリーもあなたもわたしもみんな頭がどうかしてるのよ!!　どいつもこいつもみんな死ねばいいのよ!!」

　最後の母の言葉は、遠からず実現することになる。

　父と母が、何かの事情で、やむにやまれず、自分と飛ひ車しや丸まるを引き離そうとしている──ハルカは、聞こえてしまった会話の内容をそう理解した。

　飛車丸があの会話をどう理解し、何を思ったのか。それはわからない。

　パパとママが悪わる者ものに拷ごう問もんされるかもしれないので、書き置きは残していかないことに決めた。きっとわかってくれる。

　夜。ハルカは、バックパックに荷物を詰つめた。マッチ、ナイフ、日記帳とえんぴつ、替えの下着、毛布、ママのお財さい布ふ、ロウソクを１ダース。そしてフリスビー。持てる量には限界があり、食料は飛車丸と相談して決めた。ビスケットはハルカのぶん、魚肉ソーセージは飛車丸のぶん。多くのぬいぐるみが同行を申し出たが、旅は過か酷こくなものになることが予想され、ハルカは全員とお別れをした。パチンコをベルトにはさみ、必ひつ殺さつの玉はポケットに、肩までの髪かみを後うしろでまとめて、紺こんのキャップをぐいとかぶった。最後に、二本の短くなったエンピツを十じゆう字じ架かの形に輪ゴムでとめて、調味料のガーリックパウダーのビンと一緒に、いつでも取り出せるようにポケットに収めた。

　ドラキュラに出くわしたときには──

　夜明けよりさかのぼること二時間。ハルカは、飛車丸と共に家を出た。




　意識が　　　一いつ瞬しゆん　　　　　　　しかし、　　　眠ねむ

　　助




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　ルークはすべてのプロテクトのオフを決断する。踏ふみ砕くだいたアスファルトに巨きよ大だいなクレーターが発生し、空気に開あけた穴あなに空気が流れ込んで落雷のような大だい音おん響きようを発する。すでに軍事目的にすら適さない速度で、ルークは一いつ散さんにベイエリアへと突とつ入にゆうする。デジタルでない何かが、１と０ではない声で告げる。方向は正しい。時間がない。急いそげ、急げ、急げ。このベイエリアの地下道の中からハルカを探し出さなければならない。自前のスクイドをつかってすら、絶対に間まに合わないという確信がある。

　坂道の頂上から信じ難がたいような跳ちよう躍やく。

　レンジ内にあるすべての気流を驚異的な桁けた数すうまで計算し、左の攻こう撃げき肢しをエアブレーキに使って背面になり、ありとあらゆるセンサーを動員して、地ち磁じ気きに触ふれるまでの精せい度どで、マグマに行き当たるまでの深度で地表をさらう。その一いつ瞬しゆんだけで、七つのプロセッサーが数字との摩ま擦さつ熱ねつに砕くだけ、異常内圧を感知したルークは胸きよう部ぶ装そう甲こうの一部を自じ切せつして爆ばく圧あつを逃のがす。

　クロスデータが欲しい。

　どうしても。

　もう一度やれる。

　もう一度やる。

　解かい析せき用ようの計算機が足りない。「生きていくのに」必要な光学演えん算ざん素そ子しの三割近くにインタラプト、進行中だったプロセスをすべてＫＩＬＬ。残存したプロセッサーと合わせて全部突つっ込んだ。

　もう一度やった。

　解析に使ったプロセッサーの半分が数字の温度に倒れ、二度と生きて帰らなかった。その代だい償しようと引き換かえに、ルークはハルカの位置を完かん璧ぺきに、手に触れるもののようにつかんだ。

　ハルカは、信じられない場所にいて、信じたくない状態にあった。

　ルークは自分の把は握あくした現在のハルカに関するすべてのデータを、圧縮も暗号化もせず、超指向性の電波に変えて緊急事態メイデイのヘッダーをつけ、めちゃくちゃな強度で放はなった。ハルカの家、屋上のレーザーアンテナが爆ばく発はつし、それにつながっていた端たん末まつ三つが天に召めされた。

　スパイクとアンジェラとクレリックとリーブスとトリガーが、緊急事態メイデイを聞いた。聞くまいとしても聞こえるほど強度だった。

　ルークはポーン０８をブート。その感覚すべてを共有し、本体ルークと０８ルークに分身する。

　本体ルークの着地は、たぶん失敗する。




　最速起動。システムチェックプロセスをすべて省略ブレイク。武装系・センサー系・通信系のマウントは本体ルークに準拠ホーミング。脊せぎ髄ずい系以外への液体プログラムの供給中止。光学神経は局所使用に限定。定石フオーメーシヨンロード「ニムゾインディアン／単独」。

　少しでも機動速度を上げるために、少しでも軽くなる必要があった。電でん撃げき的てきな起動を終えた０８ルークは、不要なデバイスを次々と切り離した。左の攻こう撃げき肢しが音を立てて床ゆかに転ころがり、チャフディスペンサーと演算補助デバイスを外し、フレシェットランチャーのマガジンをイジェクトし、捨すてられる装そう甲こうはすべて捨てた。

　闇やみ。

　暗あん視し映像にシフト。

　目の前の床ゆかに、ハルカがうつぶせに倒れていた。

　０８ルークはハルカを腕うでに抱だきかかえ、単分子フィラメントでドアを切断した。嗅きゆう覚かくセンサーが遅れてマウントされ、その、分子にして数個分の匂においを捉とらえた。

　イーヴァの匂い。

　これで、ハルカが偶ぐう然ぜんここに迷い込んだという可能性が否定された。

　通路に飛び出す。最短コースを選ぶ。イーヴァの匂いが続く。ハルカがいるために、これ以上の速度を出せない。狭せますぎる出口をぶち抜ぬき、地上へと跳ちよう躍やくした。正面の天てん空くう、落下し続ける本体ルークの姿が見えた。

　走る。いくつもの通りを抜ぬけ、足でアスファルトを切り裂さきながら、滑すべるように方向を変え、ベイエリアの長い坂道を許される限りの速度で上のぼる。本体ルークが落下をついに終えて、４００メートルほど前方の坂道に激げき突とつした。バウンドし、転ころがり、坂を滑すべり落ち、脚あしをいくつも失いながら体勢を立て直そうとする本体ルークの姿。０８ルークと本体ルーク、双そう方ほう合わせて何千度あるのかわからないような視界の中、ものすごい相対速度で自分おたがいとすれ違う。

　ハルカの脈みやく拍はくも呼吸も確認しなかった。それに割さくセンサーや時間が惜おしかったからではない。恐こわかったからだ。

　０８ルークは、ハルカを抱かかえ、廃はい虚きよの東を目指す。




　近くにいたイーヴァには、一いち連れんの大だい音おん響きようはいやでも聞こえた。

　これまでイーヴァはそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐってきたし、その大音響が一種の戦せん闘とう音おんであることもすぐにわかった。

　すぐ近く、この先の、坂道のある方向。

　何かに引き寄せられるようにイーヴァは歩き、坂の果てる路上にうずくまるルークの姿に気づいて、身体からだが凍こおった。

　かつて、こんなルークを見たことはなかった。

　まだ「生きている」のが信じられないくらいの損そん傷しようだった。

　イーヴァは駆かけ寄ろうとして一歩を踏ふみ出し、二歩めを踏み出すことはなかった。

　ルークの照しよう準じゆんレーザーが、イーヴァの目と目の間を正確に狙ねらっていた。ルークとイーヴァの間にはまだ30メートルほどの距離があったが、そんなもの楽勝で即そく死し圏けんだ。ルークにとっては３００メートルも30センチも同じだ。ルークが目標を攻こう撃げきする瞬しゆん間かんをイーヴァは何度も見ている。目標の完かん璧ぺきなる破は壊かいを目もく論ろむときのルークの、身体の動かし方のクセも、好きな照準線の角度も、イーヴァはよく知っている。

　それが、これだ。

　ルークは、本気だった。

　身体が恐きよう怖ふの表現をはじめた。目に涙なみだが浮かび、足が震ふるえ、立っていられなくなってアスファルトにしゃがみ込んだ。それでも、照準レーザーはイーヴァの眉み間けんを冷れい酷こくにトレスした。

　なぜ。

　何が起こったのか、イーヴァはまだ知らない。

　なぜ、ルークは自分を狙うのか、このときのイーヴァにはわからない。ただ、ルークの殺意にではなく、ルークが自分に殺意を向けているという事実にイーヴァはひたすら恐怖する。

　ルークが、言う。

　ROOK-RES（001）：泣いたってだめだ。ハルカだって泣いてたはずだ。真まっ暗くらな中でひとりぼっちで、恐こわくって、さびしくって泣いたはずだ。でも、イーヴァのは、ただ、泣いて見せるだけだ。：EOS

[image: ]

　ルークのその言葉が、イーヴァに与えた衝しよう撃げきを表現し得る言葉は、ない。

　ルークが、問う。

　ROOK-RES（002）：説明してもらうぞ。：EOS




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　めちゃくちゃだった一日が、夜に溶とけていく。




　リーブスがソファにでかい身体からだを投げ出している。他ほかには誰だれの姿もないリビングに、クレリックが戻もどってきた。

「──ハルカ様は？」

　ぐったりしたままのリーブスは、身動きもせず、口さえも動かさずに尋たずねた。

「今のところ、容体に大きな変化はありません。一いつ酸さん化か炭たん素そ中ちゆう毒どくによる全身性低酸素症です。とりあえず危険な状態は脱しましたが、しばらくは予断を許さない状況が続くでしょうね」

　かんべんしてよ、今度は声さえもほとんど出さずにリーブスがそうつぶやく。

「正確な場所や詳くわしい状況はまだ聞いていませんが、ハルカ様がいたのはベイエリアの地下水道の整備通路の中だったそうです。ルークの話では、あの辺りの地下道は引き潮の時間になると、水面の沈ちん下かがポンプのような役割を果たして、普ふ段だんは地下道の奥おく底そこに溜たまっている一いつ酸さん化か炭たん素そが上層に吸い出されてくることがあるそうです。今回のこれもおそらくそれだろうと。私見ですが、ルークと、それに、あのポーンですか。あれがなかったらまず間ま違ちがいなく、」

　クレリックはその先をのみ込んだ。

　話を少しだけ変える。

「スパイク君とトリガー君はまだベッドにかぶりつきです。アンジェラさんは損そん傷しようしたルークの代わりにパトロールに行くそうで、ついさっき出かけました」

「──これまでさあ、ずいぶん色々なことがあったけどお、今日のこれはさすがにちょっときつかったわあ。一酸化炭素中毒だなんて。──まったく、」

　リーブスはさらに頭をのけぞらせて天てん井じようを仰あおぎ、突とつ然ぜんに真しん剣けんな声で、

「人間が見てたら、しょせんはロボットの集団だって言われるところよ。人間の女の子と生活してるんだって認識が少し甘あまかったのかもね」

　クレリックはリーブスを見つめ、

「考えすぎというのも、あまりいいことではありません」

　リーブスはまた投げやりな口調に戻もどり、

「考えちゃうわよーおー」

「──じゃあ、別のお題を提供しましょう。その方が健康によろしい。ひとつの処理を過度に繰くり返すと、プロセッサーの使用率の偏かたよりから思わぬ障しよう害がいが生じます」

「あっそー」

「今け朝さになってやっとわかったことなんですが、」

　クレリックはテーブルを回り込み、リーブスのコネクターに自分のケーブルを接続し、

『これ、誰だれだと思います？』

　さほど大きくもない、モノクロの画像を直じかでリーブスに見せた。

　少女のバストアップだった。幼い。十歳さい以上ということはあるまい。肩までの長さの色の薄い髪かみ。生なま意い気きで負けん気が強そうな顔立ちの中で、瞳ひとみの大きな、ほんのちょっとだけタレた目が、妙みように泣き虫な感じがした。

　まったく知らない顔だった。

『誰よぉこれー』

『THiNK─SKeLeToN・R／33F、シリアルナンバーeRR002674、一意識別コード「イーヴァ」、その人です』

　ソファにだらしなくひっくり返ったまま、しばらく、リーブスはぴくりとも動かなかった。

『イーヴァの素す性じようが割れたんです。少しは興味がわきましたか？』

　それでもリーブスは無言だ。

『もちろん、手持ちの資料からつかんだネタではありません。しかし、人は死んでもデータは死なず、というところですか。今日きよう、人間のいなくなったこの星に、どれくらい多くのネットが稼か働どう状態で生き残っているかをお話ししたら、きっと驚おどろかれると思いますよ。ソーラーシステムで動く衛星回線や、独立した電源を持った軍事用ゲイトウェイや』

『そんな話はいいから』

『すいません、ついクセで。イーヴァは当然の推測として、自分を作ったメーカーである〝ＥＺＯ〟のシステムは戦争によって完全に破は壊かいされたと思っていたのでしょう。が、そうではなかった。もともとこの〝ＥＺＯ〟というのは、その技術力とは裏うら腹はらに色々とよくない噂うわさの絶えなかったメーカーで、ＥＧ６以上のスパイロボット、あるいはセクサロイドを』

『そんな話もいいわ』

『──とにかく、このイーヴァの画像は〝ＥＺＯ〟の生き残りのシステムをサルベージした結果です。完全な形のデータなんてどこにもありませんでしたから、メモリーに消え残っていたゴミまでさらって、三箇所のリソースから抽ちゆう出しゆつしたものをパッチワークして合成しなければなりませんでした。ですが、自信はありますよ。細こまかい部分の違いはあるかもしれませんが、全体の感じはつかめているはずです』

『この映像のこの子には、額ひたいにマーキングがないわ』

『この映像はおそらく、実際に制作にかかる以前に作られた青写真のようなものなのでしょう。イーヴァがいつも絆ばん創そう膏こうで隠かくしているあれはエターナルマーキングというやつで、たとえその部分の肉パーツを取り替かえても元通り復元されます。自己再生プロセスの中に文字の色素配列が焼き込まれてしまっているんですよ。つまり、ハルカ様そっくりなあの「彼女」が〝eRR002674″であることは動かしようのない事実です。そして、この映像の主ぬしが〝eRR002674″であることも、私には絶対の確信がある』

　リーブスは身体からだを起こした。ハルカとは似にても似つかない「イーヴァ」の映像を見つめ、低い声でつぶやく。

「つまり？」

「さあ。判明している事実はこれだけですし、隠かくされた事実というやつがまだどこかに潜ひそんでいるのかもしれない。しかし、ごく当たり前に考えればですね、『自分がハルカにそっくりなのは、たまたまそういうオーダーで作られたからだろう』とするイーヴァの説明は事実に反する。イーヴァの現在のあの姿は、後天的な改造によって獲かく得とくされたものです」




　こんな固い枕まくらじゃかわいそうだ。

　スパイクがそう言った。

　スパイクの落ち込みようは大変なものだった。

　さしものトリガーも、こんなスパイクをからかう気にはなれなかった。黙だまって空中で向きを変え、医務室を出て力なく廊ろう下かを漂ただよう。ハルカの部へ屋やへとたどり着き、ドアの前でしばらくためらい、ドアに向かってひとりで言い訳する。

「後あとで怒おこんなよ。スパイクがああ言ってるし、オレ様は別にそんなこと気にしちゃいねーんだけどよ、まあ、なんだ、その、とにかくだ。オレ様はただ枕まくらを取りに来たわけで、それはスパイクがそう言ったからで、オレ様は枕なんてヒザだろーが鉄だろーが関係ねえだろと思ってるわけで──くそっ。とにかく入るからな。無む断だんで入ったって後で怒んなよ」

　トリガーはドアを開あけようとして、

　そのドアがひとりでに開いた。

　廊下にいたトリガーと、ハルカの部屋から出ようとしたイーヴァは、わずかな距離を隔へだててにらみ合うことになった。

「──、何やってんだお前、こんなとこで」

　イーヴァは奇き妙みような表情を浮かべていた。その大部分はトリガーに偶ぐう然ぜん出くわしてしまったことへの驚おどろき。そして、それに混じる別の何か──重苦しい、自じ暴ぼう自じ棄きなあきらめの色。

　イーヴァは、トリガーのわきをすり抜ぬけて、逃げるように廊下を走る。

「おい！」

　トリガーは叫んだが、イーヴァはついに立ち止まらず、ついに振ふり返らず。




　フレシェットランチャーの照しよう準じゆんレーザーに睨にらみすくめられて、イーヴァは正直に話した。

　泣きながら話した。

　そうする以外になかった。

　バスケットコートでハルカと仲直りをしたこと。そのときの自分の気持ちに噓うそはなかったこと。ポーンを見せてやろうと思って、地下道へと誘さそったこと。二人でポーンをながめているときに、ここにハルカを閉とじ込めてしまおうという考えが突とつ然ぜんわきあがったこと。ほんのいたずらのつもりだったし、少ししたら出してやるつもりだったこと。

　一いつ酸さん化か炭たん素そのことなど知らなかった。わざとではなかった。

　そのことだけは、どうしても信じてほしかった。

　ルークは、一度も口をはさむことなくイーヴァの話を聞き、

　そして、こう言った。

　──ぼくは用心棒だ。

　冷たい声だった。




　ぼくの仕事は、ハルカと、スパイクと、アンジェラと、クレリックと、リーブスと、トリガーを守ることだ。そう約束した。あの六人を脅おびやかす危険と戦うのがぼくの仕事だ。それがどんな種類の危険であろうとも、それを排はい除じよするのがぼくの仕事だ。




　イーヴァの心が死んだ。

　目の前が涙なみだでぐちゃぐちゃに歪ゆがんで、何も見えなくなった。それから後あとのことはよく憶おぼえていない。へたり込み、熱いアスファルトに涙を落としていたのだと思う。顔を上げたとき、ルークの姿はなく、長い長い坂道がそこにはあるばかりだった。

　信じてもらえないくらいなら、ルークに嫌きらわれるくらいなら、またひとりぼっちになるくらいなら、あの場で破こ壊ろされた方がましだったと今でも思う。

　這はうのにも劣おとる足取りで、イーヴァは坂道をたどりはじめた。

　ルークは自分を残して行ってしまった。いまごろ、ハルカのベッドのわきにぴったりと寄り添そっているのだろう。

　自分の言葉がよみがえってくる。

　──わたしは、ある日突とつ然ぜんあなたのことが大だいっ嫌いになって、ひとりでどっかへ行っちゃうかもしれないんだから。

　あんな大だいそれたことがよく言えたものだと思う。

　またひとりぼっちになる勇気なんかないくせに。

　みんないなくなってしまえばいいと思う。自分からルークを奪うばい去ろうとする者は、みんないなくなってしまえばいいと思う。自分とルークだけ残して、この星から誰だれも彼かれも消えてしまえばいいと思う。




　悪あく魔まを呼び出すには、それなりの手続きが必要だ。五ご芒ぼう星せいに鏡かがみ文も字じの呪じゆ文もん、黒くろ山や羊ぎの脂あぶらで作ったロウソク、それに──

　強力な通信設備が必要だった。

　ハルカの家の屋上には、衛星通信用のレーザードラムがある。少し前に、生き残りの人間を探す目的で、クレリックとリーブスが設置したものである。このシステムは、接続設定しだいで家にあるどの端たん末まつからでも利用することができる。

　ハルカの部へ屋やに端末があることは知っていた。

　今は、ハルカの部屋の端末が最もノーマークであるように思えた。

　イーヴァはハルカの部屋に忍しのび込んだ。息を詰つめてキーを叩たたき、通信システムを立ち上げ、質問信号を衛星に乗せ、受信地域を限定して、この大陸の全ぜん域いきをピンポイントで探っていった。

　ルークに気づかれないように、イーヴァは慎しん重ちように作業を進めた。

　返事は、思っていたよりもずっと早く来た。

　あの二人は、思っていたよりも、ずっと近くにいた。

　双そう方ほう向こう接続が確立され、イーヴァはキーボードを介かいして取り引きを持ちかけた。

　条件は、自分とルークの身の安全に対する保証。

　その代わりに提供するのは、情報。この街の位置、警けい戒かいシステムの配置状況と戦力、

　そして、人間がひとりいること。

　二人の狩りの対象である人間が、ここに、ひとりいること。

　お互たがいが利益を得られる取り引きであり、交こう渉しようはいつも、イーヴァの役目だった。

　取り引きは成立した。

　接続を落とした瞬しゆん間かん、それまでの冷静さがまったくの突とつ然ぜんに消失した。まともにキーも叩たたけないほど手がふるえはじめた。夢中で交信記録を削さく除じよし、端たん末まつをシャットダウンし、部へ屋やを出ようとしてトリガーに出くわした。

　息が止まった。

　走って逃げた。階段を駆かけ降おり、真まっ暗くらな部屋に飛び込んで、ドアに背中をあずけて座り込んだ。うずくまり、ひざを抱かかえ、ルークのことだけを考えようとした。

　一カ月と言っていた。

　あと一カ月で、ナイトとビショップはこの街に来る。




　自分からルークを奪うばい去ろうとする者は、みんないなくなってしまえばいい。

　ずっと二人だけで旅をしていたい。

　ルークさえいれば自分はさびしくない。

























　軍用犬の話をします。我々の戦いに身を投じた犬たちの話です。




　物の本によれば、人間と犬との付き合いが始まったのは今から五万年も昔のことなんだそうです。ちょいと五万年前ですわよ奥さん。五万年前といえば旧石器時代、ネアンデルタール人とかクロマニョン人とかがウホウホ言ってたところですね。

　当時の人間たちは、食料の食べかすを住居の近くに捨すてていました。この食べかすを目当てに人間に近づいてきたオオカミの群れ──これが犬の始まりです。オオカミたちを身近に住まわせておくことは、人間たちにとっても有益でした。オオカミたちは、剣歯虎サーベルタイガーなどの猛もう獣じゆうが近づいてきたときなどにはいち早く察知して吠ほえ声で仲間に知らせます。この吠え声は、人間にとっても危険が迫ったことを知る合図となりました。

　両者の利害は見事な一致を見ました。

　このあたりの顚てん末まつは、「犬は、自ら人間と生きることを選んだ唯一の動物である」なんて美しい言い方をされたりもします。

　それから長い時間がすぎて、人間はオオカミを自分たちの狩しゆ猟りようの仲間に加えることで、より強力な獲え物ものを倒せるようになりました。人間から餌えさをもらうようになったオオカミは食性が変化して雑食となり、本来は寡か黙もくでめったに吠えなかったものが、二に足そく歩行する耳の悪い主人に合わせて、高い声で連続して吠ほえる習性を獲得していきます。

　こうして、犬は人間のパートナーとなりました。

　そして──

　歴史が文字として残されるようになったころにはすでに、犬は人間たち同士の諍いさかい──戦争に巻き込まれていました。

　人間の都合で戦争に駆かり出された動物は、犬以外にも馬、ラクダ、ゾウ、ライオン、ハト、イルカ、アシカなど数多くの種類がいます。しかし、中でも犬は、その優れた戦闘能力と知覚能力、複雑な命令を理解し得る高知能ゆえに、ありとあらゆる局面に投入された特別な存在でした。最前線で敵を倒すために、歩ほ哨しようとして敵の接近を見張るために──かつて、猛もう獣じゆうに脅おびえて洞どう窟くつに隠かくれ住むネアンデルタール人にとってそうだったように、戦場で戦う兵士たちにとってもまた、犬は欠くことのできない存在だったのです。

　時代が下り、飛び道具が戦争における武器の主流となってからは、犬はその牙きばで敵と直接戦う任にんを解とかれ、「伝令」「索さく敵てき」「負傷兵の捜そう索さく」などを主な任務とされました。数多くの犬が勇ゆう敢かんに任務を遂すい行こうし、多くの「英雄」たちの記録が残されています。アフガニスタン戦争でヴィクトリア勲くん章しようを授さずけられた「ボブ」、第一次世界大戦中にアメリカ第一師団の伝令犬として活躍した「ラッグス」、勲章を得ること十二回、死後はその遺い体たいがアメリカ国旗に包まれて埋葬された「ボルビー中尉」。犬たちは通信文を身に帯おびて銃じゆう撃げきの嵐あらしをかいくぐり、衛生兵が見落とした数多くの負傷兵を見つけ出し、必要ならば犬用のガスマスクまで装備して味方に同行し、敵の斥せつ候こうを発見し、隠かくされた地じ雷らいを見破り、爆ばく薬やくを背せ負おって敵の戦車に突とつ撃げきしていきました。

　インドシナ戦争が始まると、ついには、専用の降下用装備を身につけて輸送機から単独でパラシュート降下する犬まで現れました。世界最初の、犬のパラシュート部隊の誕生です。この部隊は六頭のシェパード──カド、リエド、レモ、リュックス、ボリス、シリ──で構成されていました。この犬たちはリーダーと共に一日に数回の降下をこなすことができ、着地後もまったく動どう揺ようすることなく作戦行動を取れるよう訓練されていたそうです。




　とまあ、以上はすべて原はら書しよ房ぼう「動物兵へい士し全書」からの受け売りです。

　三十世紀にも及ぶ戦争の歴史の果てに、現在もなお、犬、馬、イルカなどの多くの動物が軍務に就ついています。現在の軍用犬の主な役割は、その嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくを駆く使しして敵や敵の罠わなを見つけ出すことです。敵の罠はセンサー起き爆ばくの散さん弾だん地雷になり、輸送機からは単独降下ではなくリーダーとのタンデムでジャンプをするようになりましたが、課せられた役割は、大昔のそれと比べても基本的には何も変わってはいません。これから先も、我々が戦いを止やめない限り、戦場にはリーダーに付き従う犬の姿があるでしょう。勲くん章しように輝かがやく英雄たちの陰かげに、敵てき弾だんに倒れた無数の犬たちの亡なき骸がらが累るい々るいと転ころがることでしょう。

　犬は、自ら人間と生きることを選んだ唯一の動物である。

　一面の真実を捉とらえた言葉であると思います。

「人間の言葉」であると思います。

　一度、犬に聞いてみたい気がします。本当にこれで満足なのか、と。

　こんな連中にはもう付き合いきれない──そう考えることはないのか、と。

　──難しいことはよくわかんないけど、

　多分、彼らはこう答えるような気がします。

　──でも、言われたことがうまくできるとうれしい。リーダーが誉ほめてくれるから。




　　　　　　　　　　[image: くぎり]




　というわけで。「なんか知らんがあとがきらしいあとがきが書けてしまった気がするわい」と自じ画が自じ賛さんし（本人そのつもり。いつもの上じよう梓しハイ状態）、部へ屋やでひとり悦えつに入ってぐふぐふぐふふふふふふと笑う秋あき山やま瑞みず人ひとです。

　本書を書いてて思ったんですけど、あれですね。

　人間に匹ひつ敵てきする性能を持つロボットの話とか。人じん語ごを解する犬の話とか。

　そういうＳＦがこれまでにもたくさん書かれて、たくさんの人をどきどきさせてきた理由っていうのは、人間にはそもそも「自分とは異なる存在と理解し合えるようになりたい」っていう憧あこがれがあるからなのではないか──と思うのです。

　だから、無限小の可能性に賭かけて、宇宙人への手紙をロケットに載せて飛ばしたりなんかしちゃうんですよ、きっと。




　この本に関わっていただいた、すみからすみまでのすべての方々に感謝します。ありがとうございました。

　たくま朋とも正まさ先生。電撃大王の大王、梅うめ沢ざわ編へん集しゆう長ちよう。ド新人かつスカポンな秋山ではありますが、いましばらくのお付き合い、もしできますれば末すえ永ながきお付き合い（下心ありあり）、どうかよろしくお願いします。忘れちゃいけない担当編集の峯みねさんにも感謝を。おかげでぼくは元気です。

　さて。

『鉄』その１はこれでおしまい。すでに読み終えていらっしゃる方も、あとがきを先に読んでいらっしゃる方もすべてひっくるめて、読者各位に楽しんでいただけましたらもーそれだけで不ふ肖しよう・秋山、連日の徹てつ夜やの甲斐かいがあったというものです。『鉄』その２が皆様のお手元に届とどくその日まで、ハルカは医い務む室しつでずーっと寝たきり、イーヴァは部へ屋やでずーっとひざを抱かかえたままです。止まった時計を動かすことができるのは、皆様のお力のみであります。ご意見ご感想ご叱しつ責せき、不幸の手紙にラブレターなど、ございましたらぜひぜひぜひぜひ。




　二機の悪あく魔まが、ついにやって来ます。
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